














P 行 誤 正
78 上6 も しAの 部 分 集 合A1・A2に 対 し て α・ ゐ6濯 。 ヱ ・ γG濯2で あ り・ ゐ ∈ 濯1,
79 上2 ・XP{一 〔・ω 一・(γ),}一 ・xp{一 〔 ・・9・ ω 一 ・。9・(7)〕 〕一





αは変 数(71,γ2… γm)を 表 わ す場合 と γが とる値
群変 数 を もつ 集 合Mの 部分 集 合sが8ケ の変 数
σは変数
m変数をもつ
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設 計 手 順 の シ ス テ ム 化
設計 情報の管理技術
設 計 情 報 の 基 本 コ ー ド
条 件 設 定 の た め の 要 求 分 解 と 情 報 選 択
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数 量 化 の 問 題
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工一1問 題 の 設 定
〆
1-11オ リエ ンテ ー シヨ ン
建 築 の 問題 は社 会 との 関連 が深 いの で,社 会 あ変 動 はその ま ま建 築 に対 す る情 報 の 変動
ダノ　
にな つてあらわ れる。建築家は多元的な問題整理 と細 分化された専門的検討 をある時間的
制約 の中で処理 しなければならない とい う課題 を負つ ている。
こ うした問題が理を進める有効 な方法 として,近 年にわかに注 目されているのが システ
ム化の方向で ある。 システムには い くつか の定 義が与 え られ るが,「 ものお よびその属性
※1が互
に何等かの関係 を もつている場合,そ の集合が システムで ある。」 として一般化
された定義が ある。即 ち,或 る要 素 とその間に成立する何 らかの関係を定義づけ る ものが
システムで あると言 える。建 築の設計な どでは,建 築 を成立 せしめる要素の構成関係及び
構成の作業 を進め る関係の中に,直 観的若 し くは定義の極めて困難 な判断を介在 させる部
分が多 い。
そ こで。客観的若 し くは論理的判断 を導入す るこ とを軸にして,構 成 関係を明 らか にす る
ことが・ シ ステム化の基礎的作業である と考 えられる
。 当然,建 築を成立 せ しめる多数 の
情報 を操 作す る情報処理の問駅 帰着 せしめ ることが出来 る.本 論腱 築 の設計 を目的 に
した情報分類 の基本的 な ・レ ーム と・設計 の中枢 問題で ある空間轍 に論理的 な判断 を導
入 す る演算方法 の提案 が主要 な内容 に なる。
こLで ・ 当面す る課 題 は・ 設計 問題 の中枢 である空間構成に演算 を導入 し得 るか ど うか
の問題 で ある。当然.記 述の道具 として数量化は避 けられ ない問題 であるが,こ の よ うな
方法 で創造過程 の記述 化が可能 で あるか どうかの問題に立入 る ことに なる。 こ うした 人間
的 側面の 数量化 の問題 は・ ちよ うど心理学 における心理童の定量化 な どにおける聞のあ り
方 と類似す る ものであろ う。 ここで辿 つた理論化 の過程において,近 年 心理学で急速 に発
達 した心理測定法の考 え方に負 うところが多い。す なわち人間的事象 と数学 モデルの間に
本質論的因果麟 を求め よ うとす るのではな く、確率論的な措定が成立つ な らば.人 間 と
数学 モデルの敵 同型 とも呼ぶべ 彫 式の等 価性・・あ る・認め る立 駄 立つ ものである
。
こ うした基本的 な仮定 を前提 として研 究の立場は成立 つて ・・ると、、える。
1-1・2研 究の対象
縢 設計の主要 な問題点か つは・ 燗 ・施設を共通の尺度 疎 せよ う… う
ところに
ある.こ の ことは以前か ら問われつづけ られている ものであ り
・設計緬 のあらゆる問題
※1TheDef'n't'…f・ ア…m/・ ・ar・ ・・・ …th
・A・va。ce皿 。nt。f
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は,こ れを中心に展開 していると言 つて も過言ではない。
近年,設 計計画分野 の研究の進歩 によ り,計 画側からは,理 論的な推計方法がかな りの
範 囲で確立され,ケ ーススタ デーも資料集成 をは じめ とす る諸資料の編集整理 を通 じて,
広 く蓄積 され て来ている。 一方構法側,或 は材料側ではB.E.論 を中心に,構 成材の体
系化が進み,更 に最近の性能論の進渉 によつて,一 層,人 間側の諸因子 と材料側 の性質 と
の対応 関係が果 されつつ ある現状で あると言える。
しか し,そ の対応 は 局部的 な限界に とどまれば 甚 だ有効な成果を提供 しているが,
空間全体 の綜合機能に対す る問題 につ いては,今 日尚,多 くの考察すべ き点が残 されてい
る。 これは人間 と施設 との対応の中で,構 法や材料の問題 に落ちる以前に,空 間の問題 が
あるか らでは なかろ うか とい う疑 問に到達する。即ち,動 線の問題の如 く空間関係にの
み着 目すべ き問題や,プ ライバ シーな どの様に一部 は空間関係に,一 部は構成材 の問題に
関係す る様な機能の問題が あることが注 目され る。つ ま り,条 件側 の問題を構法や材料の
決定に結びつける中間の段階に空 間構成,或 は空間の組織化の段階を成立 させ.空 間構成の
段階でひろいあげ られる機能 と.構 成材決定の段階でひろはれる機能 に着 目す る必要 があ
ろ う。
個 々の機能を空間の系に組みあげ ることは,従 来大部分設計作業を通 して行 われて来た。
空 間構 成の理論化 は設計方法論 その ものの 中心的 な命題で,設 計方法全体の体系の中で扱
われ るべ ぎ問題で ある。本論は空間組織の理論化が中心で あるが,単 なる手法 の開発が目
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適正値 を与える 変換す るプロ 構成材を対応 させ
プロセス セス るプロセス
[二]実践の系[コ 理論の系
(図1-1)設 計 問題 の 領域
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ひるが えつて.建 築設計の システム化の動向は,こ こ数年内外において盛に なつて来た。
システム化が 目標 とすべ き対象は膨大な ものがある。今 空間構成問題 を中心に システム化
を考えた時,ア プローチの対象 とすべ き基本的な方向は,概 ね,次 の三つに分け られ る。
1設 計において、対象の内容を指示す る情報 が流れるべ ぎ作業の系を明 らかに し・あ
る段階 における操作が全体作業 で どう言 う役割 を果すか,作 業の部分 系 と全体系の関
係を把握す ること 一 手順設定 の問題
2各 作業 の段階で操作 され る結果の 目標水準の設定 と,そ の設計 目標に必要 な情報の
整理,そ のためには対象につ いてのバ ウンダ リーと他 との関連を明確にする こと 一
対象設定の問題
3、 これ らの対象の問題を解 く有効 な手法,或 は数量化理論の開発
すなわち,手 順,対 象,解 析手法のそれぞれの内容 と位置づけが この研究の主要な対 象で
ある。
建築設計の システム化は膨大な内容 を拘えて居 り,既 に この問題に対す る内外 の研究 も多
いが,未 だ システ ム化の全貌を把握 した段階 の ものは少い様に思われる。本 研究では.設
計 の システム化,ひ いては設計の 自動化に至 る極めて初歩的 な段階ではあるが,将 来の発
展のための基礎的な フ1/一ムを定着させることが狙である。
第1章 は本 研究の 目標及び設計問題アプローチの広が りを明らかにす ることで あ り,第2
章は,設 計の手順 と対象 を把握するための情報分類の システム化 を扱 い,第3章 は情報処
理の解析理論の考察を行い第4章 は、それ らの応用 として,空 間構成 の数量化 問題に一っ
の試案 の提出を試み る。
1-2設 計 方 法論 研究 の 動 向
1-21設 計 方 法論 の沿 革
建 築 は機 能 の側 面 と実現 化 の技 術的 側 面 の両 面 に わ た るおび ただ し い要 因 が あ り,加 え
て デザ イナ ーの直感 的 若 し くは創 造 的 発想 を含 む とい うこ とが 設 計の 理 論化 の障 害 とな つ
て居 り・ この分野 の成立 は極 めて浅 い。しかし1作今 の シ ステ ムエ学 や 情報 科 学 の発 展 は創
造 過程 を含 む プ ロセ スに つ い て も理 論 化 し組 織化 す る有 効 な手 段 を 提 共す る こ とに な つた 。
工 業 デザ イ ンの分 野 で は こ うした試 み が 比較 的早 く・1930年 頃R・G・A社 の テ レ ピ
ジ ヨ ン開発 で初 め て シ ステ ム工 学的 な ア プ ロ ーチ が興 され・G・E.では1937年Gre-
atiVθEngineeringPrOgra皿 皿eを 組 み,デ ザ イ ン問題 を 組 織 的 に ア ブ
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ロ ーチす る企 て が 開始 され る な ど,ア メ リカの大 組 織 は一 早 く,シ ステ ム化 の 方 向 に着 手
した 。
1950年 に は,A.S.M.E.でCreativeEngineeringの 特 集 が企 画 さ れ この種
問題 に対 す る関心 の あ り方 を示 した。
しか し,建 築 に お い ては設 計 問題 の理 論化 、 統合 化 に対 す る シ ステ ムエ 学的 な試 み が本
格 化 した の は近 年 の こ とで あ り,設 計 方 法 に関 す る大 規 模 な国 際 会 議 が開 か れた の は。
※1
1962年 の ロ ン ドン会 議 が最 初 で あ つた 。甦 康 家,工 業 デザ イナ ーだ けで な く飛 行機 エ
ンヂ ニア,都 市 計画 家,画 家 な どを網羅 し,シ ステ ムエ ンジ ニア リ ングの立 場か らデザ ィ
ン シ ステム追 究 の可 能 性 が開 か れ た。つ づ いて1965年 に は バ ー ミンガ ムで200人 に
余 る参加 者 を得 て設 計方 法 に関 す る シ ンポ ジユ ウ ムが開 かれ バ ー ミンガ ム レポ ー トが公 表
さ れた 。 この2回 の会 議 を 通 じて 多 くの 提 案が な され,こ の分野 に おけ る国 際 的 な レベ ル
が 明 らか に な つ た。
わ が国で も1964年 に学会 の 設 計計 画部 門 にお け る 「設 計方 法 を どう とらえ るか」 の テ
※i3
一 マが協 議会 に お いて と りあ げ られ た。 更 に1968年 には学 会 計 画委 員 か ら 「設計 方法 」
と題 す る パ ンフ レ ツ トが刊行 され,内 外 の設 計方 法 が 紹介 され た 。 以上 が 設 計方 法 に 関す る
る 目立 った エベ ン トで あ るが そ の他 雑誌 や 学会 誌 な どを通 じて,デ ザ イナ ーの発 想法 的 作
業 仮 説 か ら電 算機 利用 に乗 る様 な理 論 化 の進 ん だ もの まで 多 くの提 案 が な され た。
この 様 な動 向 の背 景 に は シ ステ ムズ エ ンヂ ニ ア リングに おけ る0.R。な どの 合 理 的計 画 手
法 や組 織的 解 析 手法 の発 達,又PERT,G.P.M.な どの ネ ツ トワ ーク手法 の 生産 分 野 へ
の応用,高 速 演 等装 置 と して の コ ン ピユ ータ ーの登 場 な ど.種 々の合 理的 且 つ 効 率 の高 い
手 段 手法 の影響 の あ る一方 で,建 築及 び 人 間生 活 の基 礎 デ ータ の知 織体 系が 充実 して来 た
こ とな どが挙 げ られ るで あろ う。





※3設 計 方 法/日 本 建 築 学 会 建 築 計 画 委 員 会/1968
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丁・G・Joneβは い くつかの設計方法論 を比較 しつつ,設 計過程全体の仕組み に関する
※1
戦略的 問題 と部分 問題解明の戦術問題に分けた。
このJOne8の 視点 は明快であ り,設計方法には設計全体の方法確立のためのアプロー
チ と部分 問題を解 く解析技術の問題に分かれ るが,設 計問題は部分 を含 めた全体 の収束 が
問題 であ って見れ ば,将 来 これ らを統合する システム化が望 まれるのは当然である。
今,全 体問題 を中心に内外のアプローチにつ いて提案の紹介 と問題の摘 出を次節で扱 うこ
とにする。
1-2.2設 計 プロセ スにつ い て
設 計 問 題 の攻 め 方 には 時 系列 を 軸 に しつ つ 関連 す る作業 イベ ン トの基 本的 ネ ツ トワ ーク
を組 も う とす る プ ロセ ス中心型 が ある。
設 計 プ ロセ スの段 階分 けにつ いて は概 念 モ デル として の 粗 い ものか ら,PERTな ど の 具
体 的 スヶ ジユ ー リ ング との結 び つ きを可 能 にす る.か な りStepの 細 い もの まで含 め
て色 々 な型 が 提案 され て い る。
デザ イン行 為 にお け る基 本 的 な プロセ ス として多 くの 研究 者 の 間 で認 め られ て い る三つ の




1962年 の ロ ン ドン会 議 にお い て の 丁 ・GしJomeは デザ イ ン過 程 の基本 的 プロセ スを
上記 の三 段階 に よつ て分 け たが・ その後R・D・Wattに よ り.サ イクル を繰 り返 しなが ら
談2
デザ イ ンの 密 度を 高 め る とい うよ り適 切 な概 念 モ デル として表 現 され るに 至 つ た。 この三
段階 の プ ロセ スは一 般 的 に創 造行 為 が 辿 る過程 で あ る こ とが心 理学 者 に よ つて早 くか ら指
※3




※3A・F・08bornや(あWa■ ■asな どに よ つ て 指 摘 さ れ て い る/創 造 の 心 理/



































こ れ を 基 本 的 プ ロ セ ス と し た も の に は 多 く の もの が あ り,且.R.Bu.h馬GeorgθN-
※2※3※4※5


















セ スは夫 々サブ項 目の詳細 な部分 を捨象すれば,同 型であ り,基本的に この三段階の プロ
セ スを認めている。
個 人の内的思考におい
ては分 析,綜 合,評 価
骸の明瞭 な区別が困難で
あつた り,必 ず しも順
序 よ く辿 るのではな く,
同時に或はパラレルに







を収束 した り,デ シジ
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(図1-4)BruceArchθrの デザ ィ ン プ ロ セ ス
ヨ ンメ ーキ ングを行 うこ とは 作業 を段階 的 に積 上 げ るの に有効 で あ る。 この 様 に設 計 の プ
ロセ スを定 め る こ とは 、結 局 デ シジ ヨ ンポ ィ ン トを定 め て コ ミユ ニ ケ ー シヨ ンを収 束 さす
効 率 を 高 め る こ とに なる ので、 設 計 プロ セ スを組 む こ とは設 計 を手 際 よ く進 め る或 否 を握
る もの で ある。
※1
わが 国 で も池 辺 陽 の提 案 す るDe8ignProce8βchart太 田利彦 のDERTネ ツ トワ
※2
一ク図 な ど・ 夫 々 目的や 表現 の 内容 は異 るが ρ段階 の区 切 り方 に つ い ては 共 通 な類 型 が1
認 め られ る。 日本 建築 学 会 計画委 員会 の ま とめ た 「設 計方 法」 に よる基 本 プ ロセ スパ タ_ン
はBruceArcherの パ タ ーンの発展 形 で あ るが・ これ らの プロ セ スの一 つ の 概 念 的
※3








基本設計段階にお ける設計行為 の分析/太 田利彦 他/学 会論文138,139号
設計方法/前 掲書/P4
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作 業 の 段階 的 な区 切 りは そ こが 関 係者 の確 認 や 諒解 を とる意 志 決 定 の ポ イ ン トで あ り,又
情 報 が フ ィ ー ドバ ツク して く
る ポ イ ン トで もある ので、 こ
の区 切 りを大 ぎ くと り過 ぎ る
と手戻 りの ロ スが大 き くな り,
小 さ す ぎ る と問題 の集 約 が で
きず決 定 の材料 が 揃 わ な い と
言 う状 態 に な る。 パ ラ レル に
進 む各 種 の検 討 が進 ん で 夫 々
の 関連 をつ き あわ さ ない と次
の段 階 へ 進 めないと言 う時 機 の(図1-5)設 計 プ ロセ スバ タ ーン
見 計 いに よ って 段階 の大 ぎさが区 切 られ る。
(図1-6)は 適 当 に区 切 られ た 作業 の段階 を 示 す と共 に情 報 を操 作 す る意 志決 定 の フロ ー
※1や





髪 灘 接騨 到
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。躍1旺,側⊃ 椰,霞 ◇ 承 認
一 剛 騰 繋 〕o. .。ク
o欄逼価竃断藺衰
o工曜褻`壇工2で脚纈,
(図1-6)意 志 決定 の承 認 ポ イ ン トに絞 つた 設 計 の フロ ーチ ャ ー ト
RエBA(イ ギ リス 王 立 建 築 家 協会)で は程 良 い 大 ぎさの典 型 的 ジ ヨブを 割 り出 し、12の
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の 作業 段 階 を確 認 し・ 横 軸に関 係者 を挙 げ,作 業 を リス トア ツプ した。 これ よ り先 にA.J.
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で も「建築生産 におけるチエックリスト」を発表 したが略 々同様の 内容 を示 している。 この
撫 作業の リス トアツプ化は作業 の内容 についての チエ ツク リ対 で あると共に・ 様々な
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(図1-7)RエBAの デザ イ ンチ ームのた め の業務 プラ ンに よる作 業 段階
設 計 プ ロセ ス も,作 業、 情 報 の 内容,関 係 者.結 果 として 生ず る図面 な ど多 くの表 現 す べ
き内容 が あ り.継 続 的 な設 計 を 軸 とし なが ら も使用 目的 に 従 って,リ ス ト形 式,フ ロ ーダ
イヤ グ ラ ム形 式,ネ ツ トワ ーク形 式 な ど色 々 な表 現 形式 が ある。 太 田利 彦 氏 の 提案 し た
DERTネ ツ トワ ーク図は 基本 設 計を 対 象 に した もので あ るが,PERTな どの ネ ツ トワ ー
ク理 論 を適 用 しなが ら設 計 プ ロセ ス個 有 の ものを考 案 した もの で あ る。設 計 作 業 の複 雑 さ
が らし て ネ ツ トワ ーク形 式 が便 利 な こ とは言 うまで もない。 スケ ジユ ー リ ングや 作 業 量 の
割 り出 しが 可能 な シ ステ ムに展 開 し得 るの が特 徴 で あ り・ 設 計 プ ロセ スの表 現 とし て一 っ
の ゆ きつ く ところ を示す もの で あ る。
こ うした特 殊 な もの に よらず と もPERT-GOSTな どの ネ ツ トワ ークを取 り入 れ,マ ネ ージ
※10hek■i8tofke7ta8kintheprogra㎜eofwor1ち/A.丁.271nardi63
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メ ン トプロ グ ラ ム として実 践 して い る例 も屡 々見 られ る。
これ らネ ッ トワ ー クは今 後 大 規模 な プ ロヂ エ ク トな どの場 合 に そ の必要 が 増 々認 識 され









(図1-8)太 田利彦 の提 案 に よ るDERTネ ツ トワ ーク図
1-23設 計因子の構成につ いて
時系列 中心型が設計行為 に着 目し,作 業単位の継起 として設計過程 を表現 しているのに
対 し,空 間の内容その ものに関心を持ち,設 計因子の複合関係を把握 しよ うとす る立場 が
ある。即ち設計対象の内容を単位化 して,体 系的把握 を狙 う立場 であ り,プ ロセ ス型に対
してプアクタ ー型 と呼ぶ ことにする。
プアクタ ーとしては人間側 の要求要因 を中心に した機能因子や,結 果 として生ず る構成要
素等の フィジカルな因子等様々な種類があ り,一 つの設諦 ζ必要 な情報には色んな レベル
がある。或 る意味で言えば社会全体の知識のすべてが関係する と言 って も過言 でないが,
ファクタ ー型の手順 とは これ らの情報を空間に組み上げるに必要 な操作技術の ことであ り
概ね次の様な方向がある。
1情 報の意味分類或は ヵテゴリー分解 によつて,情 報の内容 を位置づけ る操作
2情 報の示す 内容を量的 な表現に置 ぎかえるな ど,グ レー ドづけや評 価づけの操作
3情 報間の相互関係か ら機能関係 の潜在構造を発見 し,空 間を組織化する操作
※1設 計方法/前 掲書P40及 び太田利彦.荒 木睦彦/設 計過程の分 析手法につ いて(1)
及び(2)/学会論文報告案/号 外'6710
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第1の 分類 づ けの 操 作 は当該 問題 に の み適 応 さ せ る特殊 な分 類 か ら.各 種 の チ エ ツ ク リ ス ト
やA.」.の デザ イ ンガ イ ドの 様 な_般 化 した且 つ広 汎 な情報 を集録 して い るもの まで 様 々
な種 類 が ある。 これ らの分 類は プア クタ ーの整 理 の機 能 と して設 計 の各 段階 特 に初 期 段階 に
にお け る重 要 な操 作 で あ る。
丁。C.Jonθ8は先 に挙 げ た 設計 プ ロセ スと共に,プ ア クタ ーを カ テ ゴ リー分 解 す る 方法
※1
を提 案 して い る。Jone8の 方 法 は あ らか じめ分 類す る項 目 として カ テ コ9リー を用 意 して
お くの では な く,問 題 に よ つて与 え られた プア クタ ー相 互 の関 係 に よ つて必 要 な カ テ ゴ リ
ーを 選ぶ 方 法 で あ る。(図1-9)はJonesの 方法 を示す もの で あ る。
※2
池辺 陽 に よる設 計 シ ステ ムの 相関網 は ア イ デ アと ドキユ メ ンテ ー シヨ ンの有機 的結 合 を
示 す もの と して 提案 され た もの で ある。 設計 の ア イ デア或 は情報 の発 生 源 を10ケ の チ エ

































(図1一 ユ0)設 計 シ ステ ム の 相 関 網
※1AMethodof8ysteInaticDe8ign/前 掲 書
※2設 計 プ吐 縦 対 す る システム エ ンヂ ニ ア リ ングに よ る提案/カ ・ ム ・3号/'65
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この方 法 は広 い情 報 の背 景 の 中 か ら 問題 の所 在 をつ ぎ とめ るの に 有効 な分 類 を提 共す る も
の と思 わ れ る。
目標 達 成 の た め の有 効 な情報 の計 画 的 収集,評 価選 択 とそ の資 料 化,さ らに要 求 に応 じて
随 時 た だ ちに 必要 な もの を取 り出 す こ とを可 能 に す る分類 整琿 は一 般 的 に ト惣 メンテ}シヨンと
言 われ る情 報 処理 過 程 で あ るが,近 年 設 計 の シ ステム化 に とつて 重要 な役 割 を果 す もの と
し て注 目され て いる。
こ うした ドキユ メ ンテ ー シヨ ンの 体 系化 した もの に は8fB/U.D・Cシ ステム,G.B.C
シ ステ ム,C工/SfBシ ステム な どSfB分 類 を基 本 に した一 連 の シ ステ ムが 紹 介 され て
い る。 この シ ステ ムにつ い ての 詳 細 は次 章 に ゆつ るカ㍉ 中で もC.B.C・ が最 も シ ステム化
が進 んで 居 り.情 報 処 理 の電 算 化 の サ ブ シ ステ ムを持 つて い る。
A・ 」.誌 で は これ らの分 類 シ ステ ムを使 って1961年10日 以 降 か ら デザ イ ンガ イ ド
と して チ エ ツ ク リ ス トの達成 をは じめ設 計 全般 に わ た る広汎 な設 計 資料 の大 系化 を行 って
い る。 わ が 国 で も遅れ ばせ なが ら建築 センタ ー,「建 築 と社会」な どの 団体機 関 に よる デ ータ
ーシ ー ト類 の整 備 が な されつ つ あ る。 また 種 々の雑誌 や 出版 物 を通 じて 多 くのチ エ ツク リ
ス ト類 がつ くられ て い る。
しか し,問 題 は単 に広 汎 な資料 の集録 に と どまるの で は な く,設 計 の入 力 情報 に す る ため
の操 作 が設 計 方法 に とつて の大 ぎ な問題 で あろ う。
あ る情報 が 設 計 に とって どん な意 味 を もつて い るか を明 確 にす る分 類 軸を た て る こ と と,
分 類 軸や 分 類 軸上 の ア イテ ムに操 作 し易 い コー ドを対 応 させ る こ との二 点 に絞 られ る。
第2の 評 価づ けの 問題 は ある意 味 で は第1の 分類 づ け の延 長 上 の 問題 で あ ろ う。
何 故 な ら,分 類 それ 自体 は 等 価性 の有 無 の判 断 に よる もの で あ るが積 極 的 に序 列 を判 断 す る
尺 度 を与 え た ものが評 価づ け で あ る。
評 価づ け の 場合 も、与 え られ た因 子 同志 の 相対 関 係 を把 握す る操 作方 法 と性能 仕 様 の 様 に
了 じめ グ レ ー ドづ け され た 尺度 が用 意 され て居 り,そ こに位 置 づ け せ しめ る場 合 の二 通 り
が ある。
丁.G.Joneeの 因 子間 の相 関 マ トリツク スを 作 って因 子 の相 互関 連 を表 現 す る方 法
※1※2
(図1-11)因 子 の順 位 づ け をす る方法(図1-12)な どが あ る。 これ は
当該 問題 に与 え られ た因 子或 は 情 報 の一 群 の項 目間 の関 係 の有 無 を調べ る のに有 効 な 方 法
で あ る。
※3
また,D・GGreenWoodの デザ イ ンツ リ ーに よる方 法 は い くつか の因 子 の組 合
※1※2AMethodofS78tbnaticDθsegn/前 掲 示/
※3G・eenw・ ・d・D・G・/D・ ・ig・TrθeaidD・ ・i・i・ ・/P・ ・du・tEngineeri・g
APri■,63
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せにつ いて順位づ けを与える。 この方法は選択 対象の可能 な組合せを考 えて問題の構成要
素 に評点 を与 え,1つ の道筋 の評点の積の最大な ものに決定する方法で ある。 こうした評
点 を与 える方法につ いての共通の問題 は評点 を与 える基準が決定主体 の主観にまか され る
ことで あろ う。
Factors 1 2 3 4 5 6
lC 十 十 十
2F 「ノ
3D 十 十
4A 十 十 十 十 十
5B 十 十 十 十
6E 十
Totals 2 5 3 0 1 4
(図1-11)」.C.ToneQの 相 関表
従 横 に 同 じ因子 を並 べ 関 連 あ る も
の を チ エ ツクす る。
(図1-12)」.G.Tonesの 相 関 表1』2
横 列 の プ ア ク タ ーが 縦 列 に 優 先 す る 場 合
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表 に なる聖間構成 エ レメン トの カ.
テゴ リー分解 とその相関表で ある。
住宅を対象に した ものであるが,一




関のないもの と考え られ るものを無
印 とい う様に三段階にわけている。
この 康な分類 にょ りある問題 に対す
る関連 因子の引 ぎ出 しに有効であ り
相関の強弱に よって解決 手毅の優劣
の判定な どの情報判断を得 る手がか
りになろ う。 しか し,多 数 の因子の
関連に よるグル ーピング化 には尚若
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(図1-13)池 辺 陽 提 案 の エ レメ ン ト相 関表
カテゴ リーの軸上 にグレーデ ングを行 っているのが性能仕 様だ と言 うことがで きよ う。
性能仕 様の狙 は・施設や部材 の良 し悪 しの程度 を明確に数値づけ,設 計 目標のあいまいさ
を払拭 しよ うと言 うこ とであろ う。 しか しこの性能規定の問題には,個 々の材料の性能,
それ らの組合せに よる複 合的 な性能,更 に空間 とい う材料段階を飛躍 した レベルでの性能
等多 くの問題が ある。
通常一性能一素材 と言 う対応 よ りは,あ る性能 を満足する要素の組合せ と言 う形で対応 す
る ことが多 い。い くつかある組合 せの うちで どれが最 も妥当か と言 う最適化問題等の理論
化が背景 に必要になろ う。現在,性 能問題は建築の部分 に対 して整理 されつつ ある状態 で
ア
※ 設計対象のエ レメン ト/池辺陽/建 築学会 論文/,65
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※1
あり,空 間 性能等の問題 は将来 に残 され ている。
先 にあげた 」.G.TonesやGreenwoodな どの簡単 な選別方法以外 に・む しろ0・乱
な どの数学的操 作の発達 によるLP澗 題や シ・ユ レーシ・澗 題 としての理論的解 析
に期待 が持たれよ う。
ここで第3の 問題即 ち組織づける問題に移 るのであるが,第3の 問題は又第2の 問題の拡
大で あ り延長で あろ う。即ち因子 間の潜在構造 の発見は構成単位である因子に対する何等
かの判断づけ,評 価づけに起因 して導かれ るからで ある。
通常建築の空間構成 のアプローチには次の二種類 に大別される。
1機 能因子 に着 目し,設 計の要求内至要因側の情報を単位化 し,そ れ らの関係 を把 握す
る立場
2結 果 として生 じる建築を構成要素の集合 と考 え,要 素部材の組織関係を把握 する立場
であ り,前 者が人間の要求を把握 して空間を組織化す る原因側の問題 を対象 とす るのに対
し,後 者は生産技術の側から出発するが,要 素や部材 のアセ ンブ リーの仕方の中で人間側
の要求を吸収 し得 ることを前提に している。
結局建築 の成立 は機能因子 と構成要素 の対応 にょって果され るので.両 方の アプロ ーチを
交 らせる ところに意味があ り,構法側の問題 を体系化 した要素論が性能規定への問題え と
移 行するの も,最 適化 問題 に よつて,材 料選択 を果そ うと言 う可能性 もここにある。
B.E・ 論では要求 と構法の一致す る ところに設計の目標 があることを 説いた。B.E・
論の特質 は建築部材の工業部品化に問題意織があ り.部 品の接合 とい うアセ ンブ リーで建
築構成 を果そ うとする ところに狙がある。 この様 な要素部 材の組合せ問題 と空 間機能 の問
題に依然 として大 きな溝があ り,現在 では基本設計が決め られて以後 の下位 システ ムとし
或 はデテ ーノレ段階の部材決定に有力 な資料を提供す るものであ り,設 計全体 を覆 う理論に
至 っていない。 こ うして部材の側か ら進める方向には一つの限界 があ り.部 材か ら空間へ
空間か ら建築へ の図式は完成 されていない。
一方要求側 の機能因子か ら入 る方向 も,要 求か ら空間 の パタ ーンづ くりを求め る理論 も未
だ充分な段階ではない。簡単 な例では 」.OJoneeやA■an1血rray又DenkMidd_
※2
etonの 例 な どの様に簡単 な ものは相関表 か らネ ツ トワ ークをつ くる場合 な どが ある。
叢1B・ 皿論 の一 連 の研 究,建 設 省 建 築 研 究所 の 材 料 設計 の研 究 グル ープな ど
※2DesignM8thodeGo皿pared/J.G.Jo且e8/be8ign213に 収録 され た もの
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因子が空間の部分を表 わす場合は ネッ トワークが空間関係のパタ ーンを示す。
(図1-14)(図1-11)を ネツ トワーク に 展 開 し た もの
6
(図1-15)ア ツ シ エ ー シ ヨ ンチ ヤ ー トか ら ネ ツ トワ ー クへ
※1多数 の因 子 間 の構 造 の発 見 か ら空 間構 成 の 手 がか りを求 め よ うとす
のみ にG.A■exander
※2
や 同 じ方 法 を 追試 して い るA.BernhO■tz等 の方 法 な どが あ る。 結 局 は 因子 間 の 関係
を セ ミラチ ス或 は ツ リ ・ー関 係 に表現 し,問 題解 決 の 手順 の システ ム を階 級 構成 しよ うと言
う もので あ る。 或 る意 味 で言 え ば因子 のヒエ ラル キ ーが 手順 の 序 列 を与 えて い る と見 られ
る。 手 続 を 簡単 に 説 明 す る と因子 間 の不 適合 又 は適 合 の関連 につ いて 因 子 間 の相 関 マ トリ






する とッリー分解に置 きか える
が可能 になる。 この様にして全
体 システムはサブ システムに分




子 の構造 を発 見する方法は,相
関分 析や因子分析 な ど多変量解
析 の問題 として理論化が進む も
の と思 われ る。
以上設計方 法の最近起 つた問
題 につ いて粗 い概 説を試 たわけ
で あるが、結局 プロセ ス型 もプ
アクタ ー型 も建築 の設計に流れ
る情報の フロ ーを と りあげ るか。
内容 を取 り上げ るかによ って視
点 が分 れて いるのであ り,プ ロ
④
図1-16C・A■exanderの 因 子 間 の セ ミラチ ス
か ら ツ リ ー分 解 す る 手順
セ ス型 も,各 ステ ツ プに入 る情 報 が 何 か とい うこ とが 明確 に な ら な い と空 間 そ の ものに 関
係 の ない 単 な る スケ ヂユ ー リ ング の問 題 とな る し,プ ア クタ ー型 もそ の 内容 が どの毅 階 の
ものか と言 う手 順 に お け る位 置 づ け が 必要 に な り,空 間 を組 む手 順 は 同 時 に作業 の 手順 で
あ る。 この 様 に 設 計 の 手順 と対 象 とな る空 間 の 内 容 は一 つ の シ ステ ムに おけ る従 軸 と横 軸
の 関 係 で あ り.ど ち らを キ イ シ ステ ム に考 え るか に よ って プロ セ ス型 と プア ク タ ー型 に わ
か れ て い く。
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2-1設 計手順 の システム化
2-11問 題の 摘出
建築 の設計行為 を要 求情報や技術情報等・様 々な設計情報の変換 に よつて建築 の投 影で
ある図面作成 を行 うことである と考 えた時,そ こに何等かの体系 を構築 して情報 の変換 作
業 を システム化する ことに よつて,集 団の思考過程にお ける決定の客観性の確保 と論理性
の 向上 を手に入れた いと言 う欲求が ある。今.設 計作業 を情報の流 れ として捕 えた時・情
報の入力 と変換操作の連続で あ り.設 計 情報の整理 は設計 作業 の予測 な くしては行 われ
ない し,設 計 作業の シ ステム化は設計情報 の合理的 な検索 システムに頼 らな くては成立 し
ない。第2章 は設計 に入力す べぎ情報分類が 目的で あるが.分 類 の根底には設計 システム
化の方法が予測 されていなければ ならない。本研究 の目標 とす る ところ は1/1000～
1/100程 度の粗い スケ ールでの空間構成の理論化が中心 であるが,設 計全体につ いて
の システム化に対する展望 を与 えつつ,空 間構成のモデル形成や 変換 に対 して,有 効 に利
用 し得る形で情報 を位置づける分類空間の フン ームを与 えることが本章の 内容 である。
設計では一般 に要求 と言 う形 ででて くる人間側の条件 を充す施設側 の解 を求 めるこ とに
ある。要求 とは本来一般化 した形 で言 えば,人 間或は社会の 生活行為 を目的的に表 現 した
もので あるが,目的を捨象 して結果 として招来す る施設を直接指示す る表現 を とることもあ
る。しか し.そ れが意図 を正 し く施設化 しているか ど うかにつ いて検 討を要 するこ とも多
く,そ のまLで 設計条件 とな し得ない もの もある。従って,要求につ いての目的の解 明 と施
設の設定 との対応 を検 討して始めて設計条件 として成立 し得る ものであ る。
(図2-1)は1968年12月 に,設 計事務所及び建設会社設計部 を調査 した際,実 際
に使用 している設計条件のチエ ツク リストを提共 して盲つた もので ある。夫 々設計組織に
よつて・条件 リス トの分類の仕方 は多少まちまちであるが,概 ね情報の絞 られている範 囲
と条件 の粗 さの程度を知 ることが出来 る。 ここか ら色々の事が読み とれるが,設 計 を シス
テム化す る立場か ら次の基本的 な問題について不充分 であることがわか る。
1多 くは施設側の言葉 で語 られて居 り・一般用語 で表現 され る要求 との関連が明らかで
ない0
2多 くは・分類 軸に システムを持たない。 従つて関連ある項 目同志の合 成や分解 な ど,
情報処理 の操 作に不適切 な リス トである。
即 ち1は 要求の意図を施設に変換す ることにつ いて・2は 情報相 互の連関についての判断
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設計対象 で建物施設の巨大化・複合化・及び関係者.関 係組織の増大 な どに伴い.コ ミユ
ニケ ーシヨ ンの合理化 を進める方向で はこ うした リ ストをそのま 」で システム的 に展開さ
せ るこ とは困難で ある。
さて・設計を シ ステム化す る立場 から・設計に操作され る情報 の整理は基本的 に次ρ 問
題 が解 明され なければな らない。
1要 求 と言 う形 ででて来 る一般用 語を施設用語へ変換 する プロセ スを明 らかにするこ と。
この情報 の過程 が と りも直 さず設計作業の手順 を形成す る こと。従つ てシ ステム化 され
得 る設計の手順 に対応 した分類 軸を もつ こと。
2目 的側の要求や施設側の情報 との対応づけが可能 なこと。即ち要求が施設側の どの部
分 を対 象 としているか を明 らか にす るために施設単位に対応 した分類 軸を持つ こと。
の二点に絞 られる。
2-12設 計の基本手順
設計は結局の ところ,要 求 と言 う人間側 の条件 を充す施設側 の解 を求め るこ とである。
要 求 とは一般化 した形で言 えば・社会の生活的背景か らよ り良い環境を 目指す 希望 であつ
て,制 限がなければ拡大す る性質 の ものである。 これに対 して施設側は,技 術的,経 済的
な限界 があつ て,本 来拡大側に対 して 制限側 に働 くものである。
空間構成を進めるに当つ ては・要求側か ら入つて順 次具体化す る過程 の中で,技 術条件 を
制限条件 として組み入れる とい う方向 を前提 とす る。生産の プロセ スか ら見た場 合,部 材
のアセ ンブリ ーとして空間を成立 せしめ るが,設 計 の手順では,用 途,規 模,配 置 な ど部
材に落 ちる以前に受け とめるべ き空間化の段階が ある。B .E.論 で は要 求に対して直 ち
哺 法 の対応づけ を行つたが・要求 のレベ・か ら融 へ至 るレベ・・の間に空間イヒを考察す
るレベルの成立 を検 討しな くてはならないこ とは既に目頭 で も述べてあ る。
今・ 設計の手順についての全貌を把握するために・要求 と言 う「般社会 の情報 が どの様 な
プ ロセ スによつ て建築の技術情報に変換 されるかを示す と次の様になる。
A利 用者 の生活行動・利用特性に関する情報把握
即ち・社会的・燗 工学的・甥 的・心理 的等の燗 側の空間利用 に対 する客観
化
された事実及び資料化 された ものを背景硬 に伽 の利用者が設計の当該対象に対 し




規模形状等の寸法特性,空 間の荷重,衝 撃,振 動,音 等に関する力学的性状,温 湿
度等の気侯環境,衛 生,防 災等の人為的 な有害環境の除去等,空 間及び環境の特性
を具体的に示すために,人 間的特性 を物理的尺度に変換 した もの。
0構 成要素若 し くは構法を示す情報への変換
空間及び環境特性で指示され た情報 を具体的 な建築部材に対応 させ,実 現可能か
ど うかが検 討され る。空間及環境特性で示 された情報 が部材 の個有の性質及び構法
上 の特性 の範囲 に吸収 され うるか どうかによつて妥当な範囲 で変換 され る。 この時、
環境特性に対す る制限が生 じる場合 もある。
D工 事及び生産を示す情報への変換
構法で指示された情報 を更に具体的な生産 シ ステムに乗せ うるか どうかが検討さ













図2-2設 計の基本 手順 と情報の流れ
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以上の4つ の殿階は,要求か ら施設化の方向へ,具体化される順序に従 った段階づ けを試
みたわけで議 設計牒 麟 れる欄 として見た とぎ.様 々な ・イ ードバ ツクが行わ
れるこ とも当然で あるが,_応 情報整理の立場か ら仮説的に段階 を定着 させ・作業 の収束
す る 目標を明 らかにす るものである。
各 段階は,設 計全体の システムから見れば,夫 々サブ システムを構成 してお り・各 段階は
シ ステム的に解明 される必要 がある。 この様な観点か ら.4つ の段階 を夫 々行為 シ ステム
環境 シ ステム,構 法 シ ステム,生 産 システムの名を与 えるものであ り・各毅階の入力情報
ほ又結果 のチ エツク情報 ともな り得 る。 図2-2は 設計情報整理の 目的 で・設計の基本 手
順 を示 した ものである。
各段階に入力 される情報 を一般に設計条件 と呼ぶが,各 段階の情報は一般 に要求条件 と言
われる恣意 性の強い情報の背景に,既 成の事実や社会上の 制約.技 術的な限界等の広 い意









利 用 現 況
に関する情報
環境 システム
立 地 環 境
に関する情報
構法 システム




案 利用者及利朋 的・ → 所要空間及所要












→ 思考の具体化のプロセス 鰯8鰯》 実現のプロセス
(図2-3)設 計情報 の背景 と条件の強さ
※8trathc■ アde大 学 で 開 発 さ れ たBPRU(Bu・i■dil19Pe「fomanceRe8ea「ch
ullit)の シ ステ ム を 参 考 に した/Mea8arementandAppraisa■ofBui■din二g
Performance/A.」.671220
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2-13設 計 の構成 対象
空 間を攻める手続 きの中で部分がら全体へ到達 する場合 と全体か ら部分へ分解 しつつ進
める場合があ り,そ のかね合はそれ程明析に与え られていない。部分 も全体 も同時に把握
さるべ ぎで ある とい うのは空間の理解 において或 は空間の働 きがそ うだ とい うことである
が設計の手順 としては便宜的 に どちらかに手がか りを求めざるを得ない。対象の種類や大
きさに従 つて どちらの場合 もあ り得るがいつれにす るかは収束す る効果に よって選ぶべ ぎ
であ る。勿論 ここで言 う全体 とか部分 とかは相対的 な ものであ り,或 る段階 目標を設定 し
た場合に全体か ら次第に細密化 して進む方向 と細部 をアセ ンブ リーして全体にまとまって
い く方 向が あ り,実 際には フィー ドバ ックサ ィクルを進めなが ら収束す るので どち らを手
がか りにす るかが 問題 のポイン トではな く全体 と部分 の関係が把握され て居るか どうか,
即 ち全体 を検討 している時には部分 との関連 が,部 分 を把 えている時 には全体への展望が
見通せる システムであ るか どうか が問題で ある。
通常,設 計 の場合 の思考 のメカニズムとして或 る対象に関心を持 つた場合,他 の問題は
捨象 して考えるのが普通である。例 えば動線のネ ットワ ークを考えている時には空間の仕
上につ いては考 えないであろ う。 しかし部屋の配置な ど関連す る問題につ いては同時 にあ
る予測が働 いて いると見てよい。
この様に経験 ある建築家は問題 の限定や拡張 を道具に部分問題化 した り,全体 問題へ組 み
入れ た りする プログ ラムを思考過程 に用意 している と見 ることがで きる。
施設化の予測における処理側 の分解は問題の処理内容の レベル分 けで あるが同時 にアプロ
ーチの 目標を分解 していると見る ことができる。
設計の手順に対 して,要 求が建築の どの部分 を指示 しているのか.問 題の スケ ールを どの
領域 に考え ているのか,対 象のバウ ンダ リーにつ いての考察 レベルをたててお くことが,
問題 の収束に効果を もつ。建築を対象 とした場合に,対 象の区分 については色 々の段階分
けを与 える ことがで ぎるが一応仮説的に次 の4つ の区分 を与 える。
1敷 地 十建物
国土環境或は都市環境的な スケ ルーか ら,当 該建築物の敷地に至 る外部領域 と建物 全
体がかかわ る領域の情報
皿 建物空間




建築空 間を融 す る要素,或 は壁 ・床 ・天井等 の空間を間仕切 る道 具 ・しての部分で
あるが,或 る機能単位 を含 んでいる対象の情報
レ 材 料
構成要素の形 質を与 える材料に関す る情報
設 計 の 手順 の分 類 軸
を 縦 にg構 成対 象 の
軸 を横 に と り,ク ロ
ス レフ ア レ ン スの マ
トリ ツ ク スを つ くる
と16ケ の クロ スポ
イ ン トを 得 る。 これ
らの ク ロ スポ ィ ン ト
に当 る エ ベ ン トは.
作 業単 位 ・ 或 は 考 察
対 象 として の 目標 を
与 え るで あろ う。 こ
れ らの エベ ン トを矢














る エペ ン トは 関連 あ る考 察対 象で あ り・ フ イ ー ドバ ツ クル ープを 形成 す る必 要 が ある。
この16ケ の決 定 ポ イ ン トは 全 体 に おけ る ア ウ トプ ツ トモ デル の収 束 す るポ イ ン トで あ り・
意 志 決 定 ポ イ ン トで もあろ う。 この 様 な分 類 軸 を基 準 に して コ ー ドシ ステ ムを た てる と・
設 計情 報 の 処理 操作 に 有効 な分 類 シ ステ ムを 得 られ る こ とが予 想 され る。
2-2設 計情 報 の 管理 技 術
2-21ド クメ ンテ ーシヨ ンの機 能
情報 の 伝達 か ら演算 操 作 を受 け る もの と考 えた時,伝 達 の ため の シ ステ ム化 が演 算 に 有
効 に働 く様 に工 夫 され た コ ー ドシステ ムを持 つ必 要 が あ ります 。 更 に一 つ の 情 報 の側 か ら
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見 れ ば、 規 模 算 定,平 面計 画,図 面 表 現,仕 様書,コ ス ト分 析等 の 様 々な段 階 を通 過 した
り、 構造 、 設 備,意 匠 等の 専 門的 検 討 を受 け る時 夫 々の作業 に特有 の コ ー ドを用 いた場 合
情 報 の分 配 や 集約 な どの情 報 処理 を行 う場合,一一々 コ ー ド変 換 の 手間 が 介入 す るわ ず らわ
しさが 生ず る。 こ うした 問題 の根 本 は ドキユ メ ンテ ーシヨ ン シ ステ ムの確 立 に ある。 建 築
設 計 の シ ステ ム化 に関連 して,ド クメ ンテ ーシヨ ンの技 術 が情報 交 換 に基本 的 役割 を果 す
で あろ うこ とは 多 くの指 摘 を受 け て い る。 ドク メ ンテ ーシ ヨ ンの一 つ の困難 さ は情報 サ ー
ビ スの多 面 化,広 域 化 の様 に一 般 化 した 需要 に 応 え るこ と と,特 定 の 目的 の た め に使 い易
くす る こ との 両立 で ある。 これは あ らゆ る情 報 需要 に応 え得 る高度 な シ ステム と効 率 良 い
演 算 装 置の 利用 に よ つて 可 能 に なろ う。 ドクメ ンテ ーシ ヨ ン も何 の た め に使 われ るか と言
う目標 を与 える こ とに よ って,本 来 の機 能 で あ る単 な る情報 管理 の域 を脱 して能動 的 な機
※1
能 を 目指す シ ステ ムの再 構 成 が考 えられ なけれ ば な ら ない。
元 来 ドクメ ンテ ー シヨ ンの機 能 は
1情 報 の 集 収
2情 報 の検 索 を考慮 した蓄 積
3引 ぎ出 した,あ る いは発 生 した情 報 の配 布
※2
の三 点 に絞 られ る と言 う。
情 報 は空 間 的及 時 間 的に 伝達 され る。空 間的 と言 うの は或 る地 点 か らあ る地 点 まで情報
を通 信 す る こ とで あ り.時 間的 に 伝達 す る とい う ことは空 間的 に どこか ら どこ まで伝 達 す
る とい う面を 全 く抽 象 して,異 る時 点 に発 生 し,異 る特 性 を持 った複 数 の情 報 を発 生 時 点
以 後 の任 意 の時 点 に お いて,特 性 に よ つ て受け とる こ とで あ る。 ドクメ ンテ ーシヨ ンは 主
※2
として情 報 を時 間的 に 伝達 させ る手段 で あ る と言 え る。 即 ち ドクメ ンテ ーシヨ ンは 時
間 軸上 に情 報 を コ ン トロ ーノレす る シ ステ ムで あ る。
ドクメ ンテ ーシヨ ンに とって大 切 な ことは時 間 軸或 は空 間 軸の 記録 或 は伝達 だ け では な
く.多 数 あ る記録 の中か ら希望 す る内容 を選 択 する プ ロセ スで あ る。
この プロセ スを検 索 と呼ぶ の で あ り.こ れ は或 る シ ステ ムを持 った 概念 空 間 をつ く り,
そ こに位 置づ け られ た一 つ の概 念又 は複 数 概 念 の パタ ー ンを捜 す こ とに 相当 す る。
※ ユ 林 昭 男 氏は これ を 「能動 的 ドク メ ンテ ーシ ヨ ン」 と呼 んだ 。/設 計 計 画 と ドクメ ンテ
シ ヨ ン/建 築 雑 誌/,6405
※2情 報 処理 工/中 村幸 雄/共 立 出版 株 式会 社/'6609,P9
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こ の概 念 空 間 の シ ステ ムの作 り方 に よ つて ドク メ ンテ ー シ ヨ ンが性 格 づ け られ,U・D●
Cの 如 ぎ一 般 化 した ドク メ ンテ ー シヨ ンや.SfBの 如 き建 築 の実 践 に必 要 な プ ア イ リン
グ を 目的 に し た もの な どにわ か れ る。
更 に ドクメ ンテ ーシ ヨ ンの進 ん だ 段階 で は判 断 を含 む仕 事 が な し得 る 様 な シ ステ ム を重
ね る こ とが で きる。 即 ち分 類 空 間 に或 る尺 度 づ け を重 ね.更 に 高 度 な 情報 処 理 を行 う能動
性 の 高 い ドキユ メ ンテ ーシ ヨ ンを つ くる こ とが で ぎ る。 この 様 な尺 度 づ け は検 索 シ ステ ム
の特 殊 な ケ ース と見 る ことは 出来 るが ドクメ ンテ ーシ ヨ ンの4番 目の機 能 と して 「情 報 の
尺 度化 に よる概 念把 握」 を加 え るべ ぎで あろ う。
ドク メ ンテ ーシ ヨ ンに おけ る操 作の 対 象 は次 の 三項 目で あ る。
※11情報 の知 的 内容 の 処 理
2情 報 の媒 体 の処 理
●
3情 報 の記 号 の 処理
情 報 の内容 とはそ の情 報 の持 つ 意 味 の認 識 内容 は概 念 の把 握 で あ る。 情 報 の知 的 内 容 の
処 理 とは あ る記号 に よつ て選択 され た 情報 の意 味 をつ か む場 合 と或 る 情報 を分 類 空 間 に 入
れ るた め に記 号 を対 応 させ る こ との二 つ が あ り.い ず れ も記号 と意 味 の対 応 にっ い て正確
な知 識 を必 要 とす る。 この記号 は意 味 の判 定 を 含 んで いる ので,情 報 の認 識 につ い て 演 算
処理 を機 械 的 に行 うシ ステム を考 え る こ とがで きる。
情 報 の 媒体 とは 情報 を プア イル す る形 式 を指 す。 文 献 な どの 印刷 物,マ イク ロ フィル ム
パ ンチ ーカ ー ド・ 磁気 テ ープな ど,情 報 を収 納 す る種 々な 手段 が 記録 の効 率 を 目的 として
選 ばれ る。
情報 の記号 の処 理 とは情報 の指標 として与 え る代 理 記 号`二茂 現 とそ の分 類 シ ステ ムを言
う。 それ らの 記号 に は文 字・ 数字・ 特 殊 な シ ンボ ル 等が 使 われ るが一 般 には コ ー ドと名づ
け られ てい る。 こ の コ ー ドを与 える シ ステ ムは ドクメ ンテ ーシヨ ンの 原 理 を なす 部分 で あ
り・ 情 報 の 内容 や 記録 の手 段 の変 化 に 巾広 く対 応 で ぎる シ ステ ムで あ る こ とが必 要 で あろ
う。
以上 の三 つ の処 理 方 法が あ る体 系 を なす時 に一つ の ドクメ ンテ ーシ ヨ ンが 具体 的 な もの
として成 立 す る。 しか し・ シ ステ ム化 に とって最 も重要 な部分 は第3の 処 理 で あ り,ド ク
メ ンテ ーシヨ ンの基 本 的 な性格 を決 定 す る。
※1小 林 絆/建 築雑誌/,6405
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2-22分 類 の 方 法
一 般 に 分類 法 としてFacet型 とTree型 が あ る こ とが知 られ て い る。Tree型
分 類 は あ る カテ ゴ リ ーの 集 合 とそ の部 分 集 合 と言 う関 係 で漸 次分 類 の項 目 を細分 化 す る方
法 で,ヒ エ ラノレキ ーを持 つた分 類 構造 と言 うこ とがで きる。
即 ち上 位 概 念,同 位概 念,下 位 概 念 とい った シ ステム内 での 従属 関 係 が あ らか じめ 設定 さ
れ て い る こ とに特 徴 が あ る と言 え る。
これ に対 してFacet型 は異 る カテ ゴ リ ーの 集合 をい くつ か考 え,そ れ らの 共通 概 念
として 情類 の位 置 づ け を試 み よ うとす る もので あ る。 即 ち独 立 な意 味 を持 つた分 類 軸 を設
定 し,そ の意 味 空 間 の中 に対 象概 念 の座 標 を与 え る こ とで あ る。 この 時分 類 軸 は独立 で あ
り,そ れ らのす べ て又 は部 分 を とって 色 々の分 類 空 間 を考 える こ とが で ぎる。 通 常 この分
類 空 間 は2次 元 以上 の任意 の もの を選 ぶ こ とが で き る。Facet型 が多 次元分 類法 と呼
ばれ る故 以 で ある 。
通 常 ドク メ ンテ ーシ ヨ ンの分 類空 間 はFacet型 とTree型 の 組合 せ に よ つて構 成 さ





(図2-5)Treθ 分 類 とFacet分 類
り
※前掲 書 「情報処理 工」及び 「情報処理 からデザ インへ」川崎清他/建 築文化/6906
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この様に情報 を分 類空間に位置づけ るこ・は・情報 の細分化 と情報の境界を与 える こと
の両方を含 んでい る診 、分顯 目働 す概念 ・情報 ・の蘇 ・嚇 報処理 の脚 旨の
う蜘 的内容の処理※・こっいて考察を加えて早ると次の麟 えられる・
.Dの夫砿 立あ分類を劾 す概念によつて過不足を表
あ る情報 或 は 概 念SがA,B.G.
わ さ れ る とす る。 これ はSがA,B,C,D
に よ って 細 分 さ れた こ とに な る。
※
細 分 と言 う記 号 をDσ で 表 わ す と
し二∴1∴∴_概 拶
念 でSは そ れ らの一 部 で な り立 つ とす る と
・,(・)-snい ・耳snG・snDcA
B
s∩A.s,B,snc.・ ・Dは 夫 々A・B・ ・D
⊃の_部 で あ り.A,B,G・Dは 更 に細 分
化 され た サ ブ囎 が必 要 で あ る・Sに 含 まれ 図,一 、
るA,B,C,Dの 一 部 を 夫 々A'・Bノ ・G/
Dと すれ ば
D。(、)一 飢B',G・.D'或 は ・一 遅 ・B/UG'UD'
と表 わ され る。
今Aが 仮 にA、.A2・A3の サ ブ項 目 を持 つて い る として
A'nArAfA'nA2-A2'A'∩A3臨A3'
ガ 目A1'UA2'UA3'即 ち κ はA1・A2・A3の 夫 々の部 分 の 論 理 和 として
劾 され る.こ の様に して概 念 は 更 に細 い概 念 の論理 和 として表 現 す る こ とが可 倉師 あ り
分 類 項 目の細 分 化 が進行 す るの で あ る。
この 様 に或 る プア セ ッ トのサ ブ項 目に よ る細分 化 は プア セ ッ ト内の 尺 度づ け と も考 え られ
るの で,適 度 なサ ブ項 目の 設定 は情 報 の 細分 化 であ る と共 に情 報 の 内容 を示 す 尺 度 づけ で
※ 情報処理/中 村幸雄/共 立出版1945
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あ る とも見 る こと もで きる。
2-22建 築 情報 におけ るSfB分 類 の 問題 点
この 節 で 扱 う問題 は設計 計画 を 目標 に した分 類空 間 の提 案 で あ るが,元 来 設 計 計画 で 扱
う情 報 の範 囲 は極 め て広範 囲 で あ り,そ の意 味 で は建 築情 報 全体 に か 」わ る範 囲 と して も
※1
い さ さ か も異 ら な いで あろ う。 昨今,B,E,論 や 材 料設 計研 究 等 を初 め と して各 種
研 究 の間 に は夫 々 カ テ ゴ リ ーの分 類 や コ ー ド化 問題 がか な りの部分 を 占め る もの が ある。
しか し それ な らば研 究単 位 に よ って クロ ーズ された コ ー ドシ ステ ムで あ り,設 計 にお い て
これ ら諸 資 料や カ テ ゴ リー分 類 を有効 に 利用 す る場 合 に あ らため て コ ー ド変 換 を起 さな け
れ ば なら な い。
一 方学 会 や 建築 セ ンタ ーな どで は共通 の コ ー ドと してU .D.G或 はSfB/U.D.Gを
共通分 類 として採 用 して いる が,こ れ ら も一 般 文 献資料 の整 理 と言 っ た範 囲 に 適用 せ られ
るの み で。 設 計計 画 な どで使 われ る個 々の情 報 に適 用 す るに 充分 だ とは言 え ない。
能動 的 ドキユ メ ンテ ーシヨ ン と情報 処 理 の 自動 化 を 目指 してSfB/U.D.Cの 改 良 とし
※2
てC・B・C及 びGエ/SfBな どが ある。 しか しいつれ も共通 す る ところ は分 類 の
基 本 となる主 項 目はSfB分 類 で あ り,今 一般 ドキユ メ ンテ ーシ ヨンか ら能 動 的情 報処 理
まで一 貫 して適用 で き る コ ー ドシ ステム に耐 え得 るか ど うか の検 討 を進 める必 要 が あろ う。
SfB分 類 は1946～50年 の 間に スウエ ーデ ンにお い て フ アイ リングのた め の一分 類
方 式 として 同国建 築 等 問題 調整 委 員会 の技術 文 書 課 で開発 され た もの で ある。 そ の後A.
」.誌 の研 究部,エ ・B・C・C(theInternationa■Bui■dingC■assificatiOI1
※3
Co皿1ittee)の手 を経 てSfB/UDGシ ステ ムが採用 され た。U.D.Cの カバ ー
す る項 目の広 さにお いて,SfBの 単 純 さ融通 さ及 び建築 実 務 の密 着 性の 両者 の特 徴 を結
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用 され て い るの で 分類 の 性 格 はSfBに よ って基 礎 づ け られ て い る と言 つ て よい。
このSfBの 分 類 につ い て次 の 様 な問 題 点 が考 え られ る。
第1にSfBは 全体 として 論理 的 な コ ーデ ング の原 理 に基 づ い て建築 生 産 の た め の 管理 シ
ステ ムの確 立 を 目的 として い る。 しか し当 初 か ら計 数 型 計算 機 の使 用 を前 提 として 作 られ
て い ない の で そ の論 理 的 な構 造 につ いて 若 干 手 を加 え る必 要 が あ る。
第2は,建 築 要 素,材 料,工 事 な ど実 務 に 密 着 した部 分 は分 類 が ゆ ぎ と どい て,G,B,
G,な どの新 しい シス テ ムを 導入 し て も変 え る必 要 の な い程 度 に完 成 の域 に達 して い る部
分 と 尚改 良途 上 に あ っ て工 夫 が 加 え られ る必 要 の あ る 部分 が あ る。例 えば 「粘土 を原 料 と
す る レンガ 積 の外 壁 」とい う情報 に 対 して はSfB/U.nGも0エ/SfBもG,B,Gも
(21)Fg2で 表 示 され るが 「ハ ウ ジ ン グに関 す る敷 地 調産 」 とい う情 報 に 対 して は
「ハ ウ ジ ング」 につ い て はSfB/UDCで は(98),C工/SfBは81,C.B.G.は
コ ー ドを持 た ず,「 敷 地 調査 」 に対 して はSfB/UDGで はBわ2,Gエ/SfBで は
B2・G・B・Gで はGa4と 夫 々異 つた コ ー ドが 対 応 して い る。
第3は 従 来貫 習的 に 使 われ て い る項 目カ ラ ゴ リ ーと食 い違 いの あ る もの の 調査 を ど うす る
か の検 討 で あ る。 そ の 一つ の問題 は 「 … 工 事 」 と呼 ばれ る工 事別 項 目の 呼 称 に 関 す る
相異 が あ る。 既 に我 国 の 官公 庁 等 の大 組 織 な どに よ って編 集 され て い る 共通 仕 様 書,及 び
一 般 に 使用 され る積 算 項 目な どはSfB分 類 を そ の まL採 用 す るに は色 々問題 が ある。 こ
の 相異 は施 工方 法 に起 因 す る 問題 で あ って 見れ ば今後 一 致 す る と も思 わ れ な い。
SfBは 国 際的 に認 め られ て い る分 類 で は あ り,我 国 で も採 用 さ れつ つ あ るの で な るべ く
尊 重 され る こ とが望 しいが,上 記の 問題 点 を認 識 しつつ 活用 性 の 高 い シ ステ ムヘ ー歩 前 進
せ しめ るこ とが必 要 で ある。
2-3設 計情報の基本 コー ド
31分 類 軸の設定
設計情報 に関す る分類空間構成に関 して基本的 に考慮 した点は次 の通 りである。
1)設 計の作業段階 に入 る情報 の整理 に関する一般化を目的 とす る。
2)設 計を システム化する立場か ら情報の分解や合成 な どの操 作を演算化 し得る コ_
ド化を考慮する。
3)設 計作業の基本的 プロセ スを仮定し・各 プロセ スでの情報の機 能 と意味の レベル
を設定 し,設 計段階におけ る情報処理 の目標 を揃 える。
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4)分 類 形 式 はFacet型 に よる多 次元 分類 で あ るが、 分類 軸 を設計 プロセ ス と対
応 させ意 味分解 や 検 索 を設 計 作業 に便 なら しめ る。
5)分 類 軸 の組合 せに よつて 要素 化 され た情 報 を合 成 して各 種 リス トをつ くる こ とを
容 易 に す る。
6)分 類 に は基本 的 にSfB分 類 を尊 重 し,一 般 の ドキユ メ ンテ ーシヨ ンシ ステムか
ら外 れ な い 様に す る。
分 類 軸 を多 くす れ ば.意 味分 解 な どの操作 に デ リケ ー トな尺 度づ け を可 能 に す るが,一
方 で表 現 を複雑 に す る。 この バ ラ ン スを吟味 しつ つ8つ の基本 的 な プアセ ッ トを与 えた。
これ らの プアセ ツ トは,設 計 の対 象 とな る,建 築 の構成要 素 その もの を指 示す る もの と,
それ を構 成 す る 方法 或 は操 作 シ ステ ムを指示 す る情 報 とに夫 々二分 され て いる。
1構 成 シ ステ ムに関 す る情報
構 成 シ ステ ムに関 す る情報 とは,設 計 の プロ セ スを,仮 説 的 に4段 階 のサ プ シ ステ ム
に分 解 し.情 報 の流れ の 基本 フロ ーを設定 し(図2-2),そ れに も とつ い て4つ の サ
ブ プア セ ツ トを与 える。 こ うして,利 用者 側 か ら要求 され た生 の 情報(Tab■θ0)は
妥 当 性 を検 討 され なが ら,4段 階 の構 成 シ ステ ムに 再構 成 され る。
器 器
ロ ロ ロ ロ
ロ ■ ロ ロ
ロ ロ ロ ロ
ロ ロ ■ 口
Tab■eA行 為 シ ステ ムACTエVエTYSYSTEM
利 用者 及び,利 用 行為 の特 性 を指 示 す る情報
ロ ロ0ロ




i環境 シ ステ ム 瓦NV工ROMENTA丑SYSTEM
利用行為の空 間関 係及 び,利 用環 境 の特 性 を指 示 す
る情法
構法 シ ステ ムBU工LD工NGSYSTEM
空 間及 び環 境特 性 を構造 ・意 匠 ・設備 な ど具 体的 な
手段 に よつて構 成 を指 示 す る情報
生 産 シ ステ ムPRODUGTエONSYSTEM




構成対象に関す る情報 とは,直 接設計対象である愚築空 間或は建築 の部分 を指 す情報
で あ り,対 象の 大 きさ を,建 物 スケ ーノレ,室 スケ ーノレ,各 部要 素,材 料 の4段 階 に分 け
そ れ に も とつ い て4つ のサ ブ フア セ ツ トを与 え る。
器 器 丁・b■・1
口 ■ ロ ロ
ロ ロ ロ ロTaわ ■e五
ロ ロ ■ 口Tab■e皿
ロ ロ ロ ロ
器 器 丁・b・ 皿
敷地 及建物S工TE&BU工LD工 瓦G
建築構成の最終結果で ある建築空間 と建築 を含む敷地
を指示す る情報
室及各部空間ROOM&DEPARTMENT
空 間 としての構成単位 である室及び部分空間を指示す
る情報
要素ELEMENT




3コ ーデ ング の原則
各 プアセ ツ トの 基本 コ ー ドに 用 い る記 号 は数字 及 びア ル フアベ ツ トで あ る。 コ ー ド記
号 につ いて は,概 ね 次 の性質 があ る。
3-1数 字方 式 数 字 で表 わ す場 合 基 本的 に10進 法 で あ り,数 字 に 次 の 特性 を与 え
る。
0:或 る プアセ ツ トの 共通 な情 報 或 は基 本 的 な内 容 を指 示 す る情報 の コ ー ド
1～8:個 別化 され た情 報 の コ ー ド
g:1～8ま で の綜 合 的 な内容 を指 示 す る情報
〔構 成 対 象 〕
一《慧叢 べ1〈榔
一34一
3-2ア ル フア ベ ツ ト方 式
a・b・C:或 る プアセ ツ トの一 般 又 は 共通 を指 示 す る情 報 の コ ー ド
α～x:個 別化 され た情 報 の コ ー ド
q:a～xま で の トータノレを示 す情 報 の コ ー ド
x:q～ ア まで の トータ ノレを示 す情 報 の コ ー ド
一35一







00利 用現況 及 法規
10利 用 者
20交 通 利 用・動 線
30目 的利 用
40共 通 利 用
50管 理サ。ビス利用
60特 殊 利 用(避難等)
70将 来 利 用
80そ の 他
90利 用企画 及 予算腰
00敷 地 形 状・自然環 境
10寸 法 空 間
20力 学 環 境
30空 気環 境
40熱 環 境
50光 ・照 明環 境
60音 ・振 動環 境
70衛 生 処 理 環 境
80火 災 その他























基盤 及 地 下 構 法
主 体 構 法
補助 及 各部構法
仕 上
電 気 弱 電
給 排 水 衛 生,ガ ス
暖 冷 房 空 調
家具 及 器具 その他
各 部 コス ト
〔 構 成 対 象 〕
00外 部空間及び敷地
10土 木 及 農 業 建 築
20運 輸 及 交通 建 築
30行 政 及 商 業 建 築
40健 康 及 福 祉 建 築
50休 養 娯 楽 建 築
60宗 教 建 築
70教 育 文 化 建 築
80住 居 建 築
90建 築 一 般
00敷 地 内 施 設
10交 通空 間
20一 般 室 空 間
30厨 房
40入 浴 及 排泄空間
50ユ ー テ リテー
60格 納 空 間
70機 械 室
80そ の他補助空間
90部 位 別 空 間
00敷 地 要 素
10柱 及 垂面軸部
20梁 及 水平軸部
30外 壁 及 外部カー テンウォル




80開 口 部 ・建具
























































A一 般 管 理
B建 築 工事 一 般
C仮 設 工 事
D土 工 事
E基 礎及地業工事
F鉄 筋 コンクリー ト工事
G族 骨 工 事
Hコ ンクリー トgブロック,レンガ工事
1防 水 防湿工事
J屋 根 工 事
K石 ・タ イル 工事
工 木 工 事
M金 属 工 事
N左 官 工 事
0建 具 工 事
P硝 石 工 事
Q塗 装 工 事
R内 装 工 事
S雑 工 事
丁 機 械 設 備 工事
u電 気 工 事
V給 排加 衛生 工事
W暖 冷 房 工 事
X特 殊 工 事
Y間 接 工 事





















































































2-4条 件設定 のための要 求分解 と情報選択
2-41要 求の主題分析
要求 条件 として集め られた情報は主 として言語に よる ものである。既に第1節 に よつて
述べ られた様にそれ らの情報 は,構 成の対象 の どの部分 を指 し・ どう言 う問題の内容 をも
つて居 り,設 計の どの段階で検 討さるべ ぎ内容かが明 らかに され なければ ならない。 こう
して要求の もつ 目的の解 明,目 的 を満す手段 の発見が設計 プロセ スその ものである ζ言 え
る.そ れらの要求情撫 は,誤 れる内容や相互に矛盾す る内容 な どを指示 して いる場合 も
あ り,こ れ らは設計 を通 じて是正 もされ、正 しい具体化へ と導かれ るので あるが・そのだ'
めには先づ個 々の情報 の示す内容や意 図を認 識する必要が ある。 この情 報の持つ主題 を捕 ・
える方法 を情報 処理の分野では,主 題分析 と呼んでいる。
回 ⊥L[概 念]対応検討
(図2-7)主 題分 析 の手 順
匝
記 号
主題分 析 の プ リ ミテ ブな方 法 として5WエH式 と呼 ば れWho(だ れ が)一 主 体.What
(な に を)一 客体,When(い つ)一 時 間 ・Wherθ(ど こで)一 場 所Whγ(な ぜ)
一理 由.目 的 、H。w(い 加 こ)一 手 段方 法 な どの6項 肛 分 解 レ 主 題 を撤 よ ち どす,,
る ものや,中 井 浩 の提 案 す る対 象(0)一 何 に対 して ・ 作 用(a)一 どん な作 用 を・ 方 法'
(皿)一 どん な手 段 で,状 況(c・)一 どん な 条件 ・ 状 況 の もとで レ 生 成物(P)一 どん な
※
結 果 を の5項 目に よって認 識 し よ うとす る もの な どが あ る。
設 計 の情報 を8つ の基本Facθtに 分 解 す る方法 は ある意 味 で言 えば・ そ れ だ け で情
報 の 主題 分 析 を果 して い る と言 える。今 空間 構 成 を 中心 に して,設 計 条件 を 整 理分 析 す る
方 法を,主 題分 析 の方法 に な らって 昨年 研 究 室でTREGSと 名づ け る要 求 条件 処理 の
?
?
※ 「情報処理 工」/中 村幸雄/情 報科学講座/共 立出版168
一38一
※た め のサ ブ シ ス テムを 開発 した
。
TREGSは 要求 条 件 の整 理 を カ ー ド化 し,設 計 の プ ロセ スに於 て,作 業 の 段階 も設計 の 対
象 に応 じて必 要 な条件 を 自由に と り出 す た めの シ ステ ムで あ り,一 要 求項 目に よ り一 カ ー
ドが対応 し・ 基 本 コ ー ドに従 ってbinarycOdeが 与 えられ て い る。 その後 の様対 に よ
つて 若 干修 正 され た。
1)要 求 条件 の背 景
要 求 条件 は,情 報 の出所 に よ つて判 断 の ウエ イ トづ け や,情 報 の信 頼性 な どをチ エ
ックす る上 で.要 求 の内容 とか かわ りないが 記録 をす る必要 が ある。又,そ の情報 が
動 か し得 ない もの か どうか の判 定 を必 要 とす る場 合 が生 じるの で,内 容 に よ つて強 さ
の区 分 を与 えてお く。






陵文 献 ・図書 か らの 設計 資料 生 産 的条 件(制 限 的 ・拘 束 的条 件)一
実 験 ・観 案 。調 査 に よ る デ ー タ 既 存 条件(絶 対 的条 件)一 曜
一 情報 の 出所 か ら区 分 した場 合 一情報 の意 味か ら区 分 した場 合
(図2-8)要 求 条件 の 背 景 に よ る区分 (0)




2)要 求 の 主題 分 解
基 本 コ ー ドに よ つて与 え られた.構 成 シ ステム及 構成 対 象 の8っ の プアセ ツ トは,
要 求 の 情 報 に 対 して,夫 々次 の判 断 概 念 を与 える もので あ る。
1〔 具 体 化 の水 準 〕 → 〔構 成 シ ステ ム 〕
要 求 情報 の指 示 す る内 容 は,用 途 や 目的 な どの行 動 特 性 を 示 す ものか ら,直 接仕 上
材料 な どに対 す る嗜 好 を示 す もの ま で色 々 な 水準 を含 ん で い る。
そ こで.要 求 が 指示 して い る具体 化 の 水準 は どの レベ ルの ものか,そ して そ の要 求 が
検 討 され るの は どの 段 階 で な され るべ きか をマ ークす るた め に具 体 化 の 水準 を示 す判
断 を,構 成 シ ステ ムの基 本 項 目に 対応 させ る。
2〔 対 象 の大 き さ 〕 → 〔構 成 対 象 〕
要 求 情報 が対 象 の どの 部分 を指 して い るか と言 うこ とと同時 に,問 題 の解 決 を どの
計 画 範 囲 で 考 え るか とい う問題 の大 ぎさ を検 討 す る必 要 が あ る。
構成 対 象 の4つ の フア セ ツ トに対応 させ るが,例 え ば配 置 に 関 す る問 題 な どは9敷 地
十建物(エ)及 び 室空 間(1[)の 二 つ の プア セ ツ トに 同時 に範 囲 が及 んで い る。
この 様 な場 合 は 当 然だ ぶ って マ ークされ る。
3サ プ コ ー ドの 対応
要 求 の主 題分 析 を行 うに 当 って は,一 つの 要 求 に対 して必 要 で あれ ば サ ブ コ ー ドの
全 て につ い て・ 一つ 一 つ 判定 を すれ ぱ よい。 情 報 の分類 コ ー ドはそ の ま 」で,意 味分
析 の コ ー ドを与 え る。 しか し.特 定 の対 象につ い て は必要 な もの を更 に細 く取 り出 し
て,各 種 一覧 表 をつ くる必 要 が あ る。
基 本 コ ー ドの サブシステムと して.当 該 対 象 にの み適 用 す る コ ー ドナ ムバ ーを別 に
TRECSと して与 える。TREGSは 一般 分 類 か ら,条 件 の ため の 諸 々の リス トをつ
くる コ ー ドで あ り・ 基 本 コ ー ドが 一 次処 理 で あ る とす れ ば,情 報 の 二 次 処 理 で あ り
必要 に応 じて発 生 さす 。 ・
〔目的機 能 〕T100:人 ・車 ・ 物 等・ 建物 施設 を 占有,利 用,移 動 す る もの
T200:用途 ・ 目的・ 行 わ れ る行 為 の内 容 を指 示 して い る もの
〔空 間機 能 〕T300:所 要 空間 名,空 間 の 規模,形 状 を指示 して い る もの
T400:所要 環境 の状 態、 現 象 な どを指 示 して い る もの
〔施 設機能 〕T500:構 造 で 解決 す る内容 の もの
一40一
T600:意 匠 で解 決 す る 内容 の もの
T700:設備 で解 決 す る内容 の もの
〔実 施 の条 件 〕T800:工 事 範 囲・ 工 期1支 払 条件 等 の生産 条 件 を のべた もの
TgOO二工 事 に関 す る特殊 な指 定 の ある もの
TRECSと 基 本 コ ー ドとの関係 は次 の通 りで ある。 尚次 の(図2-9)は 基本 コ ー ドと
TRECSの 対応 を示 す 。




























2-42カ ー ド化 の手 続





































































ノ万 国 博 美術 館 の設 計(1967年11日 ～1968年7月)に 際 して,関 係 方 面及 び 参考
資料 よ り集 め られ た445項 の一 項 目毎 に 基 本分 類 に よる コ ー ド付 け を付 し,各 作 業
段階 に おけ る作業 分 担・ 作業 目的 に応 じて要 求 情 報 を 円滑 に流 す為 の検 索 カ ードをつ く り
実 に空 間構 成 の基 本 問題 検 討 の ため に.利 用者,利 用行 為,所 要 空 間 にっ い てTREGS
NO・ に よ るサ プ コ ー ドを与 え.空 間 の別用 機 能 の分 析 に資 す る と共 に,利 用 の チエ ツク
に用 い て・ 要 求 と設 計 の くい違 いの 調整 を充分 に した。(図2-11)は カ ー ド化 の一 例
を示 し(図2-12)に お いてTREGSNO・ と抽 出 され た項 目を示 し,要 求 の 全文 は章 末
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01( 1 ) 万博美 術館与件
02( 2 ) 建築学大系
03( 3 ) 建築設計資料集成
ToOO 情報の入手線路
05( 5 ) 要求
06( 6 ) 設計 資料. デ ー タ
1
TOlO 要 求 の 強 さ
11( 7 ) 希望 的拡大的
12( 8 ) 制限的拘束的
13( 9 ) 絶対的
1
T100 利用者
110(13) 〈外来 者全 員 〉
111(14) 一 般 観賞 者
112(15) 団体観賞 者
113(16 .) オ ー デ イ.集 会 参 加 者
114(17) 時聞外来訪者
115(18) 事務来 館者
116(19) 搬入 者(搬 入 自動 者)
117・(20) サ ー ビ ス用 来 館 者
129(24) そ の 他
130(25) 〈館 内者 全 員 〉
131(26) 研 究者 ・学 芸 員
132(27) 技 師 ・職 人
133(28) 館 長 ・管理 職
134(29) 事務職員












(図2-12)美 術 館要 求 整 理 のた め の分 類 コー ド
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T200 利 用行 為(用 途)

















234(70) 収 集 ・貸 出




241(89) 搬 入 ・搬 出
242(80) 館内運搬
2壬3(81) 荷 解 ・梱 包
244(82) 収蔵






























311(110) ア プ ロ ー チ 部 分






322(117) 一 般 出 入 口
323(118) サ ー ビ ス 出 入 口
324(119) テ ラ ス









342(135) 搬 入 口 ・荷 解 室
343(136) 消毒室














359(150) そ の 他
360(151) 〈 ホ ー ル サ ー ビ ス部 門 全 体 〉
361(152) ホ ー ノレ ロ ビ ー
362(153) ク ロ ー ク ・案 内 所 ・売 店
363(15の 休 憩 室 ・ラ ウ ン ジ
364(155) 喫 茶 室 ・ レ ス ト ラ ン
369(156) そ の他
370(157) 〈 集 会 ・オ ー デ ィ 部 門 全 体 〉
371(158) オ ー デ イ ト リ ア ム
372(159) 集会室
373(160) 講義室
374(161) ス タ ジ オ ・ ア ト リ エ
379(162) そ の他
380(163) 〈事 務 ・管理 部門 全体 〉





386(169) 電 話 交換 室 ・放送 室
387(170) 印刷 室
388(171) 浴 室 ・シ ャ ワ ー 室 ・更 衣 室
389(174) そ の他
390(175) 〈設 備機 械室 全体 〉
391(176) 機械室




※ コ ー ドNo.の う ち()は カ ー ド セ レ ク タ ー 専 用 の カ ー ド の コ ー ドNo・ と す るo
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設計の情報 がこの様な操作 を受けて,そ の指示内容を明 らかに した時,既 に一般の ドキ
ユ メン トか ら,空 間化の対 象 となるべ'き意味の把握 がこれに よつて なされた と見 ることが
出来 る。言 うなれば,空 間化された,或 は施設化 された情報に変化 された と言 える。 この
様な プロセ スを通 じて,要 求の内容の曖昧 さが払拭 された り,不 充分 な内容が補 充された
り.相 互 矛盾の修正 に関する検討 の機会が得 られる。
この様 な前処理 を受けた情報を単 なる要求条件か ら,設 計条件 と呼ぶべ ぎものに変換さ
れた と考 えて良い。
今TREGSが 要求に対 して,様 々な レベルの判断を与 えて いるので作業の 目標や レベル
に従 って,様 々に動かす ことが可能で一つ の要求が 視点を変 えて,色 々な角度か ら検討さ
れ るこ とに なる。 こ うして要求分解の方法は作業 におけ る全体 問題.部 分 問題に関連 して
作業 の流 れに応 じた情報の分 配を システム化 した ものと言える。
2-43情 報 テ ーブルの 作 成
設 計 情 報 の基 本 分類 は,更 に細 分 割 さ れ た サ ブ項 目を整 理 す る こ とに よ って.ド キユ メ
ンテ ーシ ヨ ンの分 類 を完成 させ る こ とは で きる。 この基 本 分類 はSfP分 類 の組 替 を基本
に して い るので,サ ブ項 目を展 開 させ る こ とは比 較 的容 易 で あ る。 しか し、 この研 究 の 目
的 は そ う言 った ドキユ メ ンテ ー シヨ ンの 完 成 を 目標 と して い るの で は な く.設 計 の 条件 設
定 や要 求 分 析 な どの情報 処理 の有 効 な方 法 を提案 す る こ とで あ る。 そ の一 つ はFacet
の分 類 軸 を選 ん で,従 横 に並 べ、 クロ スレ フア レ ンズ シ ステ ムに よる 分 類表 や リ ス ト類
を作成 す る こ とが 出来 る。 そ の1～2例 を 示す 。
(図2-13)は.構 成 対 象 と構 成 シ ステ ムの基本 プア セ ッ トに ょって,設 計条 件 の分 類 及
び設 計 の ジ ヨブ リス トの基 本 的 な分 類 表 を 作成 した もので あ り,設 計 全体 の範 囲 を カバ ー
す る情報 を 吸収す る もので ある。基 本 コ ー ドがTREesナ ムバ ーの 対応 を示 し なが ら表
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敷地設備 建物設備 室内設備 各部付帯設備 設備材
㈲ β)◎(勾T
800工亭共通 敷地工亭共通 建物工事共通 内部工亭共通 各部工亭共通 材料共通
・生産 駄調 潔 耳 敷地各種工事 建物各種工亭 内部各種工亭 各部加工組立 材料製作
〔図2-13)設 計 条件 の チ エ ツ ク項 目
(図2-14)は 構 法 シ ステ ム と部 位 別 要素 を組 合 せ エ レメ ン ト分類 の基本 リス トを与 え る も
の で あ る。 この 様 に して,部 分 と仕 様 との 対応 づ け が可 能 に な れば,設 計 図の 記号 化,積 算














































































































床纏綬 〔皿5〕◎ 〕地下床版 〔恥 〕〔P2〕床,屋 根 〔皿5〕〔陶床 下地 〔皿5〕〔%〕床 仕 上 〔皿5〕鴎 〕防災警報
〔恥〕〔驚〕






























コス ト集計 〔Cg1〕 〔Cg2〕 〔Cg3〕 〔C蝕 〕 匹95〕 〔Cg6〕 〔Clg7〕 〔Cg8〕
敷地 コス トCgO,建物 コス トCgg,コ ス トトータルCg_
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可能 で ある.既 に この 様 な ラ ブ ・ 一チ は.C.B.・ やGエ/・FB等 の例 も あ 譜 実 践 面 に
おけ る有効 な利用が実証されている。 その他・作業 目的に よつて い くつかの組合せ の作成・
が可能で ある。
この 様に ・ 基本 コ ー ドを定 め る こ とに よ り・ 様 々 な問題 の シ ステ ムの た て 方 が可 申 に な り
設計の全体構成か ら,部 分 問題 に至 る情報 の処理 レベルに応 じた情報 テ ーブルの作成が可
能であ る。
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もつ ともアクセスしやすい階 ・主階に展示 室を設ける
ホールロビ→に観客関係のサー ビス機能を集中させる
展示室の入口と出口は分離 して2っ の戸口を設け る
1400人/h処 理のためには2台 の エレベーターが要 る
1800人/h処 理のためには1ヶ 所のもぎりが要 る
1200人/h処 理のためには3ケ ゐチケツ トブースが要る
1ヶ所につき80CM巾 の エスカレーター1台 が要 る














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































絵画(油 彩)の 基準照度は300～5001× 昼光率は2.O～3.3%




































































































































































































写本 ・半皮紙 ・版画 ・印画,水彩画等の 〃45～63%で ある
装飾陶器,カーペツ ト,衣類,綴織,象 げ,フイ〃ムの 〃50～63%で ある
寄木細工漆器などの材料の"55～63%で ある














空調を必要とする室は展示室 ・収蔵室 ・事務 ・研究関係諸室 ・ホーノレ・ロビーなど
空調は各室の所要室内条件 ・負荷変動 ・運転時間などを考慮して系統分けすることが望ましい
換気を必要 とする室は機械室 ・厨房 ・給油室 ・洗面所 ・便所など
換気は特に給気装置をっけないで ドアのアンダーカツトやグリルにより排気のみ行つてもよい
機械室の換気は騒音の問題があるから給排気装置を設けるのが望ましい
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これまでの考察は,設 計に関する極めて一般的 な整理分類の方法で ある。言 はば・情報
の内容 の意味 を位置づ けるこ とと,体 系的な共通 コー ドを与 えることによ り,各種 異る作
業毅 階におけ る記号の統合化 によ り,作 業間の コ ミユニケ ーシヨンの合理化 と,情 報の合
成分解等の処理操作の機械化 を有利 にする基本的 な操作であ る。 しか し,或 る特定 な対象
は,そ の対象 が含む情報 の重さや情報間の結合関係 に特殊性を もって居 り,そ の解 析の方
法 を持 たない と,設 計問題の システム化を一歩進め ることは困難 になろ う・
従来,計 画 の分野 では,或 る計画の 目標 に対 して最適値 を推定する方法 として,い くつ
か の方法が確 立 され。規模算定 を初め として計画数値の定量化が著 し く進渉 してい る。設
計 の問題 としては,い くつかの計画の複合におけ る相互関係が問題で あ り,設 計理論化 の
問題が計画の一分野 の問題か ら固有 の分野 を形成 しつつ あるの も、 ここにその理 由が見出
せ る。一般的 に言 えば,色 々 レベルの異 つた情報 を操作 して空間化のための判断 パタ ーン
を形成す る問題 につ きるで あろ う。 この解析方法 について理論的考察 で進めるのが,第3
章の主たる目的である。
即,設 計に必要な情報のある単位 を設 計因子 と名づけ るならば,設 計因子の相互関連把握
の問題が主題である。既 に第2章 で考察 した様に,設 計因子 は人間側 の要 因や,構 成素材
としての部材的な性質 な ど,様 々な レベルが よ り設計因子のかかわ る範 囲は極 めて広い。
これ らの情報 を次第に特定な空間に組上げ るために判断 パタ ーンを形成 する手続 きに は次
の様な処理操 作のタ イプに分 けられる。
1)設 計因子の相互関係を比較 し,情 報相互の識別、序列化 な ど,設 計因子 の位置づけ
を行 う操作。
2)設 計因子の意味内容 を把握 し,共 通性を抽出しグル ープ化のための 共通尺度 を求め
る操 作。
3)設 計因子間の結合 関係の強 さを尺 度化 し,因 子 グル ープの階級構成 を把握 し,問 題
解決の手順 を求める操 作。
以上が本章 で扱 う解 析の範囲であ り.第4章 の情報を空間化 し,空 間の配列関係 な ど,
具体的 な設計問題に至 る基礎的 な段階 を扱 うもので ある。
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3一 正2尺 度の種類
多様な レベルの意味を もった設計因子相互の関係 を出来るか ぎ り数量化 し,判 断基準の
共通化,客 観化を確立する方法が必要 である。数 量化の対象は,規 模や材料 の性質 な ど,
物理量 として量的表現の可能な もののみ でな く、要求相互の関連や選択の評 価な ど,意 味
や質に関する数量化の必要性がある。 従つて,評 価に必要な尺度は物理量 の如 く,測 定単
位の存在 するもののみでな く,言 うなれば心理測定 などの場合に採用 される広義の尺度化
を意味する もので ある。
(図3-1) 心 理 測 定 に お け る 尺 度 の 分 類

















































Stee▽ θnsやGOOInbs等 の 定義 づ けた 尺 度 の考 え方 は こ うした 問題 に有 効 な もの
と言 え る。 尺 度 の問題 につ い て,心 理 学 の分 野 で 義論 の 多 い ところ で あ るが・ その遂 一 は専
問 書 に譲 る と して,こ こで は,最 も一般 に認 め られ て い るSteeven8の 尺 度 につ い て
簡 単 に説 明 してお くに と どめ る。,
1)名 義尺 度no皿ina■sca■e
名義 尺 度 は,/(濯)が1対1の 対 応 を意 味 す る とき・ ガ 目/(Z)で 示 され る もの で
※ 心理測定法./吉 田正昭/日 本能率協会/P60～61
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あ つて,数 は まつ た く名 目的 に使 用 され る にす ぎな い。 す な わち 群 や カ テ ゴ リ ーの命
名 に用 い られ る場 合 が これ で あ る。 異 つた群 に 同 一 の数 を 与 え な い こ とで あ り・ 同一
性 に 関す る識 別 に数 を 対応 さす用 法 で ある。
か か る意 味 の 数 の 使用 は,分 類 を行 うこ とで あ り.分 類 に対 して コ ー ドづ け を行 うな
どは この尺 度 に属 す る問題 で あ る。 名義 尺度 を測 定 の 尺 度 に入 れ る こ とを認 め ない 人
※
々 もあ るが,認 め るか ど うか は別 に して,分 類 その ものが 重 要 な位 置 を 占め る分 野 で
は,分 類 を 測 定 か ら除 外 す る こ とは好 し くな い。
2)序 数 尺 度,Ordina■sca■ θ
序 数 尺 度 は,!'(■)が 単 調 増大 函 数 を表 わ す とき.π1ヨ ノ(濯)で 示 され る。
この尺 度に お いて は,数 は順 位 の 指定 の みに 用 い られ る。判 断 の対 象 として は,た だ
順 位 のみ の 決 定が 行 わ れ る こ とが 少 くない ので,こ の種 の 尺 度 は広範 な 適 用範 囲 を も
つて い る。 この 尺 度 にお い て は,情 報 や カ テ ゴ リーの評 価 づ け.グ レ ー ドづ け な どを
行 うに必 要 な尺 度で あ るが,大 小 関 係 の順 位 の み で,そ の 割合 等 の指 定 は含 まな い。
名義 尺 度 に 比べ て さ らに 多 くの統 計的 操 作 を加 え る こ とが可 能 で あ る。
3)間 隔 尺 度inte「va■sca■e
間隔 尺度 は,κ1目 αz十6で 示 さ れ る もの で あ り,一 定 の単 位 を もっ て表 わ され る。
た だ し,こ の 数値 の原 点 は任 意 に定 義 され て お り,そ こに 絶対 的 な原 点 の指 定 が な い
の で,対 象 間 の距 離 を指 定 す る のみ で あ り,距 離 の 比率 を 求 め る こ とは 出来 ない。
4)比 例 尺 度natiosca■e
比例 尺 度 は π1ヨ α 疋で 示 され る もの で あ り,原 点 が 指定 さ れ て い る。 数学 的操 作 を
行 う上 で は最 も便 利 で あ るが.意 味 や 心理 的 な 問題 を含 む 判 断 に は 比例 尺 度 を簡単 に
対 応 さす に は色 々問題 が 生 じる。 この 尺 度 の適 用 に 当 つて は 充分 に そ の対応 の 信頼 関
係 が 検 討 され る 必要 が あろ う。
3-2設 計因子 の相関と因子相互 の序列化
3-21相 関表 につい て




情報 の単 位,こ の場 合 設計因 子 と呼 んで もい いが,そ れ を 縦,横 に 配列 して マ トリツク ス
を つ く り.従 横 の因 子 の クロ スした ところ を遂 次拾 い上げ て,相 互 の関 係 を チ エ ツ クす る
※方法
で ある。この方 法 はJ・C・Jonesに よっ て発表 され て以 来,因 子 間の 相互 関 係
の把 握 と共に,因 子 間 の相 互 に発 生 す る問題 の 摘 出や チ エ ツク リ ス トな ど。一 般 に は ク ロ





上 の 図 は,因 子 相
互の 関 係の 有無 の
みに 関 し て印 をつ
けた もの で あ る。
この図 に よ り,同
時 に関 係す る関連
因子 に よつ て グル
ピングが 可能 で あ
り・ 一つ の問題 に
い くつ の 因子 が検
討 され る必 要 が あ
るか が わか る。
第2の 図 は横列 の
方 が 従 列 に対 して
優先 す る もの につ
いて 印 をつ けた 場
合 で あ る。 プア ク
タ ーの重 要 さの序
列 を決 め るた めに
■
Factors 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ● ■o
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利 用でぎる。 上の表では,問 題解決には何が関連す るか とい うことがわかるが,ど の問題
か ら解決 を計るか が瞬昧で ある。下 の表 はその点 を解 決するために優先す る印の多い もの
の順 に進 めぱ手房 りが少い ことを指摘で ぎる。 この相関表 による方法 は,従 来の設計の分
析的 内容 と創 造的綜合化 の思考 を内面的な直感力 に頼 る方法か ら,分 析 プロセ スを混乱 さ
せ ないで,論 理 と構想 を明確に分け なが ら思考 を進 める方法 を導 いた ことで・重要 な提案
であ つた と言 える。
しか し,こ の方 法を この ままに とどめてお いた場合,こ の利用 の範囲に次の様な限界があ
る。 第1は 因子 の数があま り多 くなく,相 関表 の読み取 りが直感的に可能 なこ と・第2
は因子相互の関係或 は優劣等の判断 識別 が極めて明瞭 な場合 に限 られ ることである。
Jonosは 相関表か ら,プ アクタ ーの
相互関係をマ トリックスか らネ ッ トワ ー 舞・
クにお ぎかえる方法を提案 しているが,
これは因子の数が少い場合 にのみ可能で
あ り,因子の多い場合には特殊 な解 析を ㌦ ・
必要 とする。
因子相互の判断識別の問題 につ いては.
もし弱 い関係,強 い関係.或 は優先の選
択 に不確定 な場合 が生 じる場合等 を考え
ると.こ の点に関す る考察 を進める必要
が ある。先づ この判断識別 に段階が ある
場合 につ いての検討を次節で扱 う。(図3_4)
3-22因 子 間の 相 関
相関 表 を作 り,因 子相 左 の 関係 の有 無
をチ エ ッ クす る こ とは結 局 は多 数因 子 の
同時 判 断 が 困難 で あるか ら,こ の因 子 の
うち,2因 子 を選 び.2因 子 の み につ いて
の判 断 を遂 一行 い,し か るの ち に全 体 判
断 に導 く とい う立 場 に よ つて い る。
(図3-5)
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従 つて 二 因子 間 の判 断 に は・ 他 の因 子 の 影響 を受 け ない と見 るか,あ つて も捨 象 す る とい
う判 断 の独立 性 が 基 本的 な仮 定 とな つて い る・ 即ち ・ケの 因子 の うち・
。・,の 組 合 せ の
因子 対(1・J)を つ く り・ そ こに 何等 か の評 点 を入 れ る こ とで あ り,評 点 を入 れ る こ と
が 可 能 で あれ ば そ こか ら全 体判 断 を形 成 す る パタ ーンを導 くこ とが 出来 るで あろ う。
Tonebの 場合 は評 点 の配 し方 の最 も簡単 な場合 で,1及 び0の 二 種 類 の いつ れ かに決 め
る こ とで あ る。
今・ エ・丁・の関 係 が 成 立 す る確 率 をP(エ,」)と す れ ば
P(エ ・ 丁)ヨoor1で あ り,P(エ,丁)は 必 ず成立 す るか,し ないか の いつ れか で
あ り・ そ の 中間 の評 点 は入 らない ・今 咽 子 の とる変 数 をZ・ ・咽 初 とる変 数 勧 ノ と
す る とぎ・ エ・Jに 対 して(z`・zノ)の 変 数 の対 が 出来 る
1)Z`もZノ も共に 成立 しな いZ∫=0.Zノ 昌0
2》Z`が 成立 しな くて も κノは単 独 で成 立す る こ とが あ るZ`=0,κ ノ鴇1
3)濯 ノが 成立 し な くて も 福 は単 独 で 成立 す る こ とが あるZ`ヨ1・Zノ 目0
4)Z`も ■ノも共に成 立 す る とす る η ヨ1・ κノヨ1
或 る集合Dに お い て,そ こに含 まれ る任 意 の変 数(濯`.躍 ノ)を とった時.他 の変 数 と
独立 に確 率 が定 義 され て居 り・P(π`)・P(■ ノ)及 びP(2`・ ■ノ)の 確率 が 与
え られ る とす る。 この場 合・P(竃`)'P(潔 ノ)≒P(竃`・zノ)で あ る。
今,あ る要 求項 目或 は チエ ツク リ ス ト等 に 対 して,設'計 因 子1,」 が 成立 す る とき夫 々の
変 数が1,し ない時 に 夫 々0を と る とす る と前記 の4段 階 の成 立 の 仕 方 が あ り,夫 々の生
起 す る確 率が 次 の 様に な され る とす る。






P(η 旨1・ 濯ノ ヨ0)冒P(1・0)
P(■`ヨ1・ 濯ノ 昌1)目P(1・1)
こ うして 鴛 及び 濯1が あ る問 題 に対 して 同時 に 生起 す るか ど うか を関 係 の 目安 と した と
ぎ.κ`と 濯ノの間 に 相関 係 数 が定 義 で ぎれ ば,関 係 の仕 方 に 数値 づ け が 可能 に な り,判
断 の尺 度 化 を導 くこ とに な る。
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今 ・ 鴛 ・ 濯ノ が1・0の 値 を と る と ぎ・ 次 の期 待 値 か らPearsOnの 積率 相 関係 数 を
導 くと次 の 康に な る。
_∴1:ll二蔚 ∴1))∴(∴)}.㈲
分散 については





・ノ2-・{(・ ノ ー 甥ノ)2}一 .2(・ ノ ー ノ)2P(・ ノ)-Pノ(・)・ ・Pノ(・)
ノ旨10
共分 散
σ1ノ訓 α ・　 ρ(π ノー ∫)}づ タ α ・　 ρ(ケ 例ノ)Pα ・,・ノ)
Pノ(0)
　　





一 般 にP(濯 ・)ヨラPα ・吟)で あ るか ら
Pノ(0)旨P(1・0)十P(0・0),P/Cl)昌P(1,1)十P(0 ,1)
を入 れ て 整 理 す る と
σ`ノ ーP(0・0)P(1.1)-P「(0.ヱ)P(1 ,0)





以上 は任意に選ばれた一対の因子間の判断の相関を求める一つ の方法である。 この康に因
子相互の間に何等か の方法によ り.相関関係を示す値 を入れることが可能 で あれば,種 々
な解析の方法を導 くことが出来 る。 この解析の方法は後節 に譲るので ここでは述 べない。
因 子・L2・3… … エ…J・9・N・の うち 一 対 の因 子(1、 」)の 関 係を尺 度 化す る方 法
を整理 す る と次 の 様に な る。
1)因 子 を ラ ンダ ムに順 序 をつ く り.そ れ を従横 に並 べ て相 関表 を つ くる。
クロ スレ フア レン スに よ り一 対 の 因 子(エ,」)の 関 係 の有 無,強 さ な どに評 点Zjノ
を与 え、 それ をそ の まL
(工,丁)の 関 係 の判 断
値 とす る。Jonθsの
相関 マ トリツク スは 濯∫ノ
に1,0の いずれ か の評
点 を与 える こ とで ある。
2)上 の1)に 与 える κ島
の評 点 につ い て,多 数 の
人 々に 回答 を求 め,成 立(図6-6)
す る評 点 の分 布 に よって判 断 値 を求 め る。(確 率,期 待 値,分 散 な ど)
3)(エ,了)の 対 の因 子,若 し くはNこ のす べ ての 因子 に対 して,共 通 の判 断 カ テ ゴ
リ ーSκ(κ 圃1。2…ln)を 媒 介に して評 点 濯昂 を与 え(■ 昂 ・,濯 ノゐ)の 対
につ いて解 析処 理 を施 し,判 断 値 を構 成 す る。
例 え ば(エ,」)の 因 子 間の 開 係が 生起 す る確 率 、 相 関係 数等 が導 か れ る。
4)2)と 同 康に3)に 与 え る κ昂 の評 点 を.多 数 の 人 々に 回答 を求 め(エ,」)の














































最初の素点 に与 え る評点は,1.0或 は多 少段階づけ された もの等 あるが.あ ま り細い
段階づけ を直観的に与 えるのは好 しくない。以上の方法は,夫 々対象に よ り.妥 当なヶ 一
スが異 り,必ず し も精 細な ものが有効 な方法で ある とは限 らない。例 えば好 しい配色の問
題 等心理的判断につ いては,多 数判 断によって好 しい結果 を導 くこ とが有効 な場合 と.論
理的.技 術 的に確実 な判断が下せるケ ースにつ いてまわ りくどい手続 ぎを必要 としな い場
合 な どが ある。
以上 の問題は次節の序列化に関する判断 について も同 様で ある。
3-23因 子 の序 列化
ある集 合 か ら任意 の因 子 の一 対(エ,丁)を 取 り出 した と き,そ こに何 等 か の優 先順 位
を与 える判 断が働 くこ とが あ る。表3-3に 示 した 丁Onesの 方 法 は こ の 厳 な因 子 間の
序 列 を指 示す る簡便 な方 法 で あ る。 こ うして,多 数 の因 子 は一 対 毎 に 比較 し なが ら全体 の
序列 の パタ ーンをつ くる こ とが 可 能 で あろ う。 これ は 心理 測 定 法 に お け る,一 対 比較 法 の
応 用 に よ つて、 一般 化が可 能 で あ る。
心 理学 で最 も一般 的 に用 い られS
1、S2Sj
て い るの はThuretonoの 方
法 で あ る。判 断 され る特 性 は 別
に心 理 的 な もの に 限 らず 物 理 的
な もの で も同 康に用 い られ る。
心 理学 では(エ.」)を 刺 戟
(SちSノ)で 捕 えて居 り,
















の 一 対 の組合 せ につ い て反複判 断 を さ せ る。Thur8tonが導 い た一 般 式 を示 す。
R`一珂 一 ・`ノ ・∫2+・12-2rり ・`・ ノ(4)
R`,Rノ:刺 戟S`とSノ に よつて 生 じる心 理 的 印象 の強 さで平 均弁 別 過程 と呼 ばれ る
もの(moda■di6cri皿ina■Proce8e)
Zり=S`>Sノ と判 断 され た率P`〉 ノに対応 す る正 規分 布 の偏差 値,標 準 偏差 率
と呼 ぱ れ る。
σ`,σ ノ:判 断の バ ラ ッ キ,即 ち被験 者 んに よるR昂 とRノ ゐの夫 々 の分布 の標 準
偏差
r`ノ:R`ん とR1ゐ の間 の 相 関係 数
このThur8tonの 導 いた公 式 につ いて の検 討 は,心 理 学 の専 問 書 に詳 しいの でそれ に
※1譲 る
こ とにす る。Thurstonは 二 つ の刺 戟 の印 象判 断 に間 隔 尺 度を与 えた こ とに
な る。
これ に対 してL>丁 の比 較 判 断 を選 択確 率P(`ノ)の 概 念 に基 いて尺 度 化 す る方法 を.
※2
Luceの 理 論 を中心 に組立 てて 見 よ うLuceは 個体 の選択 行 動 を確 率的 現 象 として
理解 しよ うとす る ところか ら出発 して い る。
一 般 に2∈Xな るす べて の 濯につ いて,Xの 中か ら ■が 選 択 され る と ぎ
PX(潔)≧0及 び ΣPX(■)昌1(5)
2∈x
な る確 率PXが 定 義 さ れ る。Xに 含 まれ る集合Aに つ いて
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一 対 比 較 法 に よ る尺 度 化 の 問 題/武 藤 真 介/日 本 リサ ーチ セ ンタ ー研 究 紀 要
Vo■1No.1/1962に]」uceの 工rldividua■choicebehaviour:
ATheoretica■anaユ ァ8i晒i■ey1959の 紹 介 が な さ れ た 。 本 研 究 で は 主 と し
てHandbookofMea8urement,Vo■u皿e■ 工/ed.byR。D.LucqR.R。
Bush,E.Ga=La・nter/wi=Ley1965カP33ψ 一350GeneraユProbabi=Listic
choicetheorie8に 拠 つ た 。
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P{・ .γ}α)-Pα ・ ア)(6)
Aに つ いて 次 の 様な 函数 ω(実 数値 を とる)が 存 在 す る とき,選 択 確 率 は次 の 様に与 え ら
れ る。
"α)≧ ω(・)の と き ・ ・(・ ・7)≧ 巷 ・・ 畑(・)
つ ま りωはAの 要 素 につ い て 序 数 尺度 を 与 え る 函数 で あ る。
も しAの 部 分 集 合A1,A2に 対 して α.ゐ ∈オ.■.アG濯2で あ り、 夫 々,移1,雌2
の 尺 度 が存 在 す る な ら,
・、(・)+・,(・)〉 ・、(・)+・2(・)の と き ・ 〔(・ ・ 篇(ゐ ・ ・)〕 ≧ 圭
の 様に複数 同志の比較に問題 を拡張 することが出来 るが ω1・ 肪2は 間隔尺度 を構成 してい
る必要 がある・ ωは比較的弱 い条件 の もとで選択蘇 が 炉 越 えるか どうかのみ を問題 と
す る尺 度 で ある と言 え る。
選 択確 率PCz.7)を 導 くた め に尺 度 函数%,分 布 函数 φの 間 に次 の 関 係 を定 義 す る。
、)φ(o)塁 且 つ
2
2)z.γe4の す べ て に つ い てP(為 ア)≒oor1な ら ば
P(■97)昌 φ〔π α)-u(γ)〕(18)
こ れ はP(■9γ)≒OOr1は 二 者 択 一 が 不 確 定 な こ と を表 わ す 。
今 ω.φ に 対 して
。一 、。9。+。 或 は 。一 。 ・ 一・1
-一
、+旨 なる指… を仮定すると ∫(19)
・ α.γ)一 φ〔。(、)一。ω 〕-1※1
1+exp卜 〔・ω 一 ・(7)〕}
1
※ ・fω を ・xp{・(・)}破 わ す。
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π(κ)昌 ■09ε2(2)十6
・玉P{一 〔・(■)一 ・(7)〕}一 ・xp{一 〔.■。9・(濯)一 ・。9・(γ)〕}
⊥ヨexp{■09}
"(π)
指 数 函 数eκ の 性 質 か ら
一 〔 鎚(■)一 π(ア)〕 ヨ"(7)
"(z)
1





Luceの 公 理 に よ る とP(潔9γ)≒0.1の と き





Aω 謁PA(■ ・ ・)'P{。.,}(・)ヨPA(■ ・ γ)P(・ ・ γ)
同 様 に
PA(7)=PAα ・7).P{。
,7}(γ)隅PA(濯 ・ ア)P(ア ・ ・)
∴PAω 一P(π ・ アL"ω(22)
PA(7)P(7・ の ・(γ)




※ 一 対 比較 法 に よる尺 度化 の 問題/日 本 リサ ーチセ ンタ ー研 究 紀要P49公 理1に
よ る。
一79一















(23)式は全 体 の 中か ら の個 々 の選 択確 率 が わか った場 合 に一 対 比較 を与 える 尺 度で あ り
(24)は特 定 の要素 との 一 対 比較 が わ か っ た場 合 の個 々 の選択 確 率 が導 か れ,更 に任意 の
一 対 比較 が可 能 に なる。
更 に1κ 、 ッ.zlの 三 つ の要 素 の比 較 につ いて




が容 易 に導 くこ とが で ぎ、 三つ の一 対 の 組合 せ の うち二 組 が わか れ ば 他 の一 組 は一 意 的 に
定 ま る。 この 様に して一 般 の 拶ケの 要 素 に対 して πG2/2の 組 合 せ の一 対 をつ くる こ と
が可 能 で あ るが・ そ の うち異 る(π 一1)ケ の 対 に 関す る確 率 が 与 え られ れ ば他 は一意 的
に定 ま る。
この 康に して 選択確 率 の大 小 が因 子 の 序列 を表 わす 。
因 子 間の 相 関 問題 につ いて や 紙 数 を 費 した が.因 子 間 の 関係 或 は 序列 につ いて1,0或
は1.2.3・4等 の 配 点 を す る 康 な場 合 か ら相関 係 数 の 康 に 一1か 十1ま で の 連 続数 の
任 意 の数 を与 え られ る場合 ・ 確 率 と して0か ら1ま で の 間 の値 を とる場 合 等 康 々 な場 合 が
あ る。既 に3-22の 末尾 に も触れ た 康に 、 この 康な 初期 の 評 点 の与 え方 は,問 題 に よ つ
て異 る と同時 に今 後 の解 析 を進 める方 向 を も決 定 す る。 従 って 全体 の解 析 の シス テ ムに よ
つて 選 ば るべ きこ とも又 当 然 で あ る。
3-3因 子分析法 による計画概念の抽出
3-31因 子分 析法の導入 につ いて
一般 に環境に対 して,そ こに関係する入々は夫 々異 った評 価を与えている。
極端に言えば・各 自一 入一人が異 った生活感覚やr環 境に対 して異 つた 目的意 識を もつて
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いる。 この 康な多 くの具体的な要求を一つ一つ拾 いあげて共通の性質を知 り,そ こから計
画概念の抽出を計 り.具 体的に記述する ことが必要 となる。 この場合,極 く広 く一般的な
客観的な意識 の共通基盤 を記述す る問題 と.限 られた設計対象に直接利害関係を もつ共通
な要求概 念を求める問題 とは夫々対象を異にするが,そ れを求め る操作の手法 としては共
通である。 ある多数の設計因子か ら共通 の計画概念を示す もの として.カ テゴリーを経験
的に抽出する方法は従来屡 々行われる ことで あるが,抽 出の方法が直感的で あ り,カ テゴ
リー相互の関連や、情報が カテゴリ ーに どの程度投影 しているのかを定量的に表す方法が
ない。その康な方法 を考えた時に.数 量的 に操作 し得る方法 として,重 回帰分析 と因子分
析な どが考えられ るが,心 理判 断な どを含む変量は.回 帰モデルに乗る康なものばか りで
はな く,回 帰 系数群 とは別 に,意 味的な内容 を測定する手段 を新たに考 える必要がある。
そ う言 う目的 に沿 って開発 されたのが因子分析で ある。
因子分析法は もともと心理学におけ るパ ーソナ リテ ーテ ストの整理の方法 として発達 した
ものである。心理 テ ストにおけ る変量の中に含 まれる共通な内的因子の数を割出 し,同 時
にその意味の解釈を推則する方法である。
複雑な情報空間か ら共通 な判断 軸を抽出 し,軸 への投影量 を与 えて,判 断 を構造化す る方
法で ある と言える。 しか し,こ こに二つの問題があつて,第1は それぞれの軸が独立的に
扱われるので,総 合的 な価値体系を確立 で ぎない とい うことと,第2は 割 り出された 軸の
解決に必ず しも明快な方法が確立されていない。 しかし,そ れはそれで尚充分 な意味 をも
つている。
設計は客観的な技術情報以外に,生 活情報 が重要 な部分 を占める。 この生活側,利 用側の
情報 が設計意 図を形成す ると考 えれば,こ の情報 を集約化 し,整 理す るごとによって意図
が明確化 できると考えて よい。 この生活情報 には.意 識.判 断等の心的能力が関係するの
で,心 理測定 の方法 が応用可能であ り.因子分析が計画概念の抽出に導入 される故以であ
る。
因子分析法は1904年 にSpear皿an(1863-1945)がメ ンタノレテ ストのおびただ
しいデ ータの中に個性 と呼ぶべ き個別的な もの と知的水準 と言 うべき共通 な因子を導いた
事に始る。 これ を数学的にモデル化 して二因子法 を提案 した。 このSpear皿anの 二因
子 説はその後Thom80n,Burt等 の批判に よって拡張 され。共通因子 と特殊因子
の間に群因子の存在を認め る康にな つた。
Burtはこの群因子は下位の群因子に分け られ るとい う分岐分類 の方法 を提案 した。
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Burtの 注 目す べ き点 は,実 は こ うし た体 系 の 精密 さ で は な くて.因 子分 析 は科 学 的 に
有 用 な記 述 概 念 で あ る にす ぎず,人 間 の心 的 構造 の表 現 で は な'く,心 と環 境 の関 係 に対 す
る説 明 の 原 理 で あ る と因子 分 析 の方 法 の意 味 を明 らか に した点 で あ る。
Thurstonはテ ス ト間 の相 関行 列 の階 数 がrケ の 共通 因子 で 説 明 し得 る こ とを 明 らか に し
一般 的 な多 因子 配列 型 の 考 え を発 展 させ,略 々完 全 に近 い大 系 を企 だ て た。 こ こに,
Speamanの 二 因 子型 も階 数1の 場 合 と考 え て包含 し得 る もの で ある。
因子分 析 法 に従 えば ηケの テ ス トの 変 量xi(iヨ12… π)は ・ そ れ よ り少 い 脇ケ の
共 通因 子Fκ(κ=昌1・2・ ・。ηち)と 特有 因子 の 一 次結 合 として表 わ され る。
即 ち 特 殊 因 子 誤 差 因 子
X`昌 α言1F1+α`磁F磁 十 μ∫U`+e`E`
L-一_-1ズ
共通 因子 特 有 因 子
結 局,因 子 分 析 は,心 的 現 象 が因 子 ベ ク トル の 一次 結 合 に よる多 次 元空 間 として 説 明 し得
る とい う構 造 模型 の設 定か ら出発 し てい る。 ・
Thur8tonは 因子 抽 出の 数学 的 難解 さ を解 決 す る手 段 と して,重 心法(Gentroid
Method)を 考 案 した。 そ の方 法 の 精妙 さに もか か わ らず,相 関行 列 の主 体 角 セ ル に投
入 され る共有 量(Comuna■ity)の 推 定 に数学 的厳 密 さ を欠 い てお り,こ の 点 で主 因
子 法(Principa■componentallaユ ァ8is)に ゆつ る もの で あ る。 主 因子
法 は も とも と数理 統 計 の 多変量 解 析の一 つ の 手 法 として 開発 され た もの で あ る。 因 子分 析
モ デル の うち特有 因 子 を除 いた もの と同型 で ある。Hote■ ■ingに よっ て導 か れ た も
ので あ るが.KeUeyの 示 唆 に よ り,数 学的 厳 密 な方 法 を採 り,共 有 量 推 定 の瞬 昧 さ
を取 り除 くと共に,国 有値 方程 式 の導入 に よ つて,因 子 負荷 量 の最 大 な ものか ら遂 次抽 出
す る方法 を求 め た。 こ こに於 て因 子 分 析法 は 手 法 と して 完成 され た と見 られ る。
因子 分 析の 対 象 を概 念 内至 は意 味 の領 域 に置 いて,所 謂,意 味微 分 法(Semantic
Differentia■)な る特 異 な 手法 がOsgoodに よ って 開発 され た 。
08900dは 或 る対 象 に対 す る意 味判 断 は,形 容 語 の 相 関 に よって表 わ し うる とい うと
ころ に 出発 し てい る。 結 局,わ れ わ れ を と りま くあらゆ る種 類 の対 象 を言 葉 で 彩 容 す るに
は最 小限何 ケの軸が必要か.そ れに よって いかに表現 され るかに あつた。 この方法は,社
会現象.文 化意識 な どの傾向調査に巾広 く応用 され.マ ーケ ツ トリサ ーチ な どの定石の一
つ として応用 され る道を開いた。因子分析法 の応用 が開花 した一例 と言える。
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/因子分析法が経験 的技法を脱皮 して,多 変量解析等,数 学的統計処理一般の裏づけ と結ぶ
に及んで.Burtの 指摘 した心的能 力の範囲か ら一歩進んで,生 活反応全般 の問題 と環
境 との関係を記述す る手法 となつた。 因子分 析法が.計 画概念の抽出に有効 である故以が
ここにあ る。
3-32因 子分 析法の基本概念
多 くの関連 ある変数の性質 を知 るために,変 数 を含 む空間を多次元空間と考 え,判 断特
性 を示す座標軸を求め,こ れ を共通因子 と名づけ,そ の軸に対する変数の投影量を因子負
荷量又は寄与 度 と呼んでいるが,こ れを もつて説 明する手法 と言える。 この場合,変 数が,




X:(ηX1)の 観 測 値 ベ ク トル
F:(砺x1)の 共 通 因 子 ベ ク トル
U:(ηX1)の 特 殊 因 子 ベ ク トル
E:(ηx1)の 誤 差 因 子 ベ ク トル
A:(ηXη 乙)の 因 子 負 荷 量
麗:(ηx1)の 特 殊 因 子 負 荷 量
θ:(ηx1)の 誤 差 因 子 負 荷 量
(1)
濡 ≦ η
(1)を分 解 し た 形 で 書 ぎ直 す と
X1目 α11F1十 α12F2十 … … 十 α1πFη 乙十轟1σ1十e1E1
X2胃021F1十 α22F2・ ・・… 十 α2所F所 十 π2σ2十e2E2
Xη 目 απ1F1十 απ2F2十 ・…
或 は
X∫ ■ αf1F1十 α`2F2十
・・ α 轟 翫F翫 十 移 π σ π十eηEπ
… … α 言翫F踊 十 麗`0`十 〇jEε
… … …(2)
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X`とXノの 相 関係 数r`ノ を求 め る。
一 般 に 相関 係 数 は二 つ の確 率 麟X・ ・Xノ の そ れ ぞれ の分 散 及び 共分 散 を ・・2・・ノ2・及 び





r`ノ を ピ ア ソ ン(K.PearsQn)の 積 率 相 関 係 数(ProductMoment
Corrθ ■ationGoefficient)或 は 単 に 相 関 係 数(Corre■at『ionCo-
efficient)と 呼 ぶ 。
一 般 に 変 量 の 素 デ ータ ーに規 準 化 が 施 さ れ て い る 場 合,次 の 康 な 関 係 が 成 立 す る こ とが 知
ら れ て い る 。
粥ll∴1)昌OE{X`2}目hE{X/21国'}一 一一一 ・一一(4)
(4)に(2)を代 入 す る と
r`ノ ーE{(・`1F1+… α隔F偽+・`U`+e`Eの(・ ノ1Fl+…+・ 加F鵬
+・ ノUノ+・ ノEノ)}一 ・`・ ・ノ・E{F・2}+一+・`励 ・加E{F茄2}
+(・`1・12+・`2・ ノ1)E{FIF2}+
+・`1・1E{FIUノ}+
十 島`雌 ノE{σ`ひ ノ1
+e`e/E{E畑 ノ}
… 」・・・・・ ・… 。… レ・・(5)
FらFゐ 島 ら り,EらEノ は 相 互 に 独 立 で 規 準 化 さ れ て い る とす る と
E{F12}-EIF22}一 冒E{F〃 診2F昌1
E{F`巧 トE{餌 の}-E{σ`σ1}-E{匝 町}-o(6)
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(5】』(6)より
r`ノ ヨ ・`1・ ノ1+・`2・ ノ2+… …+・ 磁 ・ノ馬(`キ ノ)(7)
が 得 られ る,又r``は
r``一 ・`・2+・`22+・`・2+・`2+・`2(8)
(7).(8)を行 列 で表 わ す と
`κ4




R旨A・Aノ'十U2十E2A'はAの 転 置 行 列 で あ る(10)
よ つて 因 子 分 析 とはRよ りAを 求 め る 統 計 学 の 一 手 法 で あ る。







と お く ん`2:共 通 性(Go皿muna■ity)
S`2:独 自性(Uni旦uenee8)
と呼 ん で い る 。 ん`2ヨ α`1α`1十 α`2α`2十 十 α`所 α`所 と な り,
耐2は 変 数`に よ る 共 通 因 子 に よ る 自 己 相 関 で あ る と 見 な し,相 関 行 列 の 対 角 要 素 に
r面 の 代 りに 硯2を 入 れ る こ と に よ り,共 通 因 子 の み で(10)を 成 立 さ せ る と 考 え ら
れ る 。 こ こ に 於 て 独 自 性 を 問題 か ら外 す が,も と も と因 子 分 析 は 共通 な 因 子 で 変 数 を 説







α π1α η 伍
伍






。`・ ・ ノ・ 及 びr``一 ゐ2`
α π 翫
(15)
としてAを 求めている。 しか し ゐ`2は 一般 には未知 であ り、 この推定の問題 をめ ぐつて
※
い くつかの方法があるが,因 子分析法の基本的 な導 ぎ方は・変数間の 相関行列 を求める
こ とにある。 更に こ うして求めた因子 負荷量か ら,因 子ベ ク トノレを解決 して.共 通因子 の
説明を与 える。 また得 られた因子負荷量によって.観 測値 を因子によって定性化 された尺
度が与 えられた と見ることも出来る。
因子分 析が,正 規性や直交性 な どの多 くの仮定の上で実用化 されて いる こと,共 通性 耐2
の推定 とその信頼度,数 学的厳密さ と現象説明 としての有効 さな ど・その本質 に逆 る問題
も多い様に思われ る。
3-33ケ ー ススタ デ ー 一 主 因子分 析 に よ る居 室 の設 計 因子 につ い て一
3-33主 因子 分 析 の手 法(MethodofPrincipa■Co皿ponθnt)
因 子分 析 の代 表 的 な手 法 は重 心法 と主 因 子法 で あるが.主 因子 法 が 数学 的 に厳 密 で あ り
負荷 量 の最 大 なる もの か ら順 次 因 子 を割 り出 す こ とを可 能 に ナ る 方 法 で ある。 主 因子法 で









??? ・`κ ・ノκ お よ びr``一 ゐ`2




※ 心理 学 と因子 分 析/三 好 稔編/誠 信 書房/19・62P106～110等 参 照
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とな り.第1因 子 のす べ て の分 散 に 対 す る寄 与 は
S、 一 Σ ・`・2
`ヨ1
で あ り.(15)の 条件 の も とでS1を 最 大 なら しめ る よ うに α`1を 選ぶ には
※丑
agrangeの 未定 係 数 を用 い て解 く
ハ れ の
2T=S1一 習 μ り 槻 α痂 ノκ一「`月 をつ くり
両辺 を α`1に つ い て 偏微 分 して0と お くと
∂Tη
∂。`、 旨o`1一 ノ21μ り αノκ ヨ0
同 康にo`κ(κ ≒1)に つ い て偏微 分 して整 理 すれ ば
∂Tπ
訊 『㌶ 嗣 一`三1μ り αノκ 昌o
(19)と(20)を ま と め る'と
∂T






δ1κ は ク ロ ネ ツ カ ーの δで κ電1の と ぎ,δ1κ 置1,κ ≒1の と き.δ1κ ヨ0
(21)にo`κ を 乗 じて`に つ い て の 和 を も と め る と
δ`κ 婁 ・`・2一 翠 傷 μ`ノ ・㍍ ・ノκ 一 〇(22)
τ=1`ノ
※一 般 に φ(■97)昌0の 条 件 の も とで ノ(為 γ)の 極 値 を求 め るに は ノ(κ,ア)十 鵬φ(Z
(為 γ)を2.γ につ いて 偏微 分 して
ノZ十μφZ置0・/7十 μφγ ヨ0・ φ昌0か ら 為 γ・ μ を求 め るのが 一般 的 な 手法 で あ
る。 μ を 玉agrangeの 末 定係 数 と言 う。
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こ こで 両 辺に αノκを乗 じ.κ に つ い て和 を求 め る と
　 の
Σ δ1κ ・ノκλ1一 Σ ・ノκ・`κ)-0(24)
κ=1`昌1
の
(15)よ りr/P.Σ α ノκα`κ,δ1κ は κ 禺1以 外 は す べ て0に な る か ら
κ昌1
カ
～ ・`1rノ ゴ ー ・ノ1λ1-0(25)ド 富1
これ を`の す べ て に つ い て 表 わ す と
(1一 λ1)α11一 トr12021十r13α31十 … 十r1η απ1=・O
r21α11十(1一 λ1)α21十lr23α31十 … 十r2π 伽1ヨ0
…(26)
rη1α11+rη2α21++(1一 λ1)α π1-0






が 成 立 つ
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こ こで 耐2-・ として いるが ん`2を 用 いれ ば
(1一 え1)の 代 りに(ゐ`2一 λ1)を 入 れ れ ば よ い。
いつれ に して も(27)式 は λ1に 関す る π次 の方程 式 で(26)式 の 固有 値方 程式 と呼 ば
む
れ る。 λ1の 個 有値 の根 の一っ λ1を(26)式 に入 れ,一 組 の 固有 ベ ク トル(α11.α22
_… απ1)が 求 った とす る と.こ れ に比例 す る固有 ベ ク トル も又(26)式 を万 足 す る。






(17)のS1ヨ を最 大 にす る条件 を 充 すた めに は固有 値 の最 大 の もの を選 び固
有 ベ ク トル の倍 数 値 を も とめれ ば よい。 よって第1因 子負 荷量 は
… 一 α ・・μ 「/ノ Σ α弓2(・ 一・2…n)…(・ ・)
第2因 子負荷量以下 は次の手続に よる。
第1因 子負荷量を抽出した後に第2因 子を抽出するためには、原相関か ら第1因 子で説明
される部分 を除いた残 りであ り,第1因 子剰余行列 と呼んでいる。









の 条件 の もとでの
・,一 Σ ・・22(3・)
`=・1
を最大 にす る方 針 を とれ ば,同 康 に して求 め られ る。 第1剰 余行 列 の最 大 の固有 値 は元 の
行 列 の2番 目の 固有 値 にほか な らな い。 これ を繰 り返 して必 要 な段 階 まで 因子 の抽 出 を行




1環 境 と生活 反応 の相関













































































































































































(図3-9)環 境 にお け る有機 体
た め に あるの で はな く,安 心感,便 利 さ,雰 囲 気等,人 間 の生 活 体験 のか な りの領 域 に
及ぶ で あろ う。 また これ らの 生活 体 に与 え る刺 戟 は.他 の刺戟 を拾 象 して,単 独 に作用 す
※2
る 様な仕 方 で は ない。 この生活 体 と環境 との 関 係 をE.Brun8wikは(図3-9)
の 様 な図 式 で与 え て いる。
これ に ょ って見 れ ば」 外的 刺 戟 として の6を 建 築 の部分 或 は環 境 と考 え.生 活 体 の 反応 を







Bに対応づければ ゐ及びBは 観測可能 であるか.或 は 情報 として入手可能 である と考える。
こ うしてB一 占関係の情報に統計的処理を施すことが可能 であれば・生活体内部の メカニ
ズムに触れ ることな く,建 築の機能 を仮説的に説明でぎる。結局,設 計における生活側か
らの要求が,環 境 と生活反応 との相関か ら由来する と言 う考えに もとつ く。 このB一 ゐ関
係の抽出に主因子法を用 いた。
2尺 度化 の手 順
複 雑 な対 象 を除 外す るた めに 一応,居 室 を想定 し,居 室 の環境,部 分 。状態 な ど,環 境
に 固有 の概 念 を(6`)を 選 び,そ れ に 対 す る生活反 応 を表 わ す項 目(Bノ)を 選び.
(6の と(Bノ)と の組 合せ の 夫 々に関係 の有 無 の評 点 を与 えた。 評 点 を与 えた の は,
※3
50人 の 建築 の 学 生で あ る。評 点 の 段階 はOsgoodの 評定 尺 度 を参考 に して0.1,
2.3の4段 階 と した。
OsgOOdは 形 容 詞対 を7段 階 に分 け たが,本 評 定 は対語 に よる極 性判 断 では な い ので.
Osgoodの 中性 点 か ら片側 の み を採用 し たの に相当 す る。
1234567XY
1extre皿elyX 2quiteX3s■ightlyX




0殆 ど関係 が な い2か な り関 係が ある
1少 し関係 が ある3非 常 に関 係 が強 い 〔本 論 の評定 尺 度 〕
(図3-10)評 定尺 度
3分 析 の 手順
因 子分 析 の基本 モデル
X目AF十 腸U十eEの 既 知量Xよ り主 因 子法 に よ り
R-A.Alを 導 ぎ因 子 負荷行 列 を求 めれ ぱ よ い。
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X目(Xitv):(B`)と(ゐt)の 関係 につ いて 判断 者(▼)、 が 与 えた評 点
ダ
Rヨ(r`ノ):(X`t)と(X/t)の 相関行 列 滋,戯
A口(σ'κ):共 通 因 子 負荷行 列_・
A1ヨ(α κの:ム の転 置行 列
U.E=独 自性 の 因 子行 列
u,e:同 上 の負 荷量
}1
X`ヨ






「`ノ 嗣 蒼 α㍑ σノκ
B1
























(図3-12)はB`と6tの 間 に与 え られ た評 点 の平均 値 を与 えた表 で あ る。
得 点 の分 布 を示 す ため に 作 つた もの で あ るが。 分 耕 に は直 接 関 係 な い。


































































.4海 光 4,94・iρ4 .98 26C2.74240 f50 7δ % 218268 ヨ5◎ 1弘 且56 260 246 98 66 76 432
.2召 缶 り 2{且 餌 噌42 つ2つ 28ク{B《 6A 7∠ `ん 206266 {イo 14昌{馳 280 2σ4 ,8ろ 幽 .62イδo
5躍 姻 つ{2 {」La重30 2ム6 490 274 r4ム引02 1{0 り52 25◎ 462 174 r76 220 2』 ⊃ 408 96 404 4θo
4煮 蕩 262 .凸G `22 2う2 272272 52 06 46 172 276 426 162{24 25ク 246 .96 」L6 弓2 イ76
う.墨 鳶 240 65 96 2」6 262258.珀 .ハo 50 r64278 「08 {58 120 258 2電6 72 26 20 164
6糺i■ も 244 1侶 98 704 2!謁250}94 78 40 魂瓠 272 f恰 {58 128 {52 電94 72 2角 .z4尋30
7嶺 2『6 160量5a 2畠 重6A2501,?A94 6凸 71A 242 13Ar56176 15湾 督54 124 .94 % 4②4&借o動 24C 174156780 ぼ50.置o【1。 創1`6 「702唱2 250 毛3A 」54240 回6 `62 日o 114
「
6.6Z182,
ヨ4毬 ㌔ 幽 1泓 iσ4112 翠48 雪∩4 1辱0 舵180 126 雷56 218 曹22 go6 194 116 12a 02 72 9κ 聖ろ4
伯 誓"'ら、
.
78 92 .66i悟 63 .76
r
fod64 84'48 iI4240 書舶 旨 82 Oo 124 % 4為 祠4 『Ω
刊 左 撃揮淵 つ`0 噌{6 伺6 264 `7A 212i弓 1ムo 192 且Ao 246 引76 2偶 {62
「
164 2麗 16G 「4421220◎
ぞ2t匠 224董8c {5呂 274H8 量94
I
l」弘 156 2262021z561弘 17己 ク4〆 .74 曾5415君 15b朗 176
朽 楯 猛 92 層42 76 {20 .ワz 置i2 田 90 i22 56h{。254 216 .94 9z 147 .64 幽 」5己∫洛,
14」司 駒 1身8L22 2`62206 18422 l`Z 71フ 144 126 2弓" 142 274 」70 亀76ZZO 188 」46 182164
り 怨勇棚 b5h5aH2 .ao」蚤2 2,6L
脚
、70 156 ■6 ・4δ.壷44 1.4G2」鴻 、6&糾 146血 泌 .36,64.
.¶6噸 響弘h66 loa200 98 12212ろa 96 ¢4. 出 040Z◎ム r6ε 1蟹4 ,24t4z餉 5ε1i6∂4
47旋
l
l50【fう2 ,δ41β4 ム1a 1!%L14、Ioo,書Q6 90.1ア5 188` 40124.有,蝕て64 .44.72102 11z
価 丈 繰 17∩11弓2 .δo 2.◎4生06 '佑 llI26 06 i侶 100164 1う5 144 塊6 {ヱ4120 渥 一.β2 {4q106、
19猛 22014612422420ρ `a41
1
2乏2、q2 ,、弘 204 2蚤2 1661アG {丘2t9β1う6 lo4臼o f.22156
忽》.轟洒 争 14δ 17β.,74,20q.JQ4172レz襲一.幽 一皿2a. 曾2.必4 隻4G一凪o2,官54 L愛2」.φQ1.6船 ∫.26 催
24を 糧 ・56, 48 満6 84 70 56・16a δδ ,.64始 ρ2.ー口2 置田 90 76.,z&拗 ,6ρ 」66 z5
22ん 236 404 1∈あ 2ら2 2δ6 `14.'22 74お 224 746Z60 Q4 口2 2∋ε に8 146 1561覧0 」90 1【}5戸
2う娠 境 2`2 1舅6、イ66zう8 224 194.
r
'7b 置48 146226252 140 重56 190 176 15618Z、122150 口6
z4方 位 1'0 `φ6 46 '56 194 {0?1亨A 9δ 60 `15 156 76 1ろo 75 164 畳oσ 56 ア6 78 60膠
(図3-13)は 相 関行列R=(「`ノ)を 示す 。
(図3-14)は(図3-13)の 相関行列か ら主因子法の手順に よって抽出 された因子負
荷量 を示す。第V因 子以下は収飲がゆる く・鋭敏な差を示さないので第 皿 因子以下は打
ち切 った。
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(図3-14) 因子 負荷量(主 因子分析)
F
B 1 II 皿yv M皿 蕾
1 休 養 629 一341 一173-319041 155066 674
2 秩 序 540 317 316-256074 092258 639'
3 家 族関係 582 209 050r虫67-191 一146一 つ09 661
4 ふ ん 囲 気 679 一175 一287-249166 153060 691
ち 健 康 620 一548 0451壬9037 一107一 つ54 725
6 能 率 660 354 237-Ol6-081 一〇45189 658
7 プ ラ イ バ シ ー 527 273 249-344289 }043-447 818
8 習 慣 493 305 107075204 一662076 839
9 見 栄 360 330 一302228283 一〇65318 739
10 解 放 感 677 一248 一310048198 210086 709
11 快 適 性 707 一307 一〇98018093 一つ40174 708
12 安 全 性 373 311 512252232 397-206 815
13 合 理 性 485 2222 563021054 129269 694
14 嗜 好 642 166 一3虫4074244 一〇〇6051 626
15 衛 生 506 一507 250301059 『122-090 696
16 活 動 性 640 一202 257205-276 一つ87125 657
17 交 際 673 1187 一111-043-333 一〇90206 663
18 義 礼 581 壬27 160122-881 010-180 750
19 権 威 466 622 一220220-・068 073-021 711
20 快 楽 性 698 046 輯201196-221 134g--073 640
ΣF2 6870 2462 496954838 8146?6 1曲110
% 344 12.3 7.5虫 β4.2 4.13.4 706
4因 子の解釈
抽出された因子の解釈によつて共通 因子は次の 康に解釈で きる.
第 工因子に対 してはB因 子のすべてがかな り高い負荷量 を示す。そ の順位は快適性,娯 楽
性,雰 囲気,解 放感.交 際.能 率等の順序 で.広 い意味で快適 性を表 す概念を示す因子で
ある と解釈出来・計画の最重要 な因子であることも肯け る。
第 皿因子は権威性,見 栄,儀 礼等が高 く,続 いて安全性,習 慣,プ ライバ シ ー 家族関係
等 が位置 して居 り・対人関係や社会性の強 い因子である と見なせ る。第 皿 因子 ば合理性,
安全性.秩 序,活 動性,衛 生,能 率等の順で有用性を 示す もの と解決で きる。
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以 上 の三 因 子 で全体 の50%以
上 の 共通 性 を抽 出 した こ とに な
る。第 亙 因子 は やL解 釈 に 困難
であ るが,活 動 性(π),趣 味性
(V),安 定 性(旺)な どを表
わ して いる と推 定 で ぎる。
以 上の テ ス トは居 住 空間 を想 定
して行 われ た もの で あ るが。 快{9
適 性,社 会 性,有 用 性 な どの因
子 が明瞭 に表 われ て い る こ とは
経験 的 に も肯づ け る もので あ り(図3_15)
手法 の適 用 な どに色 々問題 は あ
るが,因 子 分 析 が この種 計 画 コ ンセ プ トの抽 出 に有効 で ある こ とは肯 け る。(図3-15)
は エ。 皿.皿,軸 の上 に因 子 負荷 量 の座 標 を与 え た もので あ る。 第 工軸は 皿,皿 軸に


























因子間 の相関表にお いては,因 子の一対 に関す る個 々の判断値 を求める方法について記
述 した。又,因 子分 析法にお いては,そ れらの個 々判断の総 体 として共通性の抽出 と,逆
に共通因子負荷量の配分 によつて,因 子同志のグル ープ化について把握する一つの方法が
導かれた と言って よい。一方,因 子間或 はグル ープ化された因子群同志の結合関係につい
て構造が発 見されれ ば,問 題解決の手順は よ り具体化す る。 その意 味に於 て因子分析法は
問題 の傾向,及 び特徴の発見に有 力で あ り,どの問題につ いて重点的 な関心を示すべ きか
を明 らかにするが,因 子相互の結合関係を集約化 して示す パタ ーンを形成 しない。
問題解決の手順のサプシステムを構成す る時に.設 計因子の階級構成 を把握する必要があ
る。 どの問題か ら順次解決 してい くか とい う最 も妥 当な手 順を求める判断パタ ーンを提共
する もので ある。
簡単 な場合 は図3-2の 相関マ トリックスか ら図3-4の ネツ トワ ークにお ぎか える等の
ことが直感的に可能 であるが,因 子の数が高 くなる と特殊 な解析を必要 とする。 この点に
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着 目し,因 子 か ら形態 を求 め る手 続 ぎ としてC.Aエexanderは,因 子間 の結合 関 係
※1
を分 節 化 し,階 級 的序 列 を与 え る方 法 を開発 したA■exaロderは 一 般 に は 因子 間
の結 合状 態 は セ ミラチ スで あ る と考 え,そ の結 合状 態の 把 握か ら ツ リ ー分 解(Tree
DeCO皿position)と 呼 ぶ 手続 に よ つて,因 子 の結 合 関 係 を 再構成 し,サ ブ シ ステ ム
の ネ ツ トワ ークを求 め る方 法 を 提案 し た。 しか し,こ の 方 法 は情 報 処理 過 程 の サ プ シ ステ
ムを 作 る のが 主 た る内容 で あ って,そ こか ら直 ちに形 態 へ 飛躍 す る理 論 では な い。 問題解
決 のた め のサ プ シ ステ ム化 は形態 を発 見 す る最 も妥 当 な手順 を与 え る に す ぎず,聞 題 解 決
と パラ レル に常 に創 造的 思考2こよる形 或 は空 間 の発 見 をサ プ シ ステ ムに折 りこむ べ ぎ場 所
を示 し てい る。
この 康に論 理的 思 考 と創 造 的 思考 が。 段 階 を区 切 って,且 つ 関連 問題 ヘ シ ステ ム的 に 拡張
す る筋 道 を辿 りなが ら問 題 を解 決す べ ぎ手順 を 明 らか に した ところ に その 意 味 が ある。 こ
こに この方 法 の効 用 と限 界 を位置 づ け る必要 が ある。
複 雑 で 且つ 多 数 の問題 を よ り欄 連 の深 い小 数の 因 子 に ま とめ、 部 分 問題 として単 純化 さ
れ た ものの シ ステ ム的 結 合 として 手順 をつ くるの は一 般 的 に極 め て 有効 な方法 で あ り,そ
こに 何 等か の理 論 化 を施 す こ とに は 重要 な意 味 が あ る。今 二,三 の 数学 及 心理 学 にお け る







のエ ン トロヒ。一の変化 を手が
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か りに.最 適 な分解の仕方を











※1N・t・ 。nth・Synτhe・i・ ・fF・ 叫 価.A■exa・de・/註arvardULiv
Preβθ/1967
※21nfor皿 亘ationTheoretica=LAna].γ8iβof]鵬■ti▽ariateOorreiation
/S・Watanabe/エBMJoumaユ/Januaβy'1960PP66-82を 参 照 し た 。
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今,集 合Mの 離 散 変 数 を
γ17271n6M (1)
戸 が 夫 々Z`(`国1・2…In)な る 値 を と る確 率 をPと す る と
F(71目Z1.γ2ヨZ2,… … γn冨Zn)或 は単 にP(Z1,Z2…Z皿)
σ…(ZlZ2…Z皿)と す れ ばP(Z1,Z2…Zln)ヨP(σ)… …(2)
α は 変 数(γ1.γ2… γ皿)を 表 わ す 場 合 と7が とる 値(Z1.Z2…Z 伽)を 示 す




π変 数 を もつ 集 合Mの 部 分 集 合Sが8ケ の 変 数 λ冨(λf1・ λ∫2●●●●・'λlg)を 持 って






MがSα と8β1の 二 つ の 部 分 集 合 に分 解 さ れ た とす る と
αUβ 一 σ α ∩ β 一 φm一 κ+4












































集合MがSα とSβ の部 分 集合 に 分解 され た こ とに よ る情 報 の 損 失 は次 の 様に与 え られ る。
G(σ:α.β)一 〔且(α)+ヨ(β)〕 一 且(σ)≧0(7)
8α と8β の 変 数 間の 値 に 相関 が な い場合,即 ちP(σ)目P(α)十P(β)が 成立 つ
ときに のみC(σ:2♂ θ)嵩0の 値 を と り,そ れ 以外 の 場合 は正 の 値 を 示す 。
今,MをS1・S2… …Snケ の部 分 集合 に分 解 した とす る。 この と ぎ・ αは 夫 々 λ1




・(・:λ 、・ λ2… ㌔)一 ■E(λ`)一 ヨ(・)≧ ・ ●'.(8)
ご旨1
をS1・S2…Snの 部分 集 合 間 の相 互 に存 在 す る 関係 の強 さを表 わ す 尺 度 とす る 。M
がS1・S2…Snに よ つて分解 さ れ た こ とに よ って生 じ る情 報 の 損 失 を表 わ す か らで
あ る。
従 って・ 例 えばC(σ:λ1・ λ2… λn)が 最 小 に な る 康に分 解す れ ば・Mの 状 態 を
な るべ く保 存 し なが ら部分 化 の切 れ 目を発 見 した こ とに な り.グ ル ープ間 の結 合 の 弱 い と
ころ で分 割 した こ とに な る。
更 に 部分 集合 の うちS`を 再 分解 す るに は 同 康にS`が
λ`目U!8`gと す る と μ`gn!2`ゐ禺φ9キ ゐ
9
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・(λ`:μ`、 ・μ`・ …)一 Σ 臥 μ`9)一 且(λ`)≧ ・ … …
を最小 に す るμ`9の 分 割 を求 め る。
こ うして、 順 次分解 を続 けれ ば・最 適 な分 岐分解 を進 め る こ とが で ぎる。
(9)
3-43ヒ エラル キ ー分解 に よる集 団 の分 節 化
一 般に 設計 因子 は相 互 に関 連 が あ り.単 独 に扱 え る もの は極 めて 少 い。
今・あ る集 合 の変 数 が 独立 に値 を とるの では な く,或 る相関 が働 いた 場合 に生 じる状 態 を
数学的 に 記述 す る ところか ら出発 す る。
集合Mのmケ の 変 数が 夫 々0又 は1の 値 を とつた 状態 を δ,部 分 集 合Sの ♂変 数 が夫 々0
又 は1の 値 を とつた状態 を λと呼 ぶ。 δの起 る場合 は2皿 ・ケ あ り,そ れ らは等確 率 で は な
い。 λにつ いて も同 様で ある。
夫 々σ及び λの生 起 する確 率P(σ),P(λ)の 決定 問題 が可 能 で あれ ば前節 の情 報理
論 の適用 に よ つて分 岐分 解 の 数量化 を求 める こ とが で ぎる。
この点 に着 目 した の がG.A■exanderの 且IDEGS理 論(Hiθrarchica■
Deco皿positionofSet)で ある と言 え る。 やL難 解 で あるが 次 の 康に要約
※
され る。
A■exandθrはP(σ)の 決 定 につ いて 次の5つ の 条件 を満 す べ き こ とを挙 げ て いる。
条件1σ の二 つ の変 数ZらZノ の間 に次 の相 関係 数C`ノ が 成立 つ。





ン`ノはc`ノに或る常数(記 を掛けて整数 とした ものでz`・ 短 の間剛
ンク とい う概 念 を入 れ,リ ンクの大 ぎさ を表 わ す 数値 として い る。 リ ンクは
(κ`・Zノ)の 相 関 の強 さ を表 わ す概 念上 の記号 で あ り・ 相 関係 数 に比例 す
る整 数 値 で与 え られ る もの とす る。
※NoteontheSynthesi80fForln/Appendθx2Mathe皿atica■
TreatmentofDeco皿po8ition/pp174-=191・
娠2本 論3-22因 子 間 の 相 関 の 頃 を 参 照
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条件
z`。Zノ を この時.頂 点 と呼 んで い る。Z`じ 一一 一 一一一●Z/
23つ 及び そ れ以 上 の 変 数間 の 相関 は存在 しな い とい う仮 定 を入 れ る 。言 いか え
れ ば.二 変 数間 の 相 関は 他 の変 数 の状 態 に 無 関係 で ある 。
今,σ か ら二変 数 を とつた他 の 変 数 の状 態 を λとす る。 λの とる状 態 はmG2
2皿一2の ケ ー スが 考 え られ るが,そ れ らの いつ れ に も影響 され な い。 従 って






ン `ノP'`(0λ)]⊇`(1λ)]⊇ ノ(0λ)・ ノ(、 わ
M(σ)⊃S(λ)の と き
σ一(Z、 ・ π2… …Z
m)・ λ一(Z、 ・Z2… …,ZS
P(わ 一(Σ)皿 一Sp(σ)
Zem-s
す べ て の δに 対 し てP(σ)≧0
　
σの 確 率 の 和 は(2)P(σ)昌1
z∈ δ
)
5つの条件の うち3,4。5は 確率論で一般 に定義されている仮定 であるが,条 件1の π`
の変 数の とる値及び条件2の 二変数の相関のみで定義する仮定が,こ の理論 を成立せ しめ
る決め 手となつている。 今P(σ)を 次の 康に与える。
P(。)-1+Kユ1
(12)21n
但 しKσ は 次 の 康に定 義 され る。
K・ 昌 デ う ン ・ノeσ ・eσ ノ
ン`ノは リンクの数 を表 わす 整 数 で あ り
κ`が0の 値 を とる と きの み
Z`が1の 値 を とる ときの み






ン リ ・eσ ポeσ ノ は 次 の 様 な こ とを 表 わ す 。
ン`ノ>0で θ σ`・eσ`ヨ 十1な ら ば ■inkは 矛 盾 の な い 状 態
ン ・1<・ で ・
σ… σ ノー 一・な ら ば"
μ`ノ>0に もか か わ らずe
σ`eσ ブヨー1な らば エinkは 矛 盾 した 状 態
レ`ノ<0に もか か わ ら ずeσ`●e
σノ 昌十1な らば 〃
即ち ン・ノとeσ ・eσ ノ が 同鰐 の と ぎは・ リンクの鰐 と為 と 衿 の とる値 の 間 に矛
盾 の な いこ とを示 して居 り・ 異 符 号 の とぎは矛 盾 した状 態 で あ るこ とを表 わ し,状 態 の σに
お い て変 数が 満足 した状 態 で あ るか ど うか を示 して いる。Kσ をこの 康に与 え る と σに於 て
満 足 した結 合 の仕 方 を して い るか ど うか を示す。
こ うした状態 の起 る確 率P(σ)を 式(12)で 与 え る と条件1～5を 満足 す る ことが 証明 さ
※1れ
る。 こ うしてP(σ)が 求 まった こ とに な る。









■Og(1十Kσ δ)をMac■aurin展 開 を す る と
E(の 一 溜{(・+K。 ・)(+・ σ ・一 κ毛 δ2+… 一 拍 ・・)}





Z)=・ ■Og(1十2∫)と お く と ノ(n)(Z)=(一1)n-1(
1十Z)n
.㌦ ノ(n)(0).Z・ 一(一 、)n-1κn
nln
κ2δ2κ3δ3
・ ・9(・+・ σ δ)一 ・+κ σ δ 一 σ
2+σ3一
一101一
甦 那 ゲ ・※1なる条件を入れ第4項以下を切り捨てると次の駆 鱗 化される・σ
δ22
H(・)一 ・・9・ 一
、 皿+・ 言 κ σ(16)
向様iに部分集合S(λ)に ついて も
δ22
且(λ)一 …92-、 ・+・ 言Kλ(17)
※2






今Mが 任意 のnケ の部 分 集合S1,S2…Snに 分 割 され た時.前 節 に よ り
C(σ:λ1・ λ2… λn)は 次 の 様に与 え られ る。
λ 、Uλ,… …Uλ 。一 ・ λ ・∩ λ4一 φ κ≒4
ロ
～S」 旨m今 任意 の λ`の 変 数の個 数S`ケ あ る とす る
轟ヨ1
n
G(σ:λ 、・ λ2… λn)一 ΣE(λ の 一 且(σ)
`-1
={(S・+S・+"'S・)」 ・
g・+ギ(認 λ∴ ノ+一 耕 ・ノ2)
δ2
-m・ 。92-一 Σ ン ..2
轟 ノ2σ
※'静 略 呵2eσ ・eσ戸 目ノのときン・パ ・`≒ ノの ときZ`が ・又は ・・
躍 ノは0又 は1を とる ので・ これ らのす べ て の ケ ースの 和 で.あるか らeσ`eσ ノ
は 十1を とるか 一1を とるケ ースは等 分 に現 わ れ る。 よ つて2P〔 σ)ノヨ2
σ σ
1+窒£ δ 一 ・+




Σ ・・ノ は分割された集合内の結合 リンクの二乗和であるか ら,
z6λκ
霧 ・、ノ2は 分割された集合の醐 に また・・る リンクの船 の二乗和 を劾 してい
る と見 れ ば よい。
この 康に考 え る とG(α:λ1,λ2… λn)は 分 割 され た グル ープ間 に残 存 す る
情報 の エ ン トロ ピ ーを表 わ すZの と考 えて よい。 よ ってGが 大 きけ れば分 割 され た グル ー
プ同志 の結合 関係 が 尚強 く.分 割 す る こ とに無理 が あ る こ とを表 わ し,反 対 に σが小 さけ
れ ば。分 割 に よっ て相互 に及 ぼ す 影響 が 小 さい ことを示 し,分 割 の妥 当性 を与 え る指標 と
な る。
σ・A■exandθrは 問題 を単 純化 す るた めに更 に次 の仮 定 を与 え て いる。
1Mの とる変 数 濯`の すべ て につ いて0又 は1を とる確 率 は1/2で あ る。
2二 変 撫`と 署iを結 合 す る リンクの数 は ・又 は ・で ある・ 即ち ・`ノー ・ 又 は
1以 外 の値 を と らな い。
この仮 定 を入 れ て(10)式 よ り 「`ノ=ン`ノ δ で あ るか ら 「`ノは0又 は δの値 以外
は とらな い こ とに な る。 即 ち二 変 数 の間 には 相 関が な いか,一 定 の 相関 を とるか いずれ か
しか ない こ とを表 わ して い る。 仮 に δを1と す れば二 変 数の 間 の相 関係 数 は0か1か とい
う極 め て大 坦 な仮 定 と言 える。 しか し.建 築 の 設計 因子 の相 関 は,論 理 的若 し くは技 術的
に二 者択 一 を決 定 し得 る こ と も多 く,個 々 に分 解 され た 問題 につ いて は二 者択 一 を確 実 に
判 断 し得 る こ とを前 提 とし,全 体 の因 子 の構造 を探 る解 析方 法 を確 立 す る立 場 で ある と考
え て よい。
相 関 が あ る場合 に1本 の リンクが あ り,相 関 が ない場 合 に リンクが ない と考 えた 場合,リ
ンクの数 につ いて 次の 様な ケ ースが ある。
集 合Mの 変 数 を点 と考 えた時.変 数 を結 ぶ リン クの 全体 の集合 を 玉 と呼 ぶ
.4:エ にお いて状態 σにお け る リンクの数




垢:Mが πに よ つて 分割 され た時・ 分 割 された グ・レープ間 に'またが る リン
クの取 り得 る数
48一 霧 ・・S44・ π≦4・
Sκ,S4は 分 割 さ れた 集合5ゐ,5β の取 る変 数 λκ.λ4の 夫 々の ケ数 を表 す
4π:分 割 され た集合 間に またが る実 際 の リ ンクの 数
4π 一 だ ・・ノ4㍗
分割 の型 の特 性 を示 す もの と してG(σ:λ1,λ2… λπ 、の 期待 値 と分 散 を示 す と
・(Σ レ..2
π`ノ)昭 ・(・ ・12)一 引 ろ(ン ・ノ2)P(ン ・ノ)}だ
_∠ ゐ 一(20)
40
V・・傷 ・`ノ2)-E{(落 ・`ノ2)2HE傭 ・`ノ2)}2※
・{(2Σ ン.・
π`ノ)2}一 ・(落 ・ ・ノ4+・ 霧 ・ ・ノ2レ ・ノ)
・ ザ ・ …3・ ・ り4-・ ・ノ2-・ り
Vαr(2Σ μ..
π 茜ノ)一 ・(馴 ・ノ)+・ ・(溜 り ・κ4)-1・(落 ・・ノ),2
・(Σン・・π`ノ)一 劉E(だ 翌 κ場4・ π(ペ ・ー)轟 ま≡1)
を入れて整理する と
VαΨ ・ノ・)一 為1 .、)(4。-46π)(・ ・)




常 数(Conβtant)と し て
分割に よって生 じた情報量 の損失 σ(σ:れ.え2… …Zη)は
圭 δ2落 ・・ノ2一 圭 δ24π(22)
と置 ぎ直 され る。
分 割 の タ イプに よる リ ンクの数4π の 値 を規 準 化す る。
R(π)-GO・ ・t・{4π 一E(4π)」 -G・n・t・(〆 一〃 。π〃 。)










と簡単 になる。更に これを もとの記号で表わせば
1





R(π)を 最 小虻 せ し め る分 割 の タ イプを見 出 せば よい。
ア レキサ ンダ ーは分割 の すべ て の組 合せ につ いてR(π)を 計算 し,最 小 の もの を選択 す
る膨 大 な計 算量 の手続 きを エBM70900プ ログ ラ ムに乗 せ た。 彼 の方 法 は各 種 の グル
ープで追 試 が行 わ れ実 証 され る と同時 に 手続 ぎの 簡略化,改 良 が行 われ てい る。
3-4 -4ソ シオ メ トリーの適 用 に ょる下位 集 団 の発 見
ソ シオ メ トリ ーとは社会 心 理学 の有 力 な手 段 として.集 団 の社 会 構成 を探 るた めに開発
され て い る分野 で ある と言 え る。 一 口に言 えば。集 団 を構成す る各成 員 間の,相 互 の感情
一105一
＼＼
或 は評価。交際 の状況等,集 団内の個 人間の関係を基 にして集団の特性,行 動,機 能 な ど
噌 」L'
を明 らか に し よ うとす る方 法 を総 称 して ソ シオ トリ ーとい う名 を与 え て い る。 この ソ シオ
メ トリ ーの 手法 は,手 法 その もの として見 れ ば,多 数 因子 を もつ 集合 の 構 造 を解 析 す る こ
とで あ り,設 計 問題 に応 用 可能 な もの も少 くな い。 特 に対 象 を地 区,都 市 等 とした場 合,
人 間関 係 の解 析 その ものが直 接 プ ラニ ング に参 考 とな る とい う形 での応 用 も考 え られ る。
しか し,こ こで は あ くまで も設 計 の 手順 に有 効 な 手法 を探 る のが 目的 で あ り,ソ シオ メ ト
リ ーそ の もの の問題 につ いては 他 にゆ づ り,前 節 に 引 きつ づ いて,多 数 の因子 の集 合 を い
か に分 節化 し。 ク ラ スタ ー分 け をす るか とい う問題 に焦 点 は 絞 られ る。 こ こで は林 知 己夫
※氏
を中 心 に開発 され た方法 の 適 用 を試 み る。
分 割 の対 象 とな る集 合 をM(`)と す る。`は 集 合Mの エ レメ ン トで あ つ て`昌1.2…
皿で ある と ぎ集合Mの 大 きさは 皿で ある。 集合Mの 構成 要 素`及 び ノの 間 の関 係 に従 っ て
要 素の グル ーピ ング を考 える。 今集 合Mが,部 分 集合 間 の 関係 が最 も少 くな る 康にSκ(
κ国1.2… …n)に 分解 す る こ とで あ る。 この分 解 の た め の 手段 を 次 の 康に考 え て見 よ
う。
要 素 吸 び 」の 間の 関係 を特 定 の妥 当 な 仕方 で 数 量化 し・ そ の 値 がe`ノ で ある とす る・
ソ シオ メ トリ ーで 用 い られ て い る方 法 はe`ノ キeノ`で ある。 これ は 人間 を対 象 と して い
るた め・`か ら∫へ の選択 と ノか ら ∫へ の選択 が 必 ず し も等 し くな いか らで ある。 しか し
e・ 戸 ・ 戸 で あつて も・解 析 の妥 当性 を欠 く様な支障 は生 じな いの で・手法 そ の もの
は利用 可 能 で ある。
(図3-17)のAは12ケ の 因子 相 互の 相 関表 で ある。 更 に 共通 性 が ある ところ に● 印
を記入 して あ る。 この ま 』で は12ケ の因 子 が夫 々の 共通 関 係が わ か るだ け で全 体 の 構造
が わか らな い。 そ こで 因子 の並 べ 方 を変 え てBの 様に す る こ とが 出来 れ ば,一 目で全 体 の
構造 が わか る。
※ 心理学における数量化の研究/高 木 貞二編/東 京大学出版会/3ソ シオメ トリ ーの検
討における下位集団の発 見PP271～277林 知 己夫 他/東 京大学 出版会
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いまか りにe`ノ は`ノ の 関係
の 度合 を示 す もの として,e`ノ の
値が大 ぎけ れ ば`と ノの関 係が 深 い
と考 え る。 要素 帥こZ`な る数 値 を
与 え・e`ノ が 大 で あれ ば・ 即 ち`
と1が 関 係 が深 け れば 為 とz1が
近 くe`ノ が 小 で あれ ば遠 くな る様
な仕方 でz`を 決定 する方 法 を考 え
れ ば よ い。 た だ しe面.す なわ ち 自
己相 関は 存在 し ない もの と定 義 し て
を 要 素 とすお く。 した が って θ`ノ
























上の 条件 を満 す もの として ソ シオ メ トリ ーで は次の 様な式 を組 立 てて い る。 即 ち表3-11
の場合 に対 して関 係 の有 無 に重 みが 夫 々異 る場合 の 求 め方 で ある。
7π7η




をZ・ の もつ 分 散 σ
8
・÷ 至
、(　Z・2一ア2)た だし7-÷ 、U・;(・ ・)
を一定の もとにQを 最小にする様に 炉 を決定すれば よい。 ここで κ`の分数・平均 を決
定することはZ`の 分布形 を一意的に決定するこ とであ りσ・Zを 任意に決定 して も・問
題の性質は変化 しない。従 って計算上 の理 由か ら上式を次の 様にあらためる。
の
7-・ とす ると・一 ÷ Σ バ ー2と お く
`目1
あ 　ま
G-一 ゐ 《 ・・ノ(κ・-Zノ)2
(27)
α2
で あ らわ され るGを 最大 に す るよ うに π`(`目1・2.。・。 η塞)を決 定 す れ ば よ い。 こ こで α2




で あれ ば よいか ら
一 ∴ ノ 三
、芝 、 ・・ノ(Z・-Zノ)21-・∂妥、(÷2κ ・)・ 一・
この式 は次 の 康にか ぎか え る こ とが 出来 る。
　ま 　を コ
{『露





ここでe」り 十e/4=α βノ とす る と
一108一
エロ 　
卜2α 幻}勉+Σ ・幻 ■ノ λー勉
Z-1 易ノ≒e















































ゐ 〃dゐ 蔽2 ゐ 一 λ
η塞η鍾 z翫
目0 (29)
とな り・ λはB-(ゐ`ノ)の 個 有値 で あ る・ よつて λの最 大 値 は 明 らか 雌 の最 大 値 で
あ る・ δ'ノ(・ ・ノ)の マ トリツク ・は 明 らカ・に対 称 で あ る.上 式 か ら最 大 の λ(熊 ・
以外のもの)およびこれに応ず秘 を求め・これから誰
、培 ・2によつ秘
の決 定 が で ぎる。
この 康に して・ 為 が決 定 出来 る と選択 マ トリツク ス上 に.順 番 に与 え られ た因 子 を得 ら
れ た π`の 値 に 従 って並 べ 直 す こ とが 出来 る。 こ うして マ トリツク スを作 り直 す と、 対 角
線 上 に近 く因 子が 集約 され て明瞭 な パ タ ーンを作 る。 親 近 の程 度 に従 つて群 化惑 れ た パ タ
ー ンを得 る こ とが 出来 る。
一109一
3-45ケ ー ススタ デ ー美術 館 計画 にお け る基 本 因 子 の構成 パタ ーン
これ は,日 本 万 国 博覧会 美術 館 の設 計(1967年11月 ～1968年7月)に 際 して.
集 収 され た 設計 に 関す る情報 に 解析 処 理 を加 え,基 本 計画 段 階 の 有力 な 手が か りとした も
の の プロセ スを ま とめた もので ある。
3-451基 本的条件の抽出'
万国博美術館の設計に際 して,万 国博美術委員.万 国博建設当局者.基 幹 施設設計 グノレ
ープ,大 阪府,そ の他関係美術家 グノレープ等.各 層か ら各種の レベル にわた り.188件
の要求項 目が出された。更にわれわれ設計担当者 として。資料集成その他の建築関係諸資
料 よ り,美 術館に必要 な項 目を集め,重 複 した ものの除去,異 る意味 を複合 しているもの
の分解等,補 完や修正 を加 え。結局445項 目の設計のための情報 を得た。
そこか ら,問 題 を利用 計画の特性に絞 り,次 の 康な方針で基本条件 と呼ぶべ き,機 能的カ
テゴ リーを抽出 した。
1ひ と及び展示物の動 き等を中心 とした利用計画及び利用環境に関す る施設への利用側
の要 求項 目であること。
2基 本 条件に規定され る空 間単位 の最小の ものは,少 くとも室あるいはそれ以上 の空間
であるこ と。 即ち,そ れらの空 間単位 の性質,相 互 関係に関するものであること。
3具 体的 に,寸法,明るさ等の物理的数値 を指示 してある もの,及び 施設の構法を規定し
た もの等の技術情報 は.ラ ンクが異 る もの と考え,基 本条件か ら外すべ ぎこと。
4個 人の好みの入 る余地のない こと,語 義の誤解の生ず る恐れのないもので あること。
即ち,第 五章の情報分類におけるTREGSに よつて,行 為 シ ステム及び構成対称 としての








多 目的ホ ール との一体性。つ なが りを持たせる施設 としての デツキ,基 段
美術館周辺のたま りの場.周 囲の混雑か らの解放
美術館のための落ちつ いた環境.水(人 造湖)と 緑(日 本庭園)と 修景
研究施設 としての美術館の認識.時 後研究部門 の拡大,増 築余地
地域的文化活動 の中心 としての美術館,講 演室,オ ーディ トリアム


























































館 内へ の誘 導 シ ステム と待 ち 空 間,滞 留者 数 制限,コ ン トロ ーノレサ イ ンボ ー ド
入 館時 の チ エ ツクポ イ ン ト.団 体 客の 取 り扱か い。 安 全 性。
入 館後 の た ま りの スペ ース,ク ロ ーク,イ ンフオ ーメ ーシ ヨ ン,観 客用 サ ーヴ イ ス
展 示 空館 へ の スム ーズな誘導.展 示 ル ー トの 選択,そ の わか り易 さ。
退 場 者の 館外 へ の 誘導.入 場 者 との 分 離,安 全性,た ま りの 場。
出入 口 と展示 空 間.あ るいは 展 示空 間 相互 をつ な ぐ場 。移 動 のた めの場
シヨ ー トサ ーキ ツ トの可能 性.そ の 接 点 として の移 動 の場 。
休 息 のた め の場 。静 か な環境,見 晴 ら し,軽 い飲物
種 々の展 示形 式 に対 応 で ぎる展 示 の場,設 備 を持 つた 空間
会 期 中展 示替 の あ る現 代 美術 展 示 と展 示替 な く4つ の ス ト ーリーを持つ 史 的展 示
展示 品保 護 の た めの気 候 調整 とそ のた めの 設 備
保 管 美術 品 保護 の た めの 気候 調整 とそ のた め の設 備
観 客 の ため の気 侯 調整,快 適 な観賞 条件
鉄 筋 コ ン ク リ ートの建 物 か ら発散 され るガ ス.湿 気 か らの展示 品 の保 護
美 術 館 内の 展 示ル ー トと屋 外美 術展 示広 場
展 示 品 の照 明,反 射光 の 除 去,見 え易 さ
光源 の 種類 と展 示品 の保 護,自 然 光 と人工 光,夜 間開 館 の可能 性
展 示 効 果,表 現 の一 方法 としての光,照 明,映 像
館外 ある い は館 内 の騒 音 か らの展 示空 間 の遮 断
展 示 効 果,表 現 の一 方法 としての音,音 楽,音 響
火 災 に対 す る展 示 品の保 全,消 火 設 備,展 示 品搬 出手段
火 災 に対 す る観 客 の保 全,避 難設 備
盗難 に対 す る展 示品,保 管 展 示品 の保 全,防 盗装 置
展示 品 の観 客か らの保 護,盗 難,接 触,エ.T.V.監 視
観 客の 持 ち込 む ホ コ リか らの 展示 品 の保 全
サ ービ スア プロ ーチ と入 場者 の アブ ロ ーチ との分 離
展示 品の 搬 出入,手 段 と して の車,館 内へ の 車 の進入,パ ーキ ング,サ ービ ス道 路
会 期 終 了 後 の観 客 の ア プロ ーチ,交 通機 関,将 来 計画道 路.パ ーキ ング
会 期 終 了後 の サ ービ スア プ ロ ーチ.パ ーキ ング













気 候 調整,そ の他 機械 の た め の スペ ー ス
保 全 の た めの 人員,そ の詰 所.搬 出.入 のチ エ ック
事務 作業 のた め の スペ ース
屋 外 展 示 品の保 安,観 客か らの保 護
職 員用 入 口,外 部 か ら直接 進 入で ぎる出入 口,サ ービ ス,観 客 との分 離
選 択 の多 康性 を持 つ 展示 ル ー ト.逆 行 の ない ル ー ト,シ ヨ ー トサ ーキ ツ ト
3-452条 件 相 互 の 関係 と問 題 の パタ ーン
美術 館 の基本 条件 相 互の 関係 把 握 のた め に用 い た 手法 は ソ シオ メ ト リーに よる ク ラ スタ
ー分 解 の方 法 で あ る。 ソ シオ メ トリ ーに よる方 法は 因 子 間 の 抽象 距 りが 算 出 さ れ るの でそ
れ に よ って マ トリツク スの組 替 が可 能 なだ けで な く,分 岐分 解 の ネ ツ トワ ークに置 き直 し
た時.ネ ツ トに 距 り関 係 を入 れ る こ とが 可 能 で ある。 ケ ー ススタ デ ーとして は,
G.A■exanderの ヨierachica■Decompo6itionで 提案 した考 え方
を踏 襲 しなが ら,解 析 手法 として は ソ シオ メ トリ ーの 方 法 を利 用 した のが,本 節 の パタ ー
ン分 析で ある。
条 件 相 互の 関係 に は次 の 康 な場 合 が 考 え られ る。
1条 件Aが あ り,Aを 解 決 す る 手段 は数 多 くあ るが,Aを 万 足 させ る 手段 はす べ てBを
万 足 させ るか 又 はで ぎな いか の いず れ か で あ り,ど の手 段 を選 ん で も関係 は一意 的 に発
生 す る。
2条 件Aが あ り,Aを 解 決 す る 手段 は数 多 く あるが,Aを 万 足 させ る手段 の うち,い く
つ か はBを 万 足 させ る か しな いか い つれ か の 関係 を もつ が.手 段 に ょ って はBの 解決 に
関 係 しな い もの もある。
3条 件Aが あ り,Aを 解 決 す る 手段 は数 多 くあ るが,ど れ を用 い て もBの 解 決 に関 係 は
な い。
の 三つ の種 類 が あ り,1はAとBの 関 係 は決 定 論的 で あ り,Bは 蓋 然 的 若 し くは論 率論 的
で あ り・3は 互 に独立 で あ る。 今,条 件 を解 決 す る手 段 の選 択 を 次 の段 階 の 操 作 に考 えた
場 合 ・1と2を 同列 に お いて先 づ 解 析 を進 め,1及2に つ いて の区 別 を必 要 とす る段 階 に
至 つた時 ・ 区分 を解 析す るサ プ シ ステ ムを持つ もの とい う前 提 に立 て ば よ い。 この 康な措
置 は,関 係 の 判断 を1か0か 。 いいか えれ ば そ の強 さ の 度合 に重 み を与 え な い シ ステ ムに
よ つて解 析 を進 めるた め で あ る。
一112一
42ケ の基 本 条件 を縦横 に 配列 し・ 解 決 手段 が 関連 あ る場 合 に● 印,相 互 に独立 で ある も
のに無 印 を附 す る と相 関表(図3-19エ)が 得 られ る。0印 を1/2無 印 をoと す る と
式(28)の α4ノ は1か0か の値 を とる。
　ロ エユ
{-2α4ノ}zβ+Σ α4ノ短 一 λ紹(28)
ノ=1ノ 昌1
`≒4`≒4
よ り最大 の ズに 対す る一組 の固 有ベ ク トル(α1,α2,… αn)が 得 られ る。
今,ZIZ2… …Z皿 は 相対 的 な大 ぎ さがわ かれ ぱ よいか ら,Z∫ に対 して は,得 られ た
固有 ベ ク トル α`を その まL・ 或 は整 数値 に す るた めに適 当 な 常数 δを掛 け た もの を求 め
れぱ よい。 この 場合,分 数 λを決 め る こ とは特 に意 味が ない。(図3-19五)1は この
齢 こして求 め たZ`に 従 って マ トリツク スを並 べ替 えた もので ある。(図3-19,皿)
及 び(図3-20)は 同 じ ものを意 味 して い るが,グ ル ーピングの パ ーテ シ ヨンを示 した
もの である。 更 に求 め た距 りを入 れ て,因 子同 志の分 岐分解 を示 し、 問題 解 決 の 手順 の ピ
ェ ラル キ ーを示 したの が(図3-21)で あ る。(図3-19)ソ シオメ トリーの 高 さに よる
条件 因子 の グル ープ化この 様に して見 る とBグ ノレープに属 す る,動
線関係 と共に保 安g警 備等 の シ ステムの 問題
の解決 が,全 体 計画 の 中枢 的 な役 割 を果 して
いる こ とが注意 され る。
万国博 美術 館 の 計画 に は この解 決 の 手順 に 従
つて解 決 の 手毅即 ち施 設構 成 が練 られ,得 ら
れた結 果 に対 して 再 び フイ ー ドバ ツ クの チエ
ツクポ イ ン トに なる とい う二 重 の 役割 を果 し
た。 こ うした 因子 相 互 の構 造 がそ の ま 』形 の
構造 を示 す もので は な く,む しろ 空 間講 成 の
システム を与 え る ところ に,よ り大 さ な意 味
















(図3-19.皿)因 子 の グ ル ープ 化
一113一
(図一3-1gエ)分 析 前 の相 関表
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種 々の展示形式に対応 で ぎる展示の場.設 備を持つ た空間




鉄筋 コンク リー トの建築から発散され るガ ス,湿 気からの展示品の保護
保管展示品のための設備の ととの った スペー ス




















火 災 に対 す る展 示品 の 保全.消 火 設 備.展 示 品搬 出 手段
火 災 に対 す る観 客 の保 全,避 難 設 備
盗 難 に対 す る展 示 品,保 管 展示 品 の保 全,防 盗 装置
展 示 品 の観 客 か らの 保護,盗 難,接 触,エ.T.V・ 監 視
展 示 品 の搬 出 、入,手 段 としての 車,館 内へ の車 の進 入,パ ーキ ングサ ービ ス道路
保 安 の た めの 人員,そ の詰 所,搬 出入 チ エ ック
屋 外 展示 品 の 保 安,観 客か らの保 護
職 員用入 口,外 部 か ら直接 進入 で ぎる入 口。 サ ービ ス,観 客 との分 離













多 目的 ホ ール との一体 性
研 究 施 設 としての 美 術館 の認 識,時 後 研 究部 門 の拡大.増 築 余 地
地 域 的 文化活 動 の 中心 として の美 術 館,講 演室.オ ーデ ィ トリア ム
サ ービ スア プ ロ ーテ と入 場 者 ア プロ ーチ と分 離
展 示品 の搬 出入,手 段 と して の車,館 内へ の車 の 進入.パ ーキ ング・ サ ービ ス道路
会期 終 了後 の観客 ア プ ロ ーチ,交 通機 関,将 来 計 画道路,パ ーキ ング



















美 術館 周辺 のた ま りの場 、 周辺 の 混 雑 か らの解 放
美 術 館 のた め の落 ちつ いた 環境,水 と緑 と修 景
入場 券 の発行 と入場 者 数 制限,チ ケ ツ トプ ース。 待 ち空間
館 内へ の 誘導 シ ステム と待 ち 空間,滞 留者 数 制限,コ ン トロ ーノレサ イ ンボ ー ド
入 館 時 のチ エ ツク ポ イ ン ト,団 体 客 の 取 り扱 か い.安 全 性
退場 時 の館外 への 誘導,入 場 者 との分 離,安 全 性,た ま りの 場
休 息 の た めの 場,静 か な環 境.見 晴 らし.軽 い飲 物
館外 あ るいは 館 内の 騒音 か らの 展示 空 間の 遮 断
展示 功 果,表 現 の一 方法 として の音,音 楽,音 響
観 客の 持 ち込 む ホ コ リか らの 展 示品 の 保全



















入 館後 の た ま りの スペ ース,ク ロ ーク,イ ン フオ ーメ ーシヨ ン,観 客用 サ ーヴィ ス
展 示 空間 へ の スム ースな誘導.展 示 ル ー トの選 択,そ の わか り易 さ
退 場 者の 館 外へ の 誘導,入 場 者 との分 離,安 全性,た ま りの 場
出入 口 と展 示空 間,あ る いは展 示 空 間相 互 をつ な ぐ場 、 移 動 の た め の場
シヨ ー トサ ーキ ッ トの可 能性,そ の 接点 と して の移 動 の場
休息 の た めの場,静 か な環 境.見 晴 ら し,軽 い飲 物
館 内 の展 示 ル ー トと屋 外 展 示広 場
屋外 展 示品 の保 安,観 客か らの保 護
選 択 の 多 様性 を持 つ 展示 ル ートD逆 行 の な いノレ ート,シ ヨ ートサ ーキ ツ ト
F






光源 の種類 と展示品 の保護,自 然光 と人工光,夜 間開館 の可能性













空 間 組 織 の 数 量 化
空間利用特性把握の方法
空 間の利用連関法
空間相互 の親近性 につ いて
空間相亙 の群化 の解 析
ケ ース ・スタデ ㍉ 群係数に よる空聞解 析
解 析の概要
群化の レベルにつ いて




4-1空 間 利 用特 性 把 握 の方 法
4-11空 間 の利用 連 関表
従 来,室 空間 の配 置 を左右 す る もの は,勿 論,敷 地 の形,方 位.建 築 規 模 な ど寸法 因 子
のか か わ る ところ も少 くない。 今 この理 論 にお け る仮 説 の下 に.寸 法 因子 を次 の民 階 の サ
ブ シ ステ ム と考 え,利 用者(人 或 は物)と 室空 間 の 利用 関係 の把 握 につ い ての 方法 を検 討
す る.利 用 者 と室 空 間の 使 われ 方 の 関係 は屡 々動 線 の概 念 で扱 わ れ て い る。 この利 用 者 に
よ る室利 用 関係 は.屡 々空 間組 織 の重 要 な決 定 要 素 に なる ので.解 析処 理 を施 すた め に は
従 来 の動 線図表 現 よ りは,マ トリツ ク ス表 現 を工 夫 した 方 が よ い場 合 もある。 空 間 の配 置
関 係 は,空 気,給 排 水.空 調等 の パ イ ピ ングや ダ ク ト配 置 な どの 関 係 もある が.こ れ ら の
場 合 の配 置 関係 の判 断 は トー タル 長 さの 短縮 等 比較 的 明析 に行 わ れ るが,人 と室の 関 係は
利 用 者 の種 類 も多 く,室 数 も多 くなる と組合 せ も複 雑 に な り利 用連 関 を把 握す るの も困難
ほ なる。 従来.一 般 の建 物 につ いて は資 料集 成 等 の諸 資 料や 事 例 も多 く.経 験 的 な割 出 し
が 必 ず し も不適 切 だ と言 うこ と もない。 今 この 問題 に理 論化 を試 み る こ とは,単 に一つ の
建 築 に と どま らず,複 合 建 築や 都市 計 画 等,複 雑 な対 象の 設計 問題 に有 力 な利 用 パ タ ーン
を提 共す る道 を 開 くもので あろ うと言 う見通 しを持 つて いる。
室 相互 の利 用 関 係 を表 現 す る方法 の 一つ に ア ソ シエ ーシ ヨ ンチ ヤ ー ト(As80ciatiOn
chart)が あるoこ の アソ シエ ーシヨ ンチ ヤ ー トは1919年 にR・Mutherに よる工
※1
場 計 画 に使 わ れ たの が最 初 の例 で あ る と言 われ その 後,病 院 な ど動 線 計 画が 決 定要 因
に な る 康な計 画 に屡 々利 用 さ れ て い る。 病 院 な どで は,看 護 シ ステ ムに よ る歩行 距 離 が平
面 計 画 の重 要 な決 め手 に な つて い るか らで ある。次頁 の(図4-1)はB・Whiτeheadと
M・z・ 匹dar8に よる診療 所 の平 面 計 画に利 用 す る ため,実 施 例 を 調査 して室 相 互 の往
複 動 線 の 頻 度 を記入 した もの で あ る。 これ に 更 に,医 者,看 護婦,ス タ ツ フな どの 別 に夫
々動 線 に サ ラ リ ーをか け て重み づ け を し・ 最 も動 線 が経 済的 に な る 様 な空 間単 位 の 組合 せ
を リニ ア プ ログ ラ シングに よ つ て見つ け,グ リツ ドプ ラ ンに 乗せ る方 法 を開発 した.こ の
場合 は主 と して動 線 の量 が 問題 の手が か りで.人 間 の動 きを経 済 的 にす るプヲニ ングに応




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































●イ ン タラ ク・シ ョン パ タ ー ン
一122-・
右 の表 は, 1968年 に行 われ た,最
高裁判所 の競技設計の応募 案に際 して
作 つた 利用 者 と室 群 の イ ンタ ラク ショ
ン マ ト
i※1
リ ッ ク スで あ る 。 最高裁判所
にお いては,そ の機構上の要請か ら室
群 と動 線の処理が極 めて厳格 に要 求さ
れ て来た。 それ らの系統化は.裁 判所
とい う固有 な機能 を示すために.特 殊
な関係が要請 され,庁 舎利用者 の構成
が裁判 官をは じめ,部 内者12種 類部
外 者25種 類,計37種 類 で あ り.そ
れ らの利用する関係が専用通路,共 用
通路,或 は部 内者用,公 衆用等に別け
られている。例 えば,裁 判官 と調査官
書記官 は接触が あり,調 査官 と書記官
と部外者 は接触を持て るに もかかわら
ず,部 外者は裁判官 と接触を持 っては
ならない と言 った 康な複 雑な関係が至
る ところ で要 求 され て い る◎ 言 は ば、
ここでは動 線の量が 問題 なのではな く
室 と利用者 の関係の質的 な相異のみが・
問題 となる系統化を整理す る問題で あ
る。 この 康な多面的且つ複合的 な空間
関 係 の ケ ースにお いて は,単 なる動 線
図の記述 によつてその明確 な構造 を記 り
す こ とは不 可 能 で あ る。
しか し,こ の 康 な個 々の反 応 マ トリ ツ
ク スでは.利 用特性 の構造 を示すには
あ ま りに も複 雑 で あ り,判 断 パタ ーン
の形成に不 充分 である。
全体計画への参加 に有効 な形に集約す る方法 を検討する必要が あろ う。
4-12空 間相互の親近性につ いて 一eij型 数量化の方法につ いて_
第3章 にお いて・情報相互の分節化の理論 を展開したが,情 報が空間の位置を指示する




示 唆 を与 え るの が イ ンタ ラク
シ ヨ ンだ と言 える。 スペ ース
R(の とR(」)の 間 に存 在
す る イ ンタ ラク シ ヨ ンをeij
とし,eijは 何 等 かの 尺 度化
され た 数値 を もっ てい る とす
るo
このeijは スペ ー ス 」と ノの 何等 か の 関係 を表 わす 数値 で あ り,関 係 が強 けれ ば大 きい
数 字,関 係 が 弱け れ ば 小 さい値 を とる とす る◎eijは モ デル の設 定に よつて色 々考 え ら
れ るが.何 等か の 方法 で求 め られ た`.ノ 間 の相関 係 数や,関 係の生 起 す る確 率 な ど,一
般 に`と ノの 親近 性 を示す 重 みづ け られ た 数値 を総 称 して い る と言 え る。 この時,eij
を用 いて多 数の 要素 間 の 関係 の 系統 化 を抽 出す る方 法をeij型 数量化 の 理論 と呼 ばれて
※2
い る。 第3章 の ソ シオ メ トリ ーの 方法 も θij型 解 析 の一 つ で あ る。
今.`と ノの 関係 、或 は親近 性 の数値化 が直接 可 能 な場合 は別 として・ 一般 に は`.ノ に
※1施 設構成理論 その4/川 崎清,笹 田 剛史・三宅英一郎他/学 会近畿研究報告集/
44年5月 他参照
※2数 量化 による分類 の問題(数 量化理論 とその応用V11)/高 倉節子/統 計数理研究
所 報Vo■・9NO・21/P85
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共通 に 反応 す る テ ス トを媒 介 に して,反 応 パ タ ーンをつ く り.そ れ に よっ てeijを 導 く
の が一 般 的 で あ る。 即 ち`と ノを測 る 共通 の スケ ー〃(テ ス ト)に よ つてeijが 数 量 化
され る と考 え られ る。
最 高裁判 所 にお け る イ ンタ ラ ク シヨ ンマ トリ ツク スは,利 用 者 に対 す る室 の反応 パ ター ン
を表 わ す もの で あ り,(図4-1)の ア ソ シエー シヨ ンチ ヤ ー トはその まLで,或 は規 準
化 を施 した だ けでeij行 列 を示 し てい る と考 え て もよ い。
今.室 配 置 につ いて 反応 パタ ー ンに よ つて
eijを 求 め る一 般 化 を次 の 様に与 え る。
SR
ある室Rε(」 鵠1,2…ln)に 対 し,利
用 者R(R題1,2…n)を スケ ール と
して,R`のSゐ に対 す る反応 パタ ー ンを
構 成 す る。 尺 度Sゐ 上 でのRiの とる値 を
U話 とす る。U話 は利用 者 が利 凪 す る
場合 を1,し ない場 合 を0,或 は重 みづ け さ
され た 数 値 を とる場 合 な ど もある。 反応 パ
タ ー ンか らRjとRノ の 間e`ノ が 求 れ ば
e`ノ 行 列 をつ くる こ とが で きる。
一 般 に 二っ の 系統 相互 の近 さの表 現 として
量的 特 性 を持 つ 場合 に は相関 係 数7」 ノ行
列 で表 わ す こ とが可 能 で あ り.質 的 特 性 の
場合 には.次 の親近 度が尺 度 として考案 さ
※
れ て い る。
f肋(言.ノ)室`.ノ が スヶ 一 ノレゐ
の利 用 者 に対 して.共
通 に反応 す る数
fゐ(言)室`が スケ ール ゐの利 用



























張 前頁娠2の 圃数量化に よる分類の問題 曽による
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n:ス ケ ー〃(利 用 者 の種 類)の 総 数
さ て。 今`・ ノとい う二 つ の 室で それ ぞ れ反 応 パ ター ンが解 った とき.こ の二 つ の室 が確
率 的 に独立 で あ るな ら ば・2つ の 室が と もに スヶ 一〃 勧こわ りあて られ た利 用者 に よつて
利 用 され る確 率 は
fゐ(のfゐ(ノ)/・2(・)












これ は各 室 」,ノ が夫 々独 立 に各 スケ ーノレに反応 した時.い いか え る と利用者 に よ り利用
され る と仮 定 した と き,同 じ利用 者 に よって利 用 され る頻 度が.平 均的 に起 る と考 え られ
る頻 度に 対 し て どれ 程 へ だた って い るか(分 散 を一 定 とした時)を 示 す もので ある。
※1.※2




1一標 準 偏 差nP(1-P)目.
nn2
尚
二 頃 分 布 は 一 般 に 次 の 式 で 与 え られ るP濯 昌nO濯P2(1-P)n畔
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こ のe励(」,ノ)を 全 て の 利 用 者 に つ い て総 合 し て
e`ノ 昌 Σeゐ ゐ(`, .ノ)(4)
ゐ
を 定義 して,こ れ を`,ノ の一 致度.即 ち結 びつ きの強 さ を示 す 値 とす る◎
、これ ま での プ ロセ スで 室(`)と 室(ノ)の 近 さ がe言 ノで表 現 され る こ とが 明 らか とな つ
た 。
4-13空 間相互 の群化の解 析
室相互の関係を示すために,相 関行列或 は親近 度行列等 の関係の尺度化がなされた時・
次の段階はそ こか ら室のグル ープ化を抽出す る解 析が必要で ある。 相関係数或は親近 度い
つれの場合で も,平 均0,分 数1の 尺度上に表現 され ている。 こ うして尺度化 されたeガ
を もとに親近性 の大 きい ものを近 くに,小 さいものをできるだけ遠 くに配列す る方法を考
える。
この 康な目的のためには.因 子分 析法の一種であると考 えられ る固有ベク ト〃による方法
と・群係数に よる方法 とが考 えられている。
※1
1)固 有ベ ク トノレに よる座標化
これ は,第3章 で説明 したソ シオメ トリーの方法その ものである.も う一度整理す る
と
e`ノ:fな る個の ∫なる個へ の親近性が定義されて いる とき
π`:ε なる個 に与える数値(`.ノ 目1,2…n)
nn2
Q目 一 」写 」写e`ノ(z星 網■ノ)(5)
`目1ノ 目1
な る もの を尺 度 とした時,2`の 分 散 一 定 の も とにQを 最大 なら しめ る 康な 戸 を求
め る と,e`ノ が大 で あ る時 に 戸 と濯ノ の 距 りを小 な ら しめ る 康 に2`,2ノ の座 標
を与 え る こ とカミで きる。
※1態 度数量化の一方法/林 知己夫他/統 計数理研究所 報Vo■ ・6NO・1
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これ を実 際 に 計算 す る には
AZ目 え2 (6)
なる固 有方 程 式 を解 けば 良 い◎ この と きAの 言行 ノ列 の要素 をA∫ ノとすれ ば
A言ノ 悶e`ノ+eノ`e`ノ ≒eノ`
e`ノ目eノ 」の と きは・ そ の ま 」A∫ ノヨe`ノ と して も結 果 は同 じで あ る。
A」i目 一 ΣA`ノ(7)
`≒ノ
で あ る。 こ の とき,最 大 固有値1λ に対応 す る固有 ペ ク ト〃1濯 の エ レメ ン ト1πr
は.個 体 の距 りを1次 元上 に考 えた場 合 最適 の個 体 の位置 を表 わ す こ とで あ り,1濯
に直 交 せ る第2根2λ に対応 す る固 有 ベ ク トル2濯 を求 めれ ぱ1■r,%rは,2次
元 上 の個 体 間 の 距 りを考 えた場 合 に 最適 に な る 康な個 体 の位 置 を示 す直 交 軸 の座標 を
与 え る。 固有 値 の 数を 多 く とれ ばn次 元 上 の空 間座標 の上 に位置 づ け るこ とに なる。
※1
この 場合 計 算 上 の注 意 とし ては,固 有値 は一 般 に正 とは限 らず, 固 有値 の最大 なる
もの を求め た 時 え目0に 出会 う場 合 に は,欲す る根迄 は λ ≧0な る 康に了 じめ要 素 を
変 換 してお く方 が便 利 で あ る。 即 ち
A」ノLAε ノ+G
A``L一 万Aり 』 一ΣA∫ ノー (n-1)G
`キノ`キ ノ
とし て出発 す る。 この 康に変換 して も求 めるベ ク トル に関係 は な い。
※2
2)群 係数による方法
多数の要素が群化する程 度を次の 康な群係数の定義を与 え、群化の指標 とする。
※1Ajノ(`≒ ノ)が すぺ て ≧0な る とき λは す べ て ≦0に な る。 この と き0が 最大 で
ある こ とはRankが 一つ 落 ち る こ とで ある。
※2渡 辺 茂編 著/コ ン ピユ ータ時代 の 数学/ダ イヤ モ ン ド社/168
一127一
















で ある。 次 に集 合Xの 要 素 戸 の うちr集 合Gに 属 さ な い もの は(N-g)個 あ るか ら.
群Gに 属 す る変 数(9ケ)と 属 さ な変 数(N-9)ケ との 間 の相 関 係 数(親 近 度)は
9X(N-9)ケ 存 在 す る。 この相 関 係数(親 近 度)の 総 和 をTと す る と
T/9(N-9)閏 ゴ7(10)
とあ らわす こ とがで きる。
こ こで,群 内 の 相関 係数(親 近 度)の 平 均値 と群 内の 変 数 と群 外 の変 数 との相 関 係 数(親
近 度)の 平 均値 との 比 を と り群 係数Gと して定 義 す る。
52S/9(9-1)Gヨ ー 昌
7T/9(N-9)
一 急s・1≡ 崇(・ ・)
0の 値 は群Xの なか の群Gに 属 す る 変数 を定 めた 時、 一・意 的 に定 ま り系 内の 相 関係 数(親
近 度)の 平 均値Sが 大 き く、 か つ 系 内 と系外 の変 数 間 の相 関 係数(親 近 度)の 平 均値Tが
小 さ い。 い いか え る と群Gが 群Xの 中 にお い て あ る ク リ ープを もって群 化 し てい る 系にお
いて はS/雪 は大 ぎい値 を示 す こ とは明 らか で ある。 した が っ て 目的 とす る変 数の グル ー
ピング は,系 の 中 に任 意 に群 を形 成 し,そ の群 係 数 の大 きい もの を群 と見 なす こ とに よ つ
一128一
て達成で ぎる・ このために群のす べての組合せにつ いて群係数を計算 し,群 係数の レベ〃
を定めて群 を段階的 に定 めることがで きる。群の形成には次の康な問題が ある。
1群 係数は0の 漸化形式で計算 され る.空 間単位R`を 核 とするグル_プ(言 ヨ12 ...









2-一 般 にRfに 対 して 付加 す る空 間単 位 に よつ てOの 値 が 左右 され る。
空 間 単 位R`と の親 近 度(e4(」 ・.4)の 大 きい順1こ付加 すれ ば.群 係数 の値 は 次第
に下 る.群 係 数が 激 滅す る ところで ク リ ープ と見 なす こ とが考 え られ るが,常 にそれ
が得 られ る と言 う保 証 は ない。 今 後 の 課題 で あ る。
以 上が 群 系数 に よるグ ル ー プ化 の概要 で あるが・ 相 関係 数或 は親 近 度を 用 いる場 合の 群化
※1の 方法 に は次





固有 ベ ク トノレ法
※1川 崎清,笹 田 剛史/施 設構成理その2手 法体系/学 会近畿支部 昭和44年5月
及ひ学会大会 昭和44年8月/
一129一
!4-2ケ ー ススタデー群係数 による空間解析
一 最 高裁判所計画案 における空間解 析 一
4-21解 析の概要
既 に述 べた 康に,最 高裁判所 の空間配置については利用者 の空間利用関係が極 めて複雑
で,室 のグ〃一 ピングの把握が困難で あつた。空間配置の構造 を把 握す る判断パターンを




位 と利用者の関係を プアクタ ーに選び(図4-2) の康な反応 パクー ンを得たg
これは.競 技設計の応募案で あり設計条件 として利用者の室利用の関係が明細 に記載され
ていたので9利 用の有無についての判断はそれ1こよつた.(図4-2)に よつて得 られた
130ケ の室群の うち,利 用者に対する パター ンが全 く同 じものをま とめ ると35ケ の異
る室群が抽出 され.全 く同じ行動経路 の許 され る利用者 も.37種 類か ら20種 類 に絞 ら
れた全 く同 じパター ンを示す室群は(図4-5)1で示される。 これ を レベノレ0のグルー ピ
ング と呼ぶ.
次にこの関連 パター ンを電子計算機へ の インプツ トデータ として,レ ベ〃0の グル ープを
エ レメン トとして35x35/2ケ の親近 度行列 とそれ をもとに群係数を得 る。親 近度は
二つのエ レメ ントが独立で ある場合.夫 々のエ レメン トが同時 にある利用者に関連 を もつ
確率の平均値から,ど れだけ偏 っているかを尺 度に表現 した値で あ り.そ れ を求める手続
きは前節に述べた通 りで ある。
4-22群 化 の レベ 〃 につ い て
解 析結 果 に よ って 得 られ た群 係数 に基 づ き レペ 〃 を設 定 し,結 びつ きの強 い順 に レペ 〃
1・1ノベ〃2・ レペ ル3の グ〃 一 プを設 定 した 。 即 ち(図4-9)に 示 す の が1!べ〃1,






最高裁判所庁舎計画案説明書(競 技設計)/川 崎清,笹 田用史他/168年12月
施設構成理論その4・ 最 高裁におけ る空間解 析/川 崎清.三 宅 英一郎他/学 会近畿
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レペ〃 ユは群係数13以 上,1!べ〃2は125以 上・ レベル3は120以 上 の値を示す も
のを半 ば強 制的にグ〃一 ピングの ク リー プとした。参考文献においては.急 激に群係数の
下降す るところで.レ ベノレを切つてグノレープの クリープを発見することを説明 してあるが





























(図4-9)室 の グ ル ー ピ ング パ タ ーン
一141一
(図4-10)
A:裁 判関係及裁判部執務関係 プロツクB:司 法行政部門 プロツク




































4-3ケ ー ススタデー固有値法による空澗解析 一和気公 民館の空 間解析 一
4-31解 析の要点
和気公 民館 は1969年1月 ～8月 に設計された ものであ り,延 面積が10428m2の
比較的 小規模 な建物である。機能 もそれ程複雑ではな くこの種公民館の類例は多 く,経験的
的に も割合容易に空間構成 の判断が得 られる ものである。或 る意味で言 えば経験的 なもの と
と論理的 なもの と比較 を試み るケー ススタ デーとなつている。
この公 民館の室は全体で17種 類で あるが.階 段。ろ う下,皿C.等 は主要 な室配置に併
せて次の段階で容易に含め うるので.残 りの16種 類 を解 析の対象 とした.
最高裁判所の場合 と同康に(図4-12)に 示す 康な室 と使用者 の反応 パター ンをつ くり
室相互の親近度係数行列 を求めた。(図4-13)
次に得られた親近 度行列 をもとに6式 で与 えられた.
A2圃 λ濯A:(e言 ノ)行 列e`ノ 昌eノ 言
Z:(■ ∫)の ベ ク ト〃
を もとに固 有値 及 び固有 ペ ク ト〃 を求 め 理論 的 にはn次 元空 間座標 を設定 で きるが,




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(図4-14) 固 有 ベ ク ト ノレ
ヒ ユoε 肉 りA量_」≡…A・.oヒ …1薩ヒ 軸u孟 …o了【,R




































































































































































































/固有 値 及 び 固有 ベ ク トル は(図4-14)で 示 し,結 果 の座 標 を(図4-15)及 び(図4-
16)で 示 した。 工軸 は最 大 固有 値 に対 す る固有 ベ ク トノレを投 影 す る 軸で あ り、 皿 は第 五
固有 値 に,2は 第 皿 固 有値 に対 す る夫 々の固 有 ベ ク トルの 投 影量 を示 す・図 は(エ)一(]【)
及 び(∬)一(皿)の 座 標平 面 を示 した もので ある。
4-32座 標空間の解析
この方法 は多変量解 析の一種 であ り,意味量 を相互の距 り尺度で表 した一種 の因子分 析法
で ある とも見 られる。各固有値に対 する固有ベ ク トノレは,夫 々意 味の投影量 に比例す る数
値で ある と考えられ,固 有値 に対応す る軸は夫 々独立 したn次 元の意味空間をつ くつてい
る と考えられ る。今 分解 された二次元上の座標 は,室 の使われ方の相異を示す質的 なグル































工軸 は+側 は,機 械 室,宿 直,倉 庫 など一般外来者 と接触のないサー ビス諸室であ り,一
側は一般主要 室間 を殆 ど含 んでいる。外来者の利用す る諸室及外来者 に接触のある運 営関
係諸 室が偏 っている。
皿軸は十側はホーノレロビー.事 務 室.館 長室 な ど主 として公 民館全体 に共通 な管理関係 を
中心 として常 時使用 されている諸室.一 側 は目的 に応 じて随時使用 され る特殊性を もつた
諸室が偏 っている と言 える。
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7皿 軸 は 十側 には 大集 会 室.ロ ピー クロー ク,相 談 室 な ど不得 定 多数 の公 象が利 用 す る言
はば解放 型 の空 間 を意 味 し、一 側 は,夫 々 目的 に応 じて 閉 鎖的 に使 われ る諸室が 投影 され
て い る と見 る こ とがで ぎる。
この例 で は,3軸 を選 ん で その グル ーピ ング の性格 づ け を試 み たわ けで あるが,複 雑 な
機 能 の場 合 よ り多 くの 軸 を選 び.判 断 レベル を分 けた 群化 の 資料 を得 る こ とが 出来 る。
今 この例 で は人 と室 の反 応 パタ ー ンを主題 としたが,手 法の側 か ら見れ ば反 応 パター ンの




既 に第1章 にお い て 設 計の 基本 問題 として.1)対 象設 定 の問題,2)手 順 設 定の 問題
3)各 対 象 にお い て解 析処 理 の 手法 の三 つ の 問題 につ きる こ とを説 明 した。 しか し,こ れ
は あ くまで も基本 的 問題 で あ つて設 計 の各分 野 のア プ ロ ーチ に 共通 す る ところ で もある。
既 に年 来.設 計 システ ム化 の動 向は.設 計 の情報 処 理か ら設計 の 自動化 に至 る まで,設 計
に おけ る広 範 囲 な問題 に対 して.各 種 の ア プ ロー タが 進 め られ て い る。 この研 究は それ ら
設 計 問題 の シ ステム化 を進 め る方 向 での 極 め て基 本 的 な 問題 の一 部 を追 求 した もの で ある。
設 計の シ ステ ム化 の体 系的 な且 つ 組 織的 な研 究 は イギ リス王立 建築 研究所,ス エ ー デ ン国
立 建築 研 究所 な ど又 我 国 で もB.B.論 グル ープ,建 築研 究所 の 材料 設 計 グ〃 一プな ど内 外
に おけ る進渉 は 著 しい。
究極 の方 向 とし て設 計 の 自動 化 を 目標 とす るア プ ローチ は例 えばM.エ 。T十 工.B.Mの
エOBSシ ステ ムの例7こお いて 或 はWeβtSueeexの 例 にお いて もイ ンプ ッ トデー タ
ーで ある情 報 処理 の 問題,設 計 手順 のサブシステム化,作 図の 自動 化 と言 った 間題 を相互 に
解 明 しつ つ 進 め られ て い るが,未 だ,設 計全 体 を扱 う内容 とし ては極 く一 部 の問 題 が解 明
され てい る に過 ぎない 段階 で ある。 設計 の 研究 は 問題 の広 が りにつ いて広 範 囲 な内容 を抱
えてお り,そ れ ら部 分 問題 が システ ム化 の 観点 で 充分 解 明 され た段階 に至 って居 らず.熟
成 の機 を待 ちつつ 綜 合 化 が一歩 一 歩 進行 す る もの と思わ れ る。
今 この研 究 の果 した位 置 づけ と,今 後 の 展望 を捕 え る ため に設 計研 究分 野 の方 向 の全 ぼ う
を整理 す る と次の 康に な る。
1情 報 整理 の シ ステ ム化
既 存 資料 の分 数整理,収 納 と シ ー トプア イル 化.サ プラ イシ ステ ムな ど ドキユ メ ンテー
シ ヨ ン技術 と能 動 性 の 高 い検 索 シ ステ ム と解析 処理 に イ ンプツ トし易 い情報 分 配 の シ ステ
ム化
2設 計 プ ロセ スの シ ステ ム化
設計 作業 に流 れ る情報 の フロー を明確 に し・ 操 作の 分節 化・ 情 報 の内容 に よる操 作 の収
束 す る 目標 と意 志 決 定 ポ イ ン トの 明確 化及 ひ フ ィー ドバ ツクル ー トの設 定 な ど・ 情 報の フ
ロ ーを 中心 と した プロセ ス問題 とそれ を遂 行 す る作業 組 織の合 理 化・ 決定 の 調整 組 織・ 作
業 スケ ジユ ール な どマ ネ ー ジ メ ン ト機 能 の シ ステ ム化
3機 能組 織 の 処 理解 析
要 求 情報 の分 析,計 画 や 実測 資料 に もとつ く機能 の 適 正値の推 計・予 測 の操 作技 術 と機
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能 の相互関連 に もとつ く機能組織.配 置計画 な どの処理解析
4空 間条件 の基準化
規模,熱,光,音,防 災 問題な ど環境 指標の規準化 と設計条件 の 目標値 の水準表 示の問
題 とそれに見合 うコムポーネ ント設計,材 料設計の最適化 問題
5寸 法調整の システム化
モギユラーユーデネーシゴ ン,グ リツ ドプラニ ングを一つ のキイプグラムとして,空 間
の形態か らコンポーネ ン トや材料 寸法 問題 な ど計画か ら構法に及ぶ寸法体系の システム化
の問題
6性 能仕 康の規準化
コンポーネ ン ト及び材料等の性能規定及び仕 康の規準化.等 級づ けに よる構成材及び構
法に関する評 価の確立
7構 成材の標 準化 と構法 システムの合理化
工業 生産化の方向で,材 料の質の向上 と施工の合理化を 目標 として構成材の標準化 とア
セ ンプ リーシ ステムの開発
8構 造計算9各 種設備計算,コ ス トプラニ ングー等技術計算の 自動処理 化 と一般設計へ の
フィー ドバツクシステムの確立
9表 現及伝達方法の記号化 と規約の共通化
設計図.仕 康書,積 算等.設 計に用 いられ る各種表現方法 の統一 と記号対応 による情報
の相互 レフアレ ンスの システム化
1Q製 図技法,の自動化
機能 図.ヲ インプランング・一般 設計図.デ テー〃設計,ア イソメ トリツクパ ースペ ク
テブ等.製 図の 自動化 と情報 変動に よる シミユ レ ーシヨン技術の開発
11各 段階 において得 られた結果 と条件の間のチエ ックシステムの確立
以上の各項 目は夫 々・ 相互に関連を持 って居 り.それらが相互に影 響を持ちつつ全体の システ
ム化が進行する.そ れ らの相 互の関連 を整理する と次頁の 康な研 究相互の位置づけを現わす
ダ イヤグラムが得 られ,そ こにお いて本研究が設計問題 についての基礎的 な問題のアプロー
チである故以が判明 し.同 時に今後の展望が与 えられ る.
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設 計 シ ス テ ム 化 研 究 の 相 互 関 連
く_____2
情 報 整 理 の シス テ ム化 一一一■一嘲一一一■幽繭→i)設 計プロセスのシステム化
機能 組織 の分 析
空 間 条件 の規 準化
性 能 仕 様 の規 準化
構 法 の シ ス テ ム 化
技 術 計 算 の 自動 化
表現 方 法 の 規約 化
10
製 図 技 法 の 自動 化
一
5

















笹 田 剛 史/大 規模建設事業計画における諸問題
山 ロ 重 之
6川 崎 清/大 学の施設計画について
笹 田 剛 史
7川 崎 清/施 設構成理論その1方法論
笹 田 剛 史
8同 上 ノ 施設構成理論その2手法体系
9川 崎 清/施 設構成理論その3条件設定のシステム化
播 戸 正臣
LO川 崎 清
笹 田 剛 史/施 設構成理論老の4ケーススタデ ー圏
山 口 重之 最高感における空間解析
三 宅 英 一 郎
L1川 崎 清
笹 田 剛史 ノ 施設構成理論その5ケーススタ・デー
山 口 重之 美術館における空間の組織化
三 宅 英 一 郎
L2川 崎 清
中井 一 郎/建 築設計における情韓処理の実態
小 沢 英 夫
L3川 崎 清/・ 美術館における観客動態に関する研究(その1)
他
L4川 崎 清 ノ 美術館における観客動態に関する研究(そ の2)
L5川 崎 清 他/シ ステムから空間へ
L6川 崎 清 他/情 報処理からデザインへ
L7川 崎 清/施 設構成理論その1方法論
笹 田 剛 史
8同 上/施 設構成理論その2手法体系
一152一






























































































































J・nes,J・C・/DesignM・ 七h・d・C・mp…dl・S七 ・at・gies,2・Ta・tics/D・ ・ign212
Design215,
Goode,H.H.&Macho1,R.E.森 口繁一監訳/シ ステム工学/日 本科学技術連盟/!60
吉武泰水/建 築計画か ら設計へのアプローチ










マクミラソ,ゴソザレス著 野々口格三 守谷栄一訳/シ ステム分析/鹿 島出版会/,65
現代建築 シリーズー4/建築編集委員会/計 画方法論/科学技術センター/ノ660820






















藤井昇/建 築生産のプロセスと工業化との相関性の発見に関する研究 ノ 建築学会大会学術講演梗概集,
6810'
太田利彦 荒木睦彦/基 本設計段階の局面区分について/日 本建築学会大会学術講演梗概集/ノ6810
特集 クリストファーアレグザ ソダーのシステムの思想SD燃48/,6810
向坊 隆/基 礎工学 概説/岩 波講座 基礎工学/岩波書店/ノ680116
渡辺茂著/設 計論工/岩 波講座基礎工学/岩波書店/,680116
'・ロル ド・R・ビュール著,加藤八千代 神力達夫共訳/創 造工学による設計手順/鹿島出版会/,690630
建築計画委員会/設 計チームの機能と構造/日 本建築学会大会研究協議会資料/ノ6908
藤井正一郎訳/デ ザイソチームによる業務のシステマテ ックブラソ/建 築家/,69冬季号

































MC特別委員会編/モ デュール割 りと建築生産の工業化/日 本建築学会/,64
ドクメノテーショソ特集/建 築雑誌/日本建築学会/,6405
林昭男/設 計計画とドクメンテーシ ヨソ/建 築雑誌/,6405
材料設計委員会 ノ 材料設計に関する研究/建 築研究報告姦44/,6503
Etti尊ger,J.V.,冷牟田純;原 敬訳/建 築計画のαRと ドクメンテ シーョソ/鹿 島研究所出版会ノ%507
Sf耳/UI)C日本版(案)/日 本建築セソター/ノ66
太田利彦 高橋青光「 寺田秀夫/設 計条件をいかに捉えるか/建 築文化/6606/PP4a～50









18Ma皿ing・P・/ApP・ai・a1・f恥ildi・gP・ ・f・・㎜ ・ce・Th・i・usei・ 七h・desi副AJ/
1681009.
19池 辺 陽/寸 法調整におけるチ ェ ックシステム/建 築学会論文報告集/!6810







26三 重野博 司著/情 報 システムの設計/ダ イヤモン ド社/!6go529




51Mcca㎜,W.,A・ib・,R.,A・i・ ・,M.T./Use・fCI/SfBf・rP・ ・j・・七D・cc㎜ ・n七a七i・n/
AJ/1690924,6glOO8。
52冷 牟田純二/建 築分野における情報活動の動 き/ビ ルデ ノグレター/日 本建築セ ソター/ノ6910
55加 藤孝/設 計事務所 の機能 と情報のシステム化/ピ ルデングレター/日 本建築セ ンター/!6910




57高 橋達良1～広田広三郎 坂本徹朗 共著/情 報検索 の手法 と機器/南 江堂/,691215



























































サーテー,T.L.著 山内二郎監訳/オ ペレーショソスーリサーチの数学的方法 」ち 下/紀 伊 国屋書店/ノ601220
田中良久/心 理学的測定法/東 京大学出版会/ノ610730
肥田野画 瀬谷正敏 大川信明共著/心 理 教育,統 計学/培 風館/ノ6111
Thurs七〇ne,L.L./MultipleFac七〇rAnalysis/Univ,ofChicagoPress/,61.
日本能率協会EDP委 員会訳/ORと システムズエンジニヤリノグ/日本能率協会/ノ61










ギルホー ド,」.P.著 秋重義治監訳/精 神測定法/培 風館/ノ640225
Saaty,T.L,山 内二郎監訳/オ ペ レーシ ョノズ ・リサ ーチの数学的方法b下/紀 伊 国屋書店/ノ64
Churchman,C.W.,Ackoff,R。L.,Arnoff,E.1.,森口繁一監訳/オ ベ レーショソズ ・リサーチ
入門 上 下/紀 伊国屋書店/ノ64




日笠端他/生 活環境 条件指数化に関する研究 その1}そ の8/建 築学会論文報告集/第103号 ノ6410


































山貞 登/デ ザ イソと心理学/鹿 島出版会/ノ670525
ケメニー,J.P.,ス ネル,J.L.,ト ンプ ソン,G.L.,共 著,矢 野健太郎訳/
新 しい数望 その方法 と応用/共 立出版/!670725
吉田洋一,高 橋健人共著/基 礎課程 線型代数学/培 風館/ノ6803
ケメニーbJ.G,シ ュ レーファー,Jr.,ス ネノ%1.L。,ト ンプソノG.L.,共 著 矢野健太郎
奥村誠次郎共訳/新 しい数学 とその応用/ダ イヤモ ンド社/,680307
小林竜一著/社 会科学 のため の数学概説/共 立出版/ノ680425
関英男/情 報理論/オ ーム社/ノ690331
フエラーb四 著,河 田竜夫監訳/確 率論 とその応用上 下/紀 伊 国屋書店/!690630
第4章
1林 知己夫他/態 度数量化の一方法/統 計数理研究所彙報Vo16,NO.1/158





5林 知己肉 村山孝喜/市 場調査の計画 と実際/日 刊工業社/!6408
6中 村正一/ビ ジネスデ ーターの処理 と解析/日 刊工業新聞社/ノ6501
7太 田利彦 佐藤庄一/平 面計画の電算処理に関する研究/建 築学会論文報告集/ノ6710'
8コ ンピューター時代の数学/ダ イヤモ ソド社/ノ68
gCampion,D./Compu七erinArchi七ec七ure/EI・SVIER/168,London。
10吉 田勝彦/計 算機による平面計画の自動化に関する研究/建 築学会/!6908
11Burberry,P./Tec㎞icalS加dy=Circulation1-7/AJ/1700218一 ワ00304.
12川 崎濡 笹 田剛史/コ ノピューターによる設計の システム開発/建 築文化,7002Vol25,NO.280/PP93-98.
157

